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序

昭和61年3月から翌年の1月にかけて、第251・252次と第264次の調査を西元町二丁目にお

いて実施した。この地域は、武蔵国分僧寺の北方地域にあたり、縄文時代の多喜窪遺跡(A地

点)に該当している。とくに、多喜窪遺跡のA地点は、国の重要文化財に指定されている縄文

時代の中期土器群が出土した地として著名である。この中期土器群は、日本の縄文土器を代表

する遺物として、世界各地で開催された日本考古展の目玉となって海を渡り、国分寺市の市名
・・

ともども多喜窪遺跡の名を広く騰貴せしめたモノとして知られている。

第251次調査は二丁目2,550-40、第252次調査は二丁目2,548-64、第264次調査は二丁目

2,550-2外が、それぞれ調査対象地番であったが、この3地点は至近の空間内に位置し、か

つ遺跡も同一内容を有する地域であったため、一括して報告書の作成がなされた。

調査以前から埋蔵が予想されていた奈良～平安時代の遺跡、そして縄文時代の遺跡は、発掘

調査の結果、奈良～平安時代の掘立柱建物2、竪穴住居4、土坑2のほか柱穴列1、溝1など

が検出され、また、縄文時代中期の竪穴住居8、屋外埋受2、土坑84などの存在が明らかにさ

れた。中期の土器は、五領ケ台・洛沢・阿玉台・勝坂・加曾利E・曾利式など、南関東地域に

密に分布する土器のほか中部山岳地帯などに見られる土器も出土し、交流の実態を示すものと

して注目される。さらに、早期(撚糸文・押型文・条痕文系)、前期(諸磯)、後期(称名寺・

堀之内・加曾利B)の土器も出土した。このように縄文時代の各時期にわたる遺物が出土した

ことは、東北方の丘陵上、野川の源流域に集中して存在している中期の大集落群(恋ケ窪・恋

ケ窪東遺跡など)と軌を一にし、また、本遺跡の西に接する武蔵台東遺跡のあり方ともども注

目されよう。他方、この度の調査で検出された多くの土坑中から石匙(皮剥)が見いだされ、

それらの土坑が明らかに埋め戻されている事実が認められたことは土坑の性格認定に重要な資

料を提出したものであり、縄文土坑の研究にあたり看過することの出来ない事例として今後と

も注目されるであろう。多喜窪遺跡(A地点)は、縄文時代の中期に形成された集落とそれに

伴う遺構であり、至近地の武蔵台東遺跡と密接な関係を有していたことが想定されたが、出土

土器の観察から多喜窪(A地点)の形成途中に武蔵台東が分立された可能性もあり、この地域

における中期集落の形成と発展と衰退の具体的様相の把握が今後とも深められる資料が検出さ
れたと言えよう。

奈良～平安時代にあっては、国分僧寺の造営と密接に関係するであろう人々の生活の一拠点
として注意される資料が検出されたことは貴重であった。

末尾ではあるが、調査にご協力下さった各位に対して感謝の意を要する次第である。
平成15年3月31日 国分寺市遺跡調査会会長

坂詰秀一
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例 モ÷

i

1.本書は、東京都国分寺市 西元町二丁目・四丁目 地内に所在する多喜窪遺跡において昭

和61年度以来実施されている調査の内、以下の調査の成果をまとめたものである。調査に

係る費用は、下記の各原因者が負担した。

H廁1目 的 調 査 地 番 土地所有者 調査期間 潤』渭狙1迎工l町串薊套1」

60?61 251次 毘牙Wゞ一199!西元町2丁目2,550-40 加藤 千- 61.3.17～61.9.19 682 福田 信夫
61 252次 汁雪仝′二?ザ461元町2丁目2,548-64 加瀬 昭- 61,4.7～61,8,12 178.1 福田 信夫
61 264次 含1勾17′建設004半う調西元町2丁目2,550-2外 大内 勝美 61,10.1～62.1.22 614,18 福田 信夫

(付編)

y 140次 二Z-≦ル冫4Z仝西空町2丁目2,550-4 (宗)国分寺 57.4、6～57.9.6 725 樋口喜重子
第1表調査地一覧

2.調査は、昭和61年3月17日から昭和62年1月22日まで行った。報告書作成作業は発掘調

査終了後速やかに着手し、体裁を整えて清算行為を行った。しかしながら、本調査報告の主

要な時代となる縄文時代の遺構・遺物研究の進展が著しく、特に土器の型式名称について、

当初報告書記載の名称と研究の進展に伴って新たに設定された名称との間で、混乱や"dWを

引き起こす可能性が指摘された。そのため、本報告書はそれらの皿Mを修正し、近年の調査

成果を盛り込んで、正式な報告書として平成15年3月31日の刊行とした。

なお、多喜窪遺跡は既往の調査成果からA～D地点に区分されており、本調査区は多喜窪

遺跡A地点北に位置する。よって本文中では「多喜窪遺跡A地点」として記述した。

3.本書の執筆・編集は吉田 格・永峯光一(平成14年7月8日退任)・大川 清・坂詰秀一の

監修のもとに、福田信夫・上敷領 久が担当し、有吉重蔵・上村昌男・木下さおりがこれを

助けた。

4.本書のトレース・版下作成・写真撮影作業は主に、岩崎 洋・雨宮 毅・大元進太郎・和

田光弘・豊島威信・山崎 一・小林幸江・山口啓子・太羽正子・大下ゆみ・若林雅子・嶋田

圭吾がこれにあたった。

5.縄文土器の実測は、株式会社パスコに委託した。

6.縄文土器の分類については吉田格調査団長の指導のもとに行い、府中市教育委員会中

山真治氏の助言を得た。なお、小結における12.多喜窪遺跡A地点出土の縄文時代中期の

土器について」は中山氏に論考をお願いした。

7.なお、多喜窪遺跡内で昭和57年4月6日から昭和57年9月6日まで調査を実施したクリー
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ン建工(株)は第251次調査地に北隣し、遺構の連続性など内容的には同一範囲として認識さ

れる。よって、その調査成果を付編として巻末において報告した。

8.発掘調査及び整理作業に参加、協力いただいた方は以下のとおりである。記して感謝の意

を表したい。(敬称略)

発掘作業

青木耕治・青木建・秋池勝利・雨宮毅・池田篤美・石黒剛・井島久志・井島陽一・伊藤繁男・伊藤文

夫・岩崎洋・江幡尚人・大石泰三・大塚顕・大塚一英・大塚宏明・大橋昭宏・大橋利光・大元進太

郎・小川涼・桂弘美・神生修・川島寿則・木田裕芳・桑原基士・桑原豊・小宮山郁夫・佐々木剛一・

茂木俊之・杉山忠弘・鈴木俊雄・鈴木宏明・鈴木靖彦・高瀬博規・田中敬郎・田部井英幸・土屋千

年・当麻忠義・豊島威信・長島且典・中村誠・中村善之・灘波明・西見宗剛・馬場明弘・馬場正守・

寿盛勝則・平野岳・比留間清・藤崎努・古谷芳貴・星野照夫・松沢英明・松田薫・安田和敏・山崎

一・山田耕司・山田真一・横山雅晴・和田光弘・渡辺一美・渡辺義顕

整理作業

石田美恵子・岩崎正枝・大下ゆみ・大羽正子・岡ミサオ・小川輝子・倉田陽子・栗原直子・桑名俊

子・小林幸江・小峰ミョ子・坂田貴代・宍戸和子・嶋田圭吾・鈴木フミエ・鈴木雪江・鈴木洋子・高

橋より子・千葉則子・永澤昭子・楢岡ゆう子・野中節子・東清子・深瀬惠津子・福田雅子・松田浩

子・八高昭枝・山口啓子・若林雅子
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凡 例

共通

1.遺構は遺跡をとおしてほぼ発見順に連続番号を付し下記の遺構記号を冠して表示する。先

土器時代の遺構については末尾にPを付け、縄文時代の遺構については末尾にJを付けた。

また、本文中においては「SI131住居」「SK904J土坑」「SS40P集石」のように記述した。

SB 柱穴・掘立柱建物 SⅠ 住居 SK 土坑 P 小穴

SA 柱穴列 SIJ 住居(縄文) SKJ 土坑(縄文) PJ 小穴(縄文)

SD 溝 SU 屋外埋尭 SSP 集石(先土器)

2.遺物は各調査において種別毎に連続番号を付し、下記の遺物記号を冠して表示する。

先土器時代

石器類

FA ナイフ形石器

縄文時代

土器類 土製品類 石器類

JB 早期前半 DA ミニチュア土器 AA 尖頭器

JC 早期後半 DB 耳栓 AB 石鍬

JE 中期前半 DD 器台 AC 石錐

JF 中期後半 DE 土製円板 AD 掻器

JG 後期 DF 土偶 AG 打製石斧

AS 石匙

AT 剥片

歴史時代

土器類 瓦・博類 土製品類 金属製品類

PH 土師器 KA 鐙瓦 TK フイゴ(羽口) MH 刀子鉄製品

PK 須恵器 KC 男瓦 MM 釘鉄製品

PL 土師質土器 KD 女瓦

PN 灰釉陶器 KE 災斗瓦

PP 緑釉陶器 KH 博

3.遺物の記述については全て一覧表とした。

(1)表は調査次数、遺構、種別毎にまとめてあり、原則として遺物番号順に列記してある。

-4-



(2)表中の計測値の内、括弧のないものは完数値、( )は残存数値、 《 》は復元数値、

-は計測不可を表す。また、単位は特に表記しないものは全てcmである。

(3)遺物の分類については「武蔵国分寺跡発掘調査概報xⅣ」に拠った。

図面・図版

1.遺構

(1)遺構配置図表示(グリット)の数字は発掘基準線中心点からの距離を表す。発掘基準中

心点と僧寺金堂中心点の位置関係は前者の南北基準線上中心点南26.276mに後者がある。

また、僧寺中軸線の方位は発掘南北基準線と一致し、真北から6゜34′46″、磁北からO゜

4′46″それぞれ西偏する。

(2)断面図表示の数字は水糸レベルで海抜高を示す。

(3)遺構のスクリーントーンの指示は以下のとおりである。

[ニコⅢb層 IHH]Ⅲc層 隈Ⅳ Ⅴ層[二i粘土 ffl縄文土器出土位置
口▽コ柱痕跡[二]焼土面[▽]硬質面 圏縄文石器出土位置
遺構図面(歴史時代)遺物分布図・接合図における記号

土師器 ▲ 坏・婉 △ 亮 △ 器形不明

須恵器 ● 坏・碗 ○ 亮   蓋 ◎ 器形不明 ロ その他(瓶・壷)

土師質土器 ④ 坏・碗 @ 器形不明

施釉陶器 ■ 碗 口 瓦・博類 ★ 鉄製品 ☆ 石製品

○ 縄文土器・礫・不明(歴史時代)

(4)住居平面図において三点破線は床面の堅固な範囲を示す。

(5)図面の縮尺は次のとおりに統一したが、一部異なるものがある。

遺構配置図 1/125・1/150・1 /200・1 /250・1/400

住居・溝・土坑・屋外埋売1/50 住居カマド1/25 集石 1/20

2.遺物

(1) 遺物のスクリーントーンの指示は以下のとおりである。

縄文時代遺物

[ニコ縄文土器破損部[二]打製石斧(明瞭な磨耗範囲)
歴史時代遺物

m土師器 須恵器[二]灰釉陶器(施釉部分)Eニコ緑釉陶器(断面 施釉部分)
土師質土器

[▽コ朱墨書 [=]灰釉陶器(断面) ■■■墨書

-5-



(2)遺物図面中の数字は、図面番号・遺構名・遺物番号・図版番号の順とした。但し、遺

物図面中の遺構が全て同一の場合は、遺構名は省いた。

(3)遺物図版中の数字は、図面番号・遺構名・遺物番号の順とした。

(4)遺物の縮尺は次のとおりに統一したが、一部異なるものがある。

[図面]

先土器時代 石器類 2/3

縄文時代 土器類(破片) 1/3

土器類(復元・完形) 1/6

土偶 1/2

土製品類(土偶を除く) 1/3

歴史時代 土器類 1/3

瓦・博類 1/4

尖頭器・石鍬・石錐 2/3

掻器・打製石斧・剥片 1/3

石匙 1/3・2/3

土製品類

金属製品類

1/2

1/2

[図版]

先土器時代 石器類 1/1

縄文時代 土器類(破片) 1/3・1/4・ 1/6

土器類(復元・完形) 1/6

土製品類 1/1・1/6

石器類(石倣・石錐・石匙一部を除く)

石倣・石錐・石匙一部

歴史時代 土器類

瓦・博類

1/3

1/1

金属製品類 1/1

文字資料 1/1

1/2・1/3

1/4
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3.同背面

4.同右側面

5.同左側面

図版1 第251次調査 先土器時代検出遺構・出土遺物

1.調査区全景(北から)

2.南壁土層断面(北から)

3.ナイフ形石器出土状況(東から)

4.ナイフ形石器

図版2 第251次調査 縄文時代検出遺構(1)

調査区全景

図版3 第251次調査 縄文時代検出遺構(2)

1.調査区遠景(大内ビル建築予定地より)(西から)
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2.DK97・98区北壁土層断面(南から)

3,縄文時代遺構調査状況(SK975J)(南から)

4.発掘状況(西から)

図版4 第251次調査 縄文時代検出遺構(3)

1.SI362J全景(北から)

2.SI362J Pit掘り上げ後全景(東から)

3.SI362J P - 2上遺物出土状況(東から)

4.SI362J炉部分(北から)

5.SI362J埋亮炉(西から)

図版5 第251次調査 縄文時代検出遺構(4)

1.SK916J東西土層断面(南から)

2.SK916J遺物出土状況(東から)

3.SK917J東西土層断面(北から)

4.SK919J全景(北から)

5.SK920J・PJ?11・SK918J全景(北から)

6.SK921J遺物出土状況(北から)

7.SK922J・921J全景(東から)

8.SK923J全景(東から)

図版6 第251次調査 縄文時代検出遺構(5)

1.SK924J南北土層断面(西から)

2.SK925J東西土層断面(北から)

3.SK926J南北上層断面(西から)

4.SK926J遺物出土状況(北から)

5.SK927J全景(東から)

6.SK928J全景(南から)

7.SK929J全景(東から)

8.SK930J全景(西から)

図版7 第251次調査 縄文時代検出遺構(6)

1.左上よりSK931J・932J・PJ - 62・6L左下よりSK933J・941J全景(東から)

2.SK931J遺物出土状況(西から)

3.SK942J・943J・944J・938J全景(東から)

4.SK939J・940J全景(東から)

5.SK945J全景(北から)

図版8 第251次調査 縄文時代検出遺構(7)

1.左上よりSK946J・947J1左下よりSK929J・980J・945J・948J・949J全景(東から)

2,SK947J全景(東から)

3.SK950J全景(東から)

4.SK950J東西土層断面(北から)

5.SK951J遺物出土状況(北から)
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6.SK952J全景(北から)

7.下よりSK953J・954J・955J全景(東から)

図版9 第251次調査 縄文時代検出遺構(8)

1.SK956J全景(南から)

2.SK956J東西土層断面(南から)

3.SK957J全景(南から)

4.SK958J全景(南から)

5.SK959J・960J全景(東から)

6.SK961J全景(東から)

7.SK962J・963J全景(南から)

8.SK964J全景(西から)

図版10 第251次調査 縄文時代検出遺構(9)

1.PJ?148・SK965J全景(南から)

2.SK966J全景(南から)

3.SK967J全景(南から)

4.SK969J・968J・981J全景(南から)

5.SK971J・970J全景(東から)

6.SK972J・973J・974J全景(北東から)

図版11 第251次調査 縄文時代検出遺構(10)

1.SK975J遺物出土状況(東から)

2.SK975J東西上層断面(北から)

3.SK975J全景(北から)

4.SK976J全景(南から)

5.SK977J全景(東から)

6.SK979J・978J全景(南から)

7.SK980J全景(南から)

図版12 第251次調査 縄文時代出土遺物(1)

図版13 第251次調査 縄文時代出土遺物(2)

図版14 第251次調査 縄文時代出土遺物(3)

図版15 第251次調査 歴史時代検出遺構(1)

1.SK896・SB71・SK894全景(南から)

2.SB711-1柱穴上層断面(南から)

3.SB711-2柱穴上層断面(南西から)

4.SB712-1柱穴土層断面(南から)

5.SK894全景(東から)

6.SK896全景(南から)

図版16 第251次調査 歴史時代検出遺構(2)

1.SB89・SA且全景(西から)

2.SB89 2-1柱穴土層断面(南西から)
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3.SB892-3柱穴土層断面(東から)

4.SB893-3柱穴土層断面(東から)

5,SB89・SA11全景(北から)

図版17 第251次調査 歴史時代検出遺構(3)

1.SⅠ131全景(東から)

2.SI131構築時全景(東から)

3.SI131遺物出土状況(南から)

4.SI131東西土層断面(南から)

5.SI131カマド遺物出土状況(南から)

図版18 第251次調査 歴史時代検出遺構(4)

1.SI355全景(北から)

2.SI355構築時全景(北から)

3.SI355遺物出土状況(北から)

4.SI355南北上層断面(東から)

5.SI355カマド全景(西から)

図版19 第251次調査 歴史時代検出遺構(5)

1.SI356全景(南から)

2.SI356構築時全景(南から)

3.SI356遺物出土状況(南から)

4.SI356東カマド全景(西から)

5.SI356北カマド全景(南から)

図版20 第251次調査 歴史時代出土遺物(1)

図版21 第251次調査 歴史時代出土遺物(2)

図版22 第251次調査 歴史時代出土遺物(3)

図版23 第251次調査 歴史時代出土遺物(4)

図版24 第252次調査 先土器時代検出遺構

1.調査区全景(南から)

2.東壁土層断面(西から)

3.SS40P全景(東から)

図版25 第252次調査 縄文時代検出遺構(1)

1.調査区東半部全景(西から)

2.調査区東半部遺物出土状況(西から)

3.調査区西半部全景(東から)

4.調査区西半部遺物出土状況(北から)

5,調査区西半部延長区全景(北から)

6,SU5遺物出土状況(北から)

7.SU5・6遺物出土状況(北から)

8,SU5東西土層断面(北から)

図版26 第252次調査 縄文時代検出遺構(2)
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1.SK904J東西上層断面(南から)

2.SK904J遺物出土状況(東から)

3.SK904J全景(南から)

4.SK905J東西上層断面(北から)

5.SK906J全景(東から)

6.SK907J遺物出土状況(北から)

7.SK908J遺物出土状況(東から)

8.SK909J全景(東から)

図版27 第252次調査 縄文時代検出遺構(3)

1.SK910J南北上層断面(北東から)

2.SK914J東壁(西から)

3.SK911J東西上層断面(南から)

4.SK913J・912J全景(東から)

5.SK913J・912J東西上層断面(南から)

6.SK913J遺物出土状況(束から)

7.SK915J南北上層断面(東から)

8.SK915J遺物出土状況(東から)

図版28 第252次調査 縄文時代出土遺物(1)

図版29 第252次調査 縄文時代出土遺物(2)

図版30 第252次調査 歴史時代検出遺構

1.SI357 B期全景(南から)

2.SI357 A期全景(南から)

3.SI357構築時全景(南から)

4.SI357 B期遺物出土状況(南から)

5.SI357 B期カマド全景(西から)

図版31 第252次調査 歴史時代出土遺物

図版32 第264次調査 縄文時代検出遺構(1)

調査区全景

図版33 第264次調査 先土器時代検出遺構・縄文時代検出遺構(2)

1.調査区北半部遺構確認状況(西から)

2.発掘状況(南東から)

3.調査区北半部遺構検出状況(北から)

4.先土器時代調査区発掘状況(北から)

5.SK990J・PJ-14全景(北東から)

6.SK990J東西上層断面(南西から)

7.SK991J全景(西から)

8.SK991J南北土層断面(西から)

図版34 第264次調査 縄文時代検出遺構(3)

1.SI365J全景(南から)
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2.SI365J Pit掘り上げ後全景(南から)

3.SI365J遺物出土状況(西から)

4.SI365J東西土層断面(南から)

5.SI365J P-1南北土層断面(東から)

図版35 第264次調査 縄文時代検出遺構(4)

1.SI366J・367J・370J Pit掘り上げ前全景(西から)

2.SI366J・367J・370J 1期Pit掘り上げ後全景(西から)

3,sI366J・367J・370J2期Pit掘り上げ後全景(西から)

4.SK988J・989J南北上層断面(東から)

5.P-3南北上層断面(東から)

6.P - 18b・18c・21・22a南北上層断面(北西から)

7.P-36～38南北土層断面(東から)

8.P-8～11南北土層断面(北西から)

9.P-45・84～87南北土層断面(東から)

10.P-9～15全景(東から)

11.P - 18a-18c ・20-24全景(北から)

12,P-2・43・44全景(南から)

13,P-40・41・45全景(東から)

14.P-36～39全景(南から)

15.P-95～98東西土層断面(北から)

16.P-93～98東西上層断面(南から)

17.住居南側部分Pit全景(北から)

18.住居南側部分Pit全景(西から)

図版36 第264次調査 縄文時代検出遺構(5)

1,SI366J・367J・370J覆土上層遺物出土状況(北から)

2.SI366J・367J・370J覆土中層遺物出土状況(北から)

3.SI366J・367J・370J覆土下層遺物出土状況(北から)

4.DQ118区遺物出土状況(東から)

5.DF01出土状況(南から)

6.DF02出土状況(東から)

7,DQ118区連弧文土器出土状況(北東から)

8,DP117区遺物出土状況(南東から)

9,JF18出土状況(西から)

10,DP117・118区覆土2層遺物出土状況(南から)

図版37 第264次調査 縄文時代検出遺構(6)

1、SI366J炉全景(東から)

2.SI366J石囲炉(埋売)全景(北から)

3.SI366J炉東西上層断面(北から)

4.SI367J・366J A - A′東西土層断面(北から)
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5.SI370J・366J B - B′南北上層断面(東から)

6.SI367J・366J・3707 C - C′南北土層断面(西から)

図版38 第264次調査 縄文時代検出遺構(7)

1.sI371J Pit掘り上げ前全景(東から)

2.sI371J Pit掘り上げ後全景(北から)

3.SI371J P-1東西土層断面(北から)

4.SI373J全景(北から)

5.sI372J Pit掘り上げ前全景(南から)

6.SI372J Pit掘り上げ後全景(南から)

図版39 第264次調査 縄文時代出土遺物(1)

図版40 第264次調査 縄文時代出土遺物(2)

図版41 第264次調査 縄文時代出土遺物(3)

図版42 第264次調査 縄文時代出土遺物(4)

図版43 第264次調査 縄文時代出土遺物(5)

図版44 第264次調査 縄文時代出土遺物(6)

図版45 第264次調査 歴史時代検出遺構

1.SD205南半部全景(北から)

2.SD205北半部全景(南から)

3.SD205全景(北から)

4.SD205東西上層断面(南から)

5.P-1全景(東から)

6.P-5～7検出状況(北から)

7.P-5検出状況(西から)

8.P-6南北上層断面(東から)

図版46 第264次調査 歴史時代出土遺物

図版47 第140次調査 縄文時代検出遺構(1)

1.調査区全景(南から)

2.調査区全景(東から)

図版48 第140次調査 縄文時代検出遺構(2)

1.SS23全景(東から)

2.SS23東西土層断面(南から)

3.SS23掘り方全景(東から)

4.SK646J全景(西から)

5.SK649J全景(南から)

6.SK649J東西土層断面(南東から)

図版49 第140次調査 縄文時代検出遺構(3)

1.SK650J全景(北から)

2.SK651J南北上層断面(東から)

3.SK652J全景(北西から)
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4.SK653J全景(北から)

5.SK654J東西上層断面(北から)

図版50 第140次調査 縄文時代検出遺構(4)

1.SK666J全景(西から)

2.SK667J南北土層断面(東から)

3.SK667J一括土器南北土層断面(東から)

4.SK668J全景(西から)

図版51 第140次調査 縄文時代検出遺構(5)

1.SK668J南北上層断面(西から)

2.SK669J全景(南東から)

3,SK670J全景(南から)

4.SK670J遺物出土状況(北から)

図版52 第140次調査 縄文時代検出遺構(6)

1,SK671J全景(南から)

2.SK672J全景(西から)

3.SK673J全景(北から)

4.SK674J全景(北から)

5.SK674J南北土層断面(東から)

図版53 第140次調査 縄文時代検出遺構(7)

1.SK675J全景(北から)

2,SK676J全景(南から)

3.SK677J全景(東から)

4.SK678J全景(北東から)

5.SK680J全景(東から)

6.SK680J南北土層断面(東から)

図版54 第140次調査 縄文時代・歴史時代検出遺構(8)

1.SK682J全景(南西から)

2,DN99区埋亮出土状況側面(南から)

3.DN99区埋亮出土状況真上(南から)

4,歴史時代SB70 2-1柱穴全景(西から)

図版55 第140次調査 縄文時代出土遺物
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Ⅰ 調査に至る経緯

1.第251次調査ド

西元町二丁目2,550-40の土地に集合住宅を建設したい旨、文化財保護法による周知の遺跡

内における文化庁長官宛土木工事の届出が加藤千一氏より市教育委員会に提出されたのは昭和

60年8月9日であった。府中街道による切り通しを挟んで法面上に木造住宅が建ち並んでい

た一画で、道路面まで切り下げて鉄筋コンクリート造りの集合住宅を建設する計画であった。

周辺の公共下水道面整備工事に伴う事前調査で、武蔵国分寺跡の遺構と下層に縄文時代多喜窪

遺跡の遺構が確認されていた地域である。周辺における既往の調査等から、本地区内に歴史時

代竪穴住居跡3軒(1軒は確実に存在)と掘立柱建物跡3棟(1棟は確実に存在)、土坑4基、

小穴30個など、縄文時代遺物包含層(厚くやや多い)・遺構(竪穴住居の分布域を外れ、土

坑等若干)、並びに先土器時代文化層若干を予測した上で、敷地面積985m"の内、建物本体と周

囲に埋設する給排水設備等の掘削範囲及び影響範囲周囲0.5mを加えた682m"を調査範囲とし

て、諸条件を詰め、調査計画を作成し、提示した。①発掘深度は東西に長い敷地の内、西(府

中街道)側の413m'をGL - 3.5m±0.5 m1東側の269m"をGL - 1.6m±0.1mとする②仮設工事、

残土搬出工事、土留工事、建物位置出し測量は届出人が行う③調査終了後に埋め戻しは行わな

い、などを前提条件として、現地調査期間100日間(6.25ケ月)、整理・報告書作成期間225日

間(且.25ケ月)、委託経費且,988,000円(第1回提示)であった。

基本的事項は2～3回の協議で合意に達したが、実施時期については、建設工事に関して近

隣住民との調整(騒音、日影等)が難航していたので、市教育委員会としては、宅地開発等に

関する指導要綱に基付く事業計画適合通知が、市長より事業主へ出されてから調査に着手し、

トラブルの発生を未然に防止したいとの立場を届出人に伝えた。翌昭和61年2月4日に至っ

て、近隣との話し合いがほぼ合意に達し、これを受けて市の適合通知も出る見込みと認定され、

調査着手に向けて、諸準備が進められた。開始時期は当初予定より遅れたので、他調査現場と

の兼ね合いが発生しており、3月中旬と変更された。かくして、昭和61年3月7日付で、届

出人と武蔵国分寺遺跡調査会会長星野亮勝との間で埋蔵文化財発掘調査委託が締結された。期

間は昭和61年3月17日から昭和62年8月31日まで(但し、現地調査は昭和61年9月19日まで)

で、委託経費は概算額12,323,000円とした。

現地調査は歴史時代遺構がほぼ予測どおりで、竪穴住居跡3軒、掘立柱建物跡2棟、柱穴列

1条などで、ほぼ順調に進捗したが、縄文時代の遺構確認に至って総数62基に及ぶ土坑群と

府中街道側で竪穴住居跡1軒が検出され、調査工程に影響を及ぼすこととなった。そこで、賃
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Ⅰ 調査に至る経緯

金を委託費にまわしてケーブル写真測量委託を外注にして平面図の図化を行い、工期内終了を

図ることとした。先土器時代調査では、ナイフ形石器1点を検出するにとどまり、予定通り9

月19日に現地調査を終了し、届出人に引き渡しを行った。

なお、写真測量業者の施工体制に不備があり、遺構表現の現地調整が不充分に終わり、図化

作業が遅延したことは遺憾である。写真測量の外注の経,験が浅いこともあり、充分監理仕切れ

なかった発注側にも原因があった。

2.第252次調査区

前後して昭和60年10月20日に、南側隣接の西元町二丁目2,548-64の土地に集合住宅を建設

したい旨、文化財保護法による周知の遺跡内における文化庁長官宛土木工事の届出が加瀬昭一

氏より市教育委員会に提出された。敷地面積は318 maで、第251次調査区とほぼ同様の集合住宅

建設計画であった。北側隣地に比べ規模は小さいが、同じ条件であるので、歴史時代竪穴住居

跡2軒、掘立柱建物跡1棟、土坑2基、小穴20個の他、縄文時代・先土器時代についても同

様の予測とした。建物本体と設備等を含む影響範囲を入れて178rn"を調査範囲とし、発掘深度

については東西に長い敷地の内、西(府中街道)側をGL 3.5m±0.5 m1東側をGL - 1.Om±

0.lmとして、その他は第251次調査区と同じ条件として調査計画を作成した。現地調査期間60

日間(3.75ケ月)、整理・報告書作成期間且8日間(5.9ケ月)、委託経費5,819,000円(第1回提

示)であった。

基本的事項は2回ほどの協議で合意に達しだが、実施時期については、第251次調査区の現

地調査との調整が図られ、昭和61年3月28日付で、届出人と武蔵国分寺遺跡調査会会長星野

亮勝との間で埋蔵文化財発掘調査委託が締結された。期間は昭和61年4月7日から昭和62年

1月31日まで(但し、現地調査は昭和61年7月31日まで)で、委託経費は概算額5,977,000円と

した。

歴史時代遺構は、竪穴住居跡1軒であったが、新旧2時期あり、カマドを造り替えていた。

また縄文時代遺構も当初予測より多く、集石土坑1基、土坑12基、屋外埋売2基などが検出

された。この他に例年に無く雨天日が多かったことや敷地内に余裕スペースが無いため、残土

の搬出に手間取ったことなどが重なり、調査は遅延し、8月20日までの現地期間変更を協議

し、合意して契約変更を行い、現地調査を終えた。

3.第264次調査区

2件の調査が進行していた昭和61年7月7日に、第251次調査区の府中街道を挟む西側の西

元町二丁目2,550-2外において、集合住宅を建設したい旨、文化財保護法による周知の遺跡
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T 調査に至る経緯

内における文化庁長官宛土木工事の届出が(株)大内商事代表取締役大内勝美氏より市教育委員

会に提出された。敷地面積は614 m-?で、同じく道路面まで切り下げて鉄筋コンクリート造りの

集合住宅を建設する計画であった。

調査対象範囲は建物本体と設備部分に影響範囲を加え、敷地全域とした。条件では、包含層

や遺構掘削に伴う2次残土の積み込み、搬出、処分費は、調査費に含むこととした。また、第

251・252次調査区における縄文時代遺構の検出状況から、竪穴住居が検出される可能性があ

ったので、期間短縮のため、写真測量による図化を併用することとした。発掘深度は東(府中

街道)側をGL一約4m1西側をGL一約1.Omとし、歴史時代竪穴住居跡2軒、土坑5基、小穴

40個他を予測して調査計画を立案した。現地調査期間57日間(3,6ケ月バ整理・報告書作成期

間且2日間(7ケ月)、委託経費7,658,000円(第1回提示)であった。

前記2件の現地調査を確認できる段階であったこともあり、数回の協議でほぼ当初提示案に

より合意に達し、昭和61年9月22日付で、届出人と武蔵国分寺遺跡調査会会長星野亮勝との

間で埋蔵文化財発掘調査委託が締結された。期間は昭和61年10月1日から昭和62年5月31日

まで(但し、現地調査は昭和62年1月19日まで)で、委託費は概算額7,658,000円とした。

歴史時代遺構は、敷地の西側において確認された上面幅8m以上の南北溝と小穴若干にとど

まったが、縄文時代遺構は前記2地区とは様相が異なり、7軒の竪穴住居跡と土坑10基、小

穴多数が検出され、予測を上回ってしまった。若干の遅れを生じ、届出人の了解を得て、1月

22日まで現地作業を行い、完了にこぎつけた。

4.3地区をまとめた報告書に変更

3地区は近接し、縄文時代にあっては多喜窪集落跡の中心部分の一画として、歴史時代にあ

っては武蔵国分寺跡の北西域として相互に関連しているので、1冊の報告書にまとめる方が効

率が良く、経費の節減になることから、3者と協議を行い、昭和62年8月17日付で、完了の

期日を昭和63年3月31日までとする変更契約を締結した。
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Ⅱ 発掘経過

各調査地区が位置する多喜窪A地点は、国分寺崖線の武蔵野段丘南斜面から、崖線下の立川

段丘面にかけて広がり(第8図)、従来から主に縄文時代中期の集落遺跡として周知されてきた。

また位置的には武蔵国分僧寺北方地区に当たることから、歴史時代の掘立柱建物跡や竪穴式住

居が数多く検出される地域である。さらに先土器時代においては、第Ⅳ層からX層(立川ロー

ム第Ⅲ～X層に相当)より礫群が検出され、ナイフ形石器など各種石器の出土が報告されてい

る。今次各調査地区における建物建設に伴う基礎工事がいずれも先土器時代下層の包含層にま

で及ぶことから、調査もそれに対応して歴史時代・縄文時代・先土器時代の3時代を調査対象

として実施した。

各調査地区における調査時代と層位は以下のとおりである。

・第251次調査 国分寺アパート建設に伴う調査

Ⅱ～Ⅲb層(歴史時代)、Ⅲc～Ⅳ層上面(縄文時代)、Ⅳ層下面～XⅡ層(先土器時代)

・第252次調査 加瀬マンション建設に伴う調査

Ⅲb層(歴史時代)、Ⅲc～Ⅳ層上面(縄文時代)、Ⅳ層下面～Ⅸ層(先土器時代)

・第264次調査 大内ビル建設に伴う調査

Ⅲb層(歴史時代)、Ⅲc～Ⅳ層上面(縄文時代)、Ⅳ層下面～X層(先土器時代)

なお、各地区の基本層位と遺構・遺物の関係は別項において詳細を記載しているのでここで

は触れない。但し、各層位の調査範囲については第3図に示した。

また、各調査地区における本調査は以下の調査工程で実施した。

・第251次調査 国分寺アパート建設に伴う調査(第3表)

対象面積 985m′ 調査面積 682ma

調査期間 昭和61年3月17日から昭和61年9月19日

歴史時代調査 開始 昭和61年5月7日 終了 昭和61年8月25日

縄文時代調査 開始 昭和61年6月19日 終了 昭和61年9月且口

先土器時代調査 開始 昭和61年8月27日 終了 昭和61年9月18日

・第252次調査加瀬マンション建設に伴う調査(第4表)

対象面積 318m2 調査面積 178.1055m2

調査期間 昭和61年4月7日から昭和61年8月12日

歴史時代調査 開始 昭和61年5月12日 終了 昭和61年7月11日

縄文時代調査 開始 昭和61年5月27日 終了 昭和61年8月6日
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Ⅱ 発掘経過

先土器時代調査 開始 昭和61年7月9日 終了

・第264次調査 大内ビル建設に伴う調査(第5表)

対象面積 614.18m' 調査面積 614.18ma

調査期間 昭和61年10月1日から昭和62年1月22日

歴史時代調査 開始 昭和61年10月14日 終了

縄文時代調査 開始 昭和61年10月13日 終了

先土器時代調査 開始 昭和62年1月7日 終了

昭和61年8月11日

昭和61年且月27日

昭和62年1月19日

昭和62年1月21日

各調査区における発掘調査の深度の標高については以下のとおりである。

251次調査地区

252次調査地区

264次調査地区

(単位m)

Ⅳ

78,60 1 78.14 78.00 1 77.76 1 77.58 76.77 1 76.40

78.21(I層) ]]島も 77.75?77.56
78.10 77.94 77.76
1*76.70?76.38?7爾丁元1

Ic Ⅱ

Ⅶ Ⅸ

陰75.86?75.62?75.44?75.02?74.94?74,62?74.32?74.02?
75.80 75.53 75.10 75.O(ハ)レン1冫′E冫口
75.80 1 75.64 1 75.43 1 75.05 1 74.98 1 74.74

第2表土層標高表
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第3図 第251・252・264次調査 発掘深度図(1/400)
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Ⅲ 調査地区の概観

1.調査地区の位置・立地・環境

国分寺市は地質学的に言うと関東平野の中でも「武蔵野台地」と呼ばれる台地上に位置して

いる。最初にハケの成り立ちと旧石器時代・縄文時代の環境について述べる。

国分寺市の特徴的な地形である通称「ハケ」は、正式には「国分寺崖線」と言う学術用語が

付けられている。国分寺崖線は北西端を立川市の北東部から始まり、中央線を国立駅の東で横

切り、国分寺市、深大寺を経て二子玉川方面へと続く高低差10～20mの崖である。崖の北側

で高い方を「武蔵野段丘」、南の低い方を「立川段丘」と呼んでいる。国分寺の基本的な景観

は古多摩川が武蔵野台地を削り取って流れた結果にできた地形である010万年から7万年前

の武蔵野台地上では古多摩川が青梅付近を源流としながら放射状に流路を変え、扇状地のよう

な景観を呈し、広範囲に河原が広がっていた。この時の河原を「武蔵野礫層」と呼んでいる。

5万年前にはヴイルム氷期という氷河期の訪れと共に気温が下がり、徐々に海水面が低下して

いった。約2万年前には海面が100m程度低下しアジア大陸と日本列島が陸続きになっていた。

その結果により武蔵野台地と海面との勾配が急傾斜になり、多摩川の流れは急流で流路も固定

晃k5±

2￥)鰺
0 1 1.tm ??.2o-、一 府中市?

武蔵野段丘

国分寺伊線 内藤面 恋 恋ケ窪面 本多面

ケ 立川ローム

立川段丘 柔Mた力一J=;;:=)(q冨テ〒〒ご〉0て==二J?==コi蔵野口 -ム
へ◆

諷ミ:.′,′.′.′.′.′.′.′.′.′.′.′.′.′.′.′.武蔵野礫層
4冫≧ニニS・:・:・:・:・:・ (古多摩川河床)

1・

旋池謁デ
第4図 地形面分布図(上)・国分寺市の地形模式図(下)
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Ⅲ 調査地区の概観

され、現在の府中方面に向かって大地を削り取って流れることになった。この時の河原を「立

川礫層」と呼んでいる。恋ケ窪谷・さんや谷・殿ケ谷戸谷・本多谷といった市内の谷もこの時

期までに形成されている。さらに箱根火山から噴出した火山灰が堆積した。これを「武蔵野ロ

ーム層」と呼んでいる。約3.5万年から1万年前の活発で大規模な火山活動により火山灰が立

川・武蔵野両段丘面に厚く堆積した。これを「立川ローム層」と呼んでいる。崖線の際や谷の

奥からは随所で豊富な湧水が流れ出し、これが集まり 「野川」となっている。我々が現在見て

いるハケの景観は約3.5万年前に形成されたと考えられている。

市内最古の石器が出土するのは、武蔵野段丘の立川ローム下層であるから国分寺市の旧石器

時代はおおよそ3,5万年から3万年前まで澗ることができると考えられている。この時期はヴ

イルム氷期という氷河期の時代である。東京都の年平均気温は現在より7℃程低く、現在の青

森県位の気候である。そうした環境で生育する植物は、立川ローム層の中に残されていた植物

の花粉化石を分析すると、ササ科やヨモギ属、キク属などの草原にコナラやシラカンバといっ

た樹木が点在する景観であったようである。動物は絶滅してしまったヤギュウやオオツノジカ、

ヘラジカ、ナウマンゾウといった大型獣、イノシシ、日本ジカなどの中型獣、ウサギなどの小

型獣といった多様な動物の生息が確認されている。残念ながら市内では動物化石は発見されて

いないため実態は不明な点が多い。市内の旧石器時代の遺跡が集中して分布するのは国分寺崖

線に沿った地域と恋ケ窪谷・さんや谷・殿ケ谷戸谷・本多谷といった崖線に切り込んで浸食さ

れた小支谷の周辺である。これらの谷からも豊富な地下水が湧き出しており、人々の生活が湧

水地を中心に営まれていたことが分かる。

約1.2万年前から始まる縄文時代は最後の氷河期であるヴイルム氷期が終わり、気温が上が

り、それと同時に海水面も大きく上昇していった。いわゆる縄文海進である。植物は温暖な気

候によって照葉樹木が武蔵野台地に広がっていき、ドングリやシイノミなどの堅果類が繁茂す

る豊かな森が形成され、人々の食生活の中に植物食が多く取り入れられる環境となった。こう

した環境下においては冷涼な環境に生息していたヤギュウやオオツノジカ、ヘラジカ、ナウマ

ンゾウといった大型獣は絶滅し、現在我々が良く知っている鹿やいのししが狩猟対象となった。

人々の生活空間は基本的には旧石器時代と重なっているが、最も顕著な違いは定住化が始まっ

たことである。特に条件の良い場所には数十件単位で住居が重複して構築されていた。市内で

明らかに住居と判断される遺構が出現するのは縄文時代早期からであり、草創期については微

隆起線文土器や有舌尖頭器が恋ケ窪東遺跡より出土しているが、住居等の生活の痕跡は発見さ

れていない。また晩期については八幡前遺跡において土器が出土しているが実態は不明である。

現在までの調査例から考えて、国分寺市内の縄文文化が最も隆盛する時期は中期中葉の勝坂土

器様式から加曽利EⅢ式期にかけてであったと考えられている。本報告の多喜窪遺跡A地点は
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Ⅲ 調査地区の概観

その代表的な遺跡であり当該期の指標として位置付けられている。
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2.層序

Ia層 盛土。ローム、砂利、コンクリートブロック等の客土010～60cmo全体に見られた。

Ⅱ 層 黒褐色土。粒子粗く、粘性に欠く。10～20cmo歴史時代遺構内の堆積土に酷似する。

Ⅲb層 暗茶褐色土。下部にいくに従い褐色味を帯びる。縄文時代の遺物を多く包含する。

歴史時代遺構は該層上面にて検出が容易となる。乾燥すると亀裂が多く入る。

Ⅲc層 茶褐色土。ローム漸移層。上部に多く縄文時代の遺物を包含する。縄文時代の遺構の

大半は該層上面にて検出することができる。

Ⅳ 層 暗黄褐色ローム。ソフトローム。縄文時代遺構の大半は該層上面で検出が容易となる。

(Ⅲ)

Va層 黄褐色ローム。ハードローム。色調の相違によりⅤ層はa・bの2層に分けられる。

(lVa)
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Ⅲ 調査地区の概観

下層にいくに従い黄色味薄くなり灰褐色味を帯びて

くる。漸移的に変化する。赤色・黒色スコリアを多

量に含む。部分的にVb層と中間の色調を有する部

分がVb層上部にある。旧石器時代遺構・遺物が検

出される。

Vb層 暗灰褐色ローム。ハードローム。色調はVa層と

(゛5)Ⅵ層の中間。

Ⅵ 層 暗褐色ローム。立川ローム第一黒色帯。スコリア

(N)
細かく、全体に粒子緻密。やや粘性増す。

Ⅶ 層 黄褐色ローム。黄色味強く明るい。Ⅷ層へは漸移

(VI)
的に移行し境やや不明瞭。削るとジャリジャリする

(AT層)。

Ⅷa層 褐色ローム。やや暗くなり始まるところから本層

(10) とした。立川ローム第二黒色帯。成分的にはⅦ層下

部に似て、削るとジャリジャリする。

Ⅷb層 暗褐色ローム。立川ローム第二黒色帯。さらに暗

(Ⅶb)
くなる。粒子細かく、緻密になり粘性かでてくる。

暗褐色ローム。立川ローム第二黒色帯。緻密で粘性が強くなる。

Ia

ヨ;÷ヨ1日・歴史時代遺構検山面
Ⅲb ゝⅡ ?・縄文時代遺物包含層

Ⅲc 障縄文時代遺構検出面

Ⅳ

77-

・252次SS40P集石

・251次ナイフ形石罫
N

77.OOm

1-～?～～～?? AAト

己コー「
76.00m Ⅶ

体≧
Ⅷ丘

-

75.00m

Ⅸ Ⅷd

X

XI

74.00m XⅡ

???――?
一一一一一一一一

第6図 標準層序
(第251次 DF1 06区先土器

時代深掘り部分西壁)

Ⅷc層

(Ⅶc)

Ⅷd層 Ⅷ層からⅨ層への漸移層。

(Ⅶd)

Ⅸ 層 黒褐色ローム。立川ローム第二黒色帯。より黒色味増し細粒で、下部にいくに従い、

緻密となり、粘性強くなる。下部の5～10cmはX層の影響か明るい部分もある。

X 層 黄褐色ローム。粒子極めて細かく、緻密で粘性あり。

XI層 黄褐色ローム。X層よりやや明るく、粘性あり。

XⅡ層 暗黄褐色ローム。本層下部に黄褐色ロームブロック(ややカレー色で硬い)が多く

見られ、このあたりが武蔵野ロームとの境と思われる(大沢進氏ご教示)。

なお、本層序の観察は武蔵国分寺跡発掘調査概報Ⅷに準じ( )内の数字は立川ローム層番

である。
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Ⅳ検出遺構

1.第251次調査

本次調査において、先土器時代の集石及び、縄文時代住居1軒、土坑62基、小穴185個、歴

史時代 掘立柱建物2棟、柱穴列1条、住居3軒、土坑2基、小穴2個を検出し、その内全容

が把握可能な遺構について以下記述する。

①先土器時代検出遺構

調査地から4ケ所(4X5m16X6m)の枠を設定して調査した。調査枠は、東地区(A坑)、

中央地区(B坑)、南西地区(C坑)、北西地区(D坑)とした(参照:第3図・図版1)。

A坑は僧寺中軸線北202.00-207.00m1西290.00 ～294.00m1B坑は僧寺中軸線北199.00～

205.00 m1西302.00 ～308.00m1それぞれ深さV層(ハードローム)中位まで掘削した。C坑

は僧寺中軸線北195.00 ～201.00m1西313.00 ～319.00m1D坑は僧寺中軸線北204.00-210.00m,

西315.00～321.00m1それぞれ深さⅨ層(第二黒色帯下部)まで掘削した。

遺物は中央地区(B坑)のVa層(立川ローム層におけるⅣ層上部に相当)中位よりナイフ

形石器(第7図・図版1-4)が1個出土し、C・D坑から礫が少量出土した。

②縄文時代検出遺構

S1362J住居(図面4・図版4)

僧寺中軸線北193.60～197.68m1西322.26～325.16mの範囲で確認した。西側は道路切土によ

り滅失する。勝坂式期末から加曽利E式期の住居で、中央部に埋亮炉を検出した。また住居内

P-2上にほぼ完形の深鉢形土器JF02 (図面9?7)が横倒しの状態で出土した。住居の残存規

模は南北3.84m1東西2.6mを測り、平面形は円形と推定する。壁高は約35cmを測り、断面は皿

状を呈する。床面は平坦である。堆積上層はスコリア・ローム粒子をやや多く含む黒褐色土が

主体である。下層は締まり粘性を帯びる。炉は床面を一辺42cm1深さ30cmの円形に掘り込ん

だ埋亮炉で、利用された亮は大形の深鉢形土器JE05 (図面9?4)である。炉の堆積上層はロ

ーム粒子・焼土粒・炭化物を少量含み、ローム粗粒を多く含む暗黄褐色土が主体である。また

住居床面には、東壁寄りに5個の小穴を検出した。小穴の規模は長径22～50cm1短径18～40

cm1深さ8～80cmで平面形は円形を呈し、断面は皿状からU字形を呈する。小穴の堆積上層は

ローム粒子を多く含む黒褐色土が主体である。これらの小穴の内P1・2が柱穴と考えられる。

遺物は深鉢(図面9-1～8・図面10-6・図面且-1)、ミニチュア土器(図面且-7)、土製

円板(図面11-9・10)、打製石斧(図面11-13～15・19)等が出土した。

SK916J土坑(図面5・図版5)
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Ⅳ検出遺構

僧寺中軸線北206.60～207.54m1西292.25～293.10mの範囲で確認した。土坑西側部に完形の

深鉢形土器JE10(図面9-10)が横倒しの状態で出土した。規模は長径0.88m1短径0.80mを測

り、平面形は円形を呈する。深さは56cmを測り、断面はⅤ字形を呈し西側へ浅く広がる。堆積

上層はスコリア・ローム粒子を少量含む暗褐色土が主体である。

遺物は深鉢(図面9-10)等が出土した。

SK91 7J土坑(図面5・図版5)

僧寺中軸線北204.70 205.51 m1西295.27 296.24mの範囲で確認した。規模は長径0.94m,

短径0.80 mを測り、平面形は円形を呈する。深さは20cmを測り、断面は捕り鉢状を呈する。堆

積上層は赤色スコリア、ローム細粒、2cm大のロームブロックを若干含む暗茶褐色土が主体で

ある。

遺物は出土しなかった。

SK918J土坑(図面5・図版5)

僧寺中軸線北200.68～201.28m1西295.81～296.70mの範囲で確認した。南側は攪乱を受ける。

残存規模は長径0.9 m1短径0.53mを測り、平面形は楕円形と推定する。深さは20cmを測り、断

面は皿状を呈する。堆積土層は大粒の赤色スコリアとローム細粒を多く含む暗茶褐色土が主体

である。

遺物は勝坂式期の土器片、礫が少量出土した。

SK91 9J土坑(図面5・図版5)

僧寺中軸線北198.96～200.23 m1西292.16～296.28mの範囲で確認した。規模は長径1.26m,

短径1.08mを測り、平面形は円形を呈する。深さは28cmを測り、断面は底面がいびつな逆台形

を呈する。堆積上層は1～2mm大の赤色スコリアを多く含み、ローム細粒を少量含む暗茶褐色

土が主体である。また底面近くにローム粒子・ロームブロックを含む。

遺物は打製石斧(図面11-20)等が出土した。

SK920J土坑(図面5・図版5)

僧寺中軸線北200.90 201.63m1西294.24-295.12mの範囲で確認した。南東側は攪乱を受け、

東側はPJ-10に切られる。新旧関係は、SK920J(I山-PJ-10(新)である。残存規模は長

径0.83m1短径0.70 mを測り、平面形は楕円形と推定する。深さは32cmを測り、断面は逆台形

を呈する。堆積上層は1～3剛大の赤色スコリアとローム細粒を含む暗茶褐色土が主体である。

また底面近くは2～3cm大のロームブロックを含む。

遺物は礫が1個出土した。

SK921J土坑(図面5・図版5)

僧寺中軸線北203.71-205.05m1西293.44-294.67mの範囲で確認した。南東側がSK922Jに
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Ⅳ検出遺構

切られる。新旧関係は、SK921J(I山→SK922J(新)である。規模は長径1.32m1短径1.23m

を測り、平面形は不整円形を呈する。深さは18cmを測り、断面は皿状を呈する。堆積土層は

壁際にローム粒子を多く含み、中央部に1～2m大の赤色スコリアがまとまる暗茶褐色土が主
体である。

遺物は大形粗製石匙(図面且-17)等が出土した。

SK922J土坑(図面5・図版5)

僧寺中軸線北202.58-203.93m1西293.27 ～294.60mの範囲で確認した。北側はSK921Jを切

る。新旧関係は、SK921J(旧)→SK922J(新)である。残存規模は長径1.50m1短径1.20mを

測り、平面形は円形と推定する。深さは22cmを測り、断面は皿状を呈する。堆積上層は

SK921Jに近くなる程ローム粒子を多量に含み、大粒の赤色スコリア・炭化物を少量含む暗黄

褐色土が主体である。

遺物は勝坂・加曽利E式期の土器片が少量出土した。

SK923J土坑(図面5・図版5)

僧寺中軸線北205.90～207.24m1西293.70～294.92mの範囲で確認した。規模は長径1.34m,

短径1.20mを測り、平面形は不整円形を呈する。深さは44cmを測り、断面は捕り鉢状を呈する。

堆積上層は黒色味が強く、下層にいく程ローム粒子が多量で、やや大粒の赤色スコリアを含む

暗茶褐色土が主体である。

遺物は加曽利E式期の土器片が1個出土した。

SK924J土坑(図面5・図版6)

僧寺中軸線北199.98～200.52m1西287.64～287.97 mの範囲で確認した。東側は調査区外へ延

長する。残存規模は長径0.54m1短径0.3mを測り、平面形は円形と推定する。深さは31cmを測

り、断面は逆台形を呈する。堆積土層は赤色スコリア、ローム細粒を含む暗茶褐色土が主体で
ある。

遺物は勝坂式期の土器片が1個出土した。

SK925J土坑(図面5・図版6)

僧寺中軸線北198.85～199.74m1西287.83～288.92 mの範囲で確認した。南側は調査区外へ延

長する。残存規模は長径0.79m1短径1.07mを測り、平面形は楕円形と推定する。深さは68cm

を測り、断面はU字形を呈する。堆積上層は炭化物を微量に含み、中央部に赤色スコリア、壁

際にローム粒子を多量に含む茶褐色土が主体である。

遺物は勝坂式期の土器片が少量出土した。

SK926J土坑(図面5・図版6)

僧寺中軸線北205.48～206.70m1西292.67～293.67mの範囲で確認した。規模は長径1.17mi
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Ⅳ検出遺構

短径0.92 mを測り、平面形は不整楕円形を呈する。深さは8cmを測り、断面は浅い皿状を呈す

る。堆積土層は土坑の最下部のみ残存する。底面にロームブロックを含む茶褐色土が主体であ

る。

遺物は大形粗製石匙(図面11-18)等が出土した。

SK927J土坑(図面5・図版6)

僧寺中軸線北194.34-195.24m1西319.64-320.62mの範囲で確認した。規模は長径0.96m,

短径0.82mを測り、平面形は不整円形を呈する。深さは33cmを測り、断面はいびつな逆台形を

呈する。堆積上層はローム細粒がまとまり不鮮明なブロック状となり、1～l.5mm大の赤色スコ

リアと少量の炭化物を含む暗茶褐色土が主体である。

遺物は深鉢(図面9-11)等が出土した。

SK928J土坑(図面5・図版6)

僧寺中軸線北196.28～197.21 m1西321.03 321.98mの範囲で確認した。規模は一辺0.94 mを

測り、平面形は円形を呈する。深さは35cmを測り、断面は箱形を呈する。土坑底面は平坦で

ある。堆積上層は全体として、含有物の少ない均一な暗茶褐色土が主体である。

遺物は勝坂式期の土器片、剥片、礫が少量出土した。

SK929J土坑(図面6・図版6)

僧寺中軸線北198.30 199.11m1西320.88～321.82mの範囲で確認した。規模は長径0.93 m s

短径0.80mを測り、平面形は円形を呈する。深さは33cmを測り、断面は逆台形を呈する。堆積

土層はローム細粒を多く含み、部分的にローム細粒が不鮮明なブロック状になる暗茶褐色土が

主体である。

遺物は粗製石匙(図面且-16)等が出土した。

SK930J土坑(図面6・図版6)

僧寺中軸線北193.80～194.72m1西315.38 ～316.08 mの範囲で確認した。規模は長径0.91m,

短径0.69 mを測り、平面形は不整円形を呈する。深さは17cmを測り、断面は皿状を呈する。堆

積土層はローム細粒を多く含み、やや明るい暗茶褐色土が主体である。

遺物は剥片(図面且-21)等が出土した。

SK931J土坑(図面6・図版7)

僧寺中軸線北197.82～198.77m1西316.94～317.98mの範囲で確認した。規模は長径1.04m,

短径0.95mを測り、平面形は円形を呈する。深さは28cmを測り、断面は皿状を呈する。堆積土

層はローム細粒、1～l.5mm大の赤色スコリアを少量含み、黒色味が強い暗茶褐色土が主体で

ある。

遺物は深鉢(図面9-12)、SK933Jで出土した人形粗製石匙(図面12-1)片と接合する破片
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Ⅳ検出遺構

1個等が出土した。なおSK933Jは本土坑から2m(心々の距離)東北東の方向にある。
SK932J土坑(図面6・図版7)

僧寺中軸線北198.92-199.71m1西316.52-317.22mの範囲で確認した。規模は長径0.80m,

短径0.61mを測り、平面形は楕円形を呈する。深さは36cmを測り、断面はいびつな捕り鉢状を

呈する。堆積上層はローム細粒を全面に含み、赤色スコリアを少量含むほぼ均一な暗茶褐色土
が主体である。

遺物は加曽利E式期の土器片が少量出土した。

SK933J土坑(図面6・図版7)

僧寺中軸線北198.16～199.03m1西315.15～315.84mの範囲で確認した。規模は長径0.88 m,

短径0.70mを測り、平面形は楕円形を呈する。深さは33cmを測り、断面はU字形を呈する。堆

積上層はローム細粒と赤色スコリアを少量含み、黒色味が強い暗茶褐色土が主体である。

遺物は打製石斧(図面12-3)、SK931Jで出土した大形粗製石匙(図面12?1)片と接合する

破片3個等が出土した。なおSK931Jは本土坑から2m(心々の距離)西南西の方向にある。
SK938J土坑(図面6・図版7)

僧寺中軸線北202.22 ～203.36m1西317.30-317.95mの範囲で確認した。東側は、SI356 (歴

史時代)により削平される。残存規模は長径1.12m1短径0.53mを測り、平面形は不整楕円形

と推定する。深さは19cmを測り、断面は皿状を呈する。堆積土層は2m大の赤色スコリアと多

量のローム細粒を含む暗茶褐色土が主体である。

遺物は石匙が1個出土した。

SK939J土坑(図面6・図版7)

僧寺中軸線北201.38 ～203.28m1西312.65 ～314.l4mの範囲で確認した。北側は、SI356 (歴

史時代)により削平される。またSK940Jと重複するが、新旧関係は不明である。残存規模は

長径1.64m1短径1.35mを測り、平面形は楕円形と推定する。深さは25cmを測り、断面は皿状

を呈する。堆積上層は微量の赤色スコリアとローム細粒を含む、含有物の少ない均一な暗茶褐

色土が主体である。

遺物は耳栓(図面11-8)、打製石斧(図面11-22・図面12-5)等が出土した。

SK940J土坑(図面6・図版7)

僧寺中軸線北202.54 ～203.52m1西313.06 ～314.00mの範囲で確認した。北西側は、SI356

(歴史時代)により削平される。南側はSK939Jと重複するが、新旧関係は不明である。残存規

模は長径1.08m1短径0.56mを測り、平面形は楕円形と推定する。深さは33cmを測り、断面は

箱形を呈する。堆積上層は中層にローム粒子・1～4m大の焼土粒を多量に含み、赤味を帯び

た暗茶褐色土が主体である。
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遺物は出土しなかった。

SK941J土坑(図面6・図版7)

僧寺中軸線北199.49～200.44m1西315.10 ～316.12mの範囲で確認した。規模は長径1.01m,

短径0.94mを測り、平面形は不整円形を呈する。深さは35cmを測り、断面は逆台形を呈する。

堆積上層は1～2mm大の赤色スコリアと、ローム細粒を含む暗茶褐色土が主体である。

遺物は勝坂・加曽利E式期の土器片、礫が少量出土した。

SK942J土坑(図面6・図版7)

僧寺中軸線北201.04 201.90m1西317.16～318.08mの範囲で確認した。東側はSK943Jに切

られる。新旧関係は、SK942J(I山-SK943J(新)である。規模は長径0.85m1短径0.82mを

測り、平面形は不整円形を呈する。深さは17cmを測り、断面は皿状を呈する。堆積上層は赤

色スコリア・ローム粒子を多く含み、部分的に不鮮明なロームブロックを含む暗茶褐色土が主

体である。

遺物は出土しなかった。

SK943J土坑(図面6・図版7)

僧寺中軸線北201.21 202.03m1西316.54-317.32mの範囲で確認した。東側はSK944J1西

側はSK942Jを切る。新旧関係は、SK942J・944J(I山→SK943J(新)である。残存規模は長

径0.80m1短径0.65mを測り、平面形は円形と推定する。深さは25cmを測り、断面は逆台形を

呈する。堆積上層は少量の赤色スコリアとローム細粒をやや多く含み、不鮮明なロームブロッ

クを含む暗茶褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK944J土坑(図面6・図版7)

僧寺中軸線北201.77 202.78m1西316.10 317.20mの範囲で確認した。西側はSK943Jに切

られる。新旧関係は、SK944J(I山→SK943J(新)である。規模は長径1.10m1短径0.96 mを

測り、平面形は不整円形を呈する。深さは50cmを測り、断面は逆台形を呈する。堆積上層は

上部に赤色スコリアをやや多く含み、多量のローム粒子と1～3cm大のロームブロックを含む

暗茶褐色土が主体である。また中層では2～3cm大のロームブロックが斜めに幅10cm1長さ30

cm程の帯状に連なり、人為的な埋め戻しが行われた可能性を示す。

遺物は打製石斧(図面12-6)等が出土した。

SK945J土坑(図面6・図版7)

僧寺中軸線北199.84-200.97m1西321.64 322.84mの範囲で確認した。規模は長径1.19mi

短径1.13mを測り、平面形は円形を呈する。深さは30cmを測り、断面は皿状を呈する。堆積土

層はローム粒子がやや多く、黒色味を帯びた黒褐色土が主体である。
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遺物は礫が1個出土した。

SK946J土坑(図面6・図版8)

僧寺中軸線北198.80～199.89m1西323.05に324.17mの範囲で確認した。規模は長径1.20rn1

短径1.11mを測り、平面形は円形を呈する。深さは43cmを測り、断面は底面に段差のある逆台

形を呈する。堆積土層はローム粒子、ロームブロックを含む黒色土が士体である。

遺物は勝坂式期の土器片、礫が少量出土した。

SK947J土坑(図面6・図版8)

僧寺中軸線北200.43～201.48m1西323.12～324.00mの範囲で確認した。土坑西側部にほぼ完

形の小形粗製深鉢土器JE11(図面9-13)が横倒しの状態で出土した。規模は長径1.05m1短

径0.75mを測り、平面形は不整楕円形を呈する。深さは33cmを測り、断面は捕り鉢状を呈する。

堆積土層はスコリア・ローム粒子を少量含む黒色土が主体である。

遺物は深鉢(図面9-13)等が出土した。

SK948J土坑(図面6・図版8)

僧寺中軸線北200.44～201.82m1西320.64～321.84mの範囲で確認した。南東側はPJ - 75に切

られる。新旧関係は、SK948J O山-PJ-75 (新)である。規模は長径1.30m1短径1.17mを

測り、平面形は不整円形を呈する。深さは31cmを測り、断面は皿状を呈する。堆積土層はス

コリア、ローム粒子を含む黒色土が主体である。

遺物は打製石斧(図面12-2)等が出土した。

SK949J土坑(図面6・図版8)

僧寺中軸線北202.24 ～203.23m1西320.87～321.77mの範囲で確認した。規模は長径1.02m,

短径0.90mを測り、平面形は不整円形を呈する。深さは37cmを測り、断面は箱形を呈する。土

坑底面は平坦で、堆積土層はローム粒子を少量含む黒色土が主体で、部分的に硬い所があり、

全体に締まりがある。

遺物は加曽利E式期の土器片、礫が少量出土した。

SK950J土坑(図面7・図版8)

僧寺中軸線北208.24 ～208.69m1西326.08～326.74mの範囲で確認した。規模は長径0.67mi

短径0.39mを測り、平面形は不整楕円形を呈する。深さは32cmを測り、断面は皿状を呈する。

堆積土層はスコリア・ローム粒子を少量含み、緻密で締まりのある黒色土が主体である。

遺物は勝坂・加曽利E式期の土器片が少量と、礫が34個出土した。なお礫の91%は焼成を受

け、集石土坑として利用された可能性が高い。

SK951J土坑(図面7・図版8)

僧寺中軸線北204.73～205.85m1西300.74～301.81mの範囲で確認した。規模は長径1.l2m,
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Ⅳ検出遺構

短径1.01mを測り、平面形はやや不整な円形を呈する。深さは44cmを測り、断面は箱形を呈す

る。堆積土層は1mm大の赤色スコリア・ローム粒子を多量に含む暗茶褐色土が主体である。中

央から下部にかけてローム粒子がlcm大のブロック状になる部分が5ケ所あり、人為的な埋め

戻しか行われた可能性を示す。

遺物は底面近くで、礫が少量と勝坂・加曽利E式期の土器片が多く出土した。

SK952J土坑(図面7・図版8)

僧寺中軸線北200.68 201.88m1西298.58 299.84mの範囲で確認した。規模は長径1.28mi

短径1.22mを測り、平面形は円形を呈する。深さは21cmを測り、断面は皿状を呈する。堆積上

層は1～l.5mm大の赤色スコリアを少量と、不鮮明なローム細粒を含む暗茶褐色土が主体である。

遺物は五領ケ台式期の土器片が1個出土した。

SK953J土坑(図面7・図版8)

僧寺中軸線北196.80-197.82m1西299.71 300.82mの範囲で確認した。規模は長径1.11m,

短径1.02mを測り、平面形は円形を呈する。深さは18cmを測り、断面は皿状を呈する。堆積上

層は大粒の赤色スコリアを少量含む明るい暗茶褐色土が主体である。

遺物は加曽利E式期の土器片が1個出土した。

SK954J土坑(図面7・図版8)

僧寺中軸線北196.94 ～198.26m1西301.22-302.48mの範囲で確認した。北側はSI355 (歴史

時代)に削平される。残存規模は長径1.45m1短径0.98mを測り、平面形は不整楕円形と推定

する。深さは23cmを測り、断面は皿状と思われる。堆積上層は赤色スコリア、ローム細粒を

含む暗茶褐色土が主体で、底面ではローム粒子が不鮮明なブロック状となる。

遺物は出土しなかった。

SK955J土坑(図面7・図版8)

僧寺中軸線北196.95～198.27m1西303.02～304.48mの範囲で確認した。規模は長径1.45m,

短径1.16mを測り、平面形は不整楕円形を呈する。深さは29cmを測り、断面は皿状を呈する。

堆積上層は赤色スコリア・ローム細粒を含み、明るい暗茶褐色土が主体である。

遺物は勝坂式期の土器片が1個出土した。

SK956J土坑(図面7・図版9)

僧寺中軸線北197.08～198.08m1西306.00～306.95mの範囲で確認した。また土坑内には大形

の深鉢形土器が1個体(JE12:図面9-15)伏せた状態で出土した。規模は長径1.04m1短径

0.96mを測り、平面形は円形を呈する。深さは35cmを測り、断面は台形を呈する。堆積土層は

1恥大の赤色スコリアをやや多く含む暗茶褐色土が主体である。またローム粒子が1～l.5cm

大の不鮮明なブロック状を呈する部分が多い。
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Ⅳ検出遺構

遺物は深鉢(図面9-15)等が出土した。

SK957J土坑(図面7・図版9)

僧寺中軸線北195.68 197.27m1西307.90～309.46mの範囲で確認した。規模は長径1.60m,

短径1.40mを測り、平面形は不整楕円形を呈する。深さは56cmを測り、断面は箱形を呈する。

堆積上層は赤色スコリア、ローム細粒を含む暗茶褐色土が主体である。また2cm大の不鮮明な

ロームブロックも含む。

遺物は勝坂式期の土器片、剥片が少量出土した。

SK958J土坑(図面7・図版9)

僧寺中軸線北199.42～201.10m1西309.46～310.47mの範囲で確認した。南東側は攪乱を受け

る。残存規模は長径1.63m1短径0.52mを測り、平面形は不整楕円形と推定する。深さは40cm

を測り、断面は捕り鉢状を呈する。堆積上層は赤色スコリアを少量含み、黒色味が強い暗茶褐

色土が主体である。またローム粒子が不鮮明なブロック状となる。

遺物は剥片が1個出土した。

SK959J土坑(図面7・図版9)

僧寺中軸線北196.46～197.24m1西311.84 ～312.80mの範囲で確認した。北西側はSK960Jを

切る。新旧関係は、SK960J(旧)→SK959J(新)である。残存規模は長径0.88m1短径0.77m

を測り、平面形は不整円形と推定する。深さは32cmを測り、断面は逆台形を呈する。堆積土

層は中央部に焼土粒を多く含み、多量のローム粒子と炭化物を少量含む暗茶褐色土が主体であ

る。

遺物は格沢・勝坂・加曽利E式期の土器片、剥片、礫が少量出土した。

SK960J土坑(図面7・図版9)

僧寺中軸線北197.08～198.68m1西311.85～313.32mの範囲で確認した。南東側はSK959Jに

より切られる。新旧関係は、SK960J(旧)→SK959J(新)である。残存規模は長径1.51m,

短径1.26mを測り、平面形は不整楕円形と推定する。深さは32cmを測り、断面は逆台形を呈す

る。堆積上層は赤色スコリア・ローム粒子を少量含む暗茶褐色土が主体である。しかし北側

1/3は色調が黒褐色土に近い部分がある。

遺物は勝坂・加曽利E式期の土器片が少量出土した。

SK961J土坑(図面7・図版9)

僧寺中軸線北203.71～204.80 m1西310.40～311.40mの範囲で確認した。規模は長径1.08rn,

短径0.98mを測り、平面形は円形を呈する。深さは42cmを測り、断面は逆台形を呈する。堆積

上層は赤色スコリア、ローム細粒を含む暗茶褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。
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SK962J土坑(図面7・図版9)

僧寺中軸線北205.42-206.67m1西306.37-307.66mの範囲で確認した。規模は長径1.20mi

短径1.12mを測り、平面形は不整円形を呈する。深さは38cmを測り、断面は箱形を呈する。堆

積上層は赤色スコリアを少量含み、ローム粒子・2～4cm大のロームブロックを多く含む暗茶

褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK963J土坑(図面7・図版9)

僧寺中軸線北206.38 ～207.19m1西305.78 ～306.65mの範囲で確認した。規模は長径0.85 m,

短径0.80 mを測り、平面形は円形を呈する。深さは19cmを測り、断面は逆台形を呈する。堆積

上層は赤色スコリアを少量含み、黒色味が強い暗茶褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK964J土坑(図面8・図版9)

僧寺中軸線北210.68-211.65m1西311.40-312.78mの範囲で確認した。規模は長径1.38m,

短径0.94mを測り、平面形は不整楕円形を呈する。深さは35cmを測り、断面は底面に段差のあ

る皿状を呈する。堆積上層はローム粒子をやや多く含み、黒色味を帯びる暗褐色土が主体であ

る。

遺物は出土しなかった。

SK965J土坑(図面8・図版10)

僧寺中軸線北209.60 210.77m1西314.13-315.28mの範囲で確認した。規模は長径1.20mi

短径1.15mを測り、平面形は不整円形を呈する。深さは40cmを測り、断面は逆台形を呈する。

堆積上層はローム粒子を含み、黒色味を帯びる暗褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK966J土坑(図面8・図版10)

僧寺中軸線北205.73-207.07m1西313.66-315.11mの範囲で確認した。南側はSI356 (歴史

時代)に削平される。残存規模は長径1.52m1短径1.31mを測り、平面形は不整楕円形と推定

する。深さは41cmを測り、断面は逆台形と思われる。堆積上層はスコリア、ローム粒子、ロ

ームブロックを含む暗褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK967J土坑(図面8・図版10)

僧寺中軸線北212.76～213.79m1西316.16～317.24mの範囲で確認した。規模は長径1.08m,

短径1.00mを測り、平面形は不整円形を呈する。深さは32cmを測り、断面は逆台形を呈する。

堆積上層は下層に大粒スコリア・ローム粒子を多く含む褐色土が主体である。
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遺物は勝坂・加曽利E式期の土器片が少量出土した。

SK968J土坑(図面8・図版10)

僧寺中軸線北209.12-210.56m1西316.68-318.10mの範囲で確認した。SK969Jの東側に重

複する。新旧関係は、SK969J(I山→SK968J(新)である。規模は長径1.22m1短径1.12mを

測り、平面形は不整方形を呈する。深さは41cmを測り、断面は東側が緩やかに広がるⅤ字形を

呈する。堆積土層はローム粒子を多く含む黒褐色土が主体である。

遺物は打製石斧(図面12-7)等が出土した。

SK969J土坑(図面8・図版10)

僧寺中軸線北209.05 ～210.66m1西317.30 ～318.60mの範囲で確認した。SK968Jにより東側

は切られる。新旧関係は、SK969J(I山→SK968J(新)である。残存規模は長径1.57m1短

径0.63mを測り、平面形は不整円形と推定する。深さは20cmを測り、断面は皿状と思われる。

堆積上層はローム粒子を多く含み、明るい暗茶褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK970J土坑(図面8・図版10)

僧寺中軸線北211.94～212.92m1西320.10～320.50mの範囲で確認した。東側は攪乱を受ける。

残存規模は長径0.91 m1短径0.40 mを測り、平面形は把握できない。深さは32cmを測り、断面

は箱形を呈する。堆積土層はローム粒子を多量に含み、黒色味を帯びる暗褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK971J土坑(図面8・図版10)

僧寺中軸線北210.80 ～212.10m1西320.12～321.34mの範囲で確認した。西側はPJ-152を切

る。新旧関係は、PJ-152 (l山-SK971J(新)である。規模は長径1.22m1短径1.18mを測

り、平面形は不整円形を呈する。深さは46cmを測り、断面は箱形を呈する。堆積土層はスコ

リア・ローム粒子を多量に含み、黒色味をやや欠く暗褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK972J土坑(図面8・図版10)

僧寺中軸線北206.00 - 206.82 m1西318.22 ～319.14mの範囲で確認した。北西側はSK973Jに

接する。新旧関係は、SK973J(I田-SK972J(新)である。規模は長径0.93m1短径0.84mを

測り、平面形は円形を呈する。深さは16cmを測り、断面は箱形を呈する。堆積土層はローム

粒子を少量含む黒褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK973J土坑(図面8・図版10)

僧寺中軸線北206.41 ～207.41m1西318.95 ～320.04mの範囲で確認した。南東側はSK972Jに
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接し、北西側はSK974Jに切られる。新旧関係は、SK973J(l山→SK972J・974] (新)である。

残存規模は長径0.88m1短径0.81mを測り、平面形は不整楕円形と推定する。深さは28cmを測

り、断面はW字形を呈する。堆積土層はローム粒子を少量含む黒褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK974J土坑(図面8・図版10)

僧寺中軸線北206.90-207.88m1西319.56～320.76mの範囲で確認した。南東側はSK973Jを

切り、北西側は一部攪乱を受ける。新旧関係は、SK973J(I山→SK974J(新)である。規模

は長径1.17m1短径0.96mを測り、平面形は不整円形と推定する。深さは41cmを測り、断面は

逆台形を呈する。堆積土層はスコリア・ローム粒子を少量含み、黒色味が強い黒色土が主体で

ある。

遺物は深鉢(図面10-7)等が出土した。

SK975J土坑(図面8・図版且)

僧寺中軸線北208.17～209.75m1西321.30～322.75mの範囲で確認した。土坑内では大形の深

鉢形土器が1個体(JE15:図面10?1)伏せた状態、小形の深鉢形土器2個体(JE13・14:図

面9-9・14)が横倒しの状態で出土した。どちらも完形からほぼ完形の深鉢である。規模は長

径1.80m1短径1.16mを測り、平面形は不整楕円形を呈する。深さは42cmを測り、断面は逆台

形を呈する。堆積上層はスコリアを少量含み、粘性で締まりのある黒色土が主体である。伏せ

亮の中の土は、ガチガチに固まった暗茶褐色土が主体である。

遺物は深鉢(図面9-9・14・図面10-1)等が出土した。

SK976J土坑(図面8・図版11)

僧寺中軸線北208.70-209.76m1西323.12～324.10mの範囲で確認した。規模は長径1.00m,

短径0.90 mを測り、平面形は円形を呈する。深さは32cmを測り、断面は確認面が西側で下がる

ためJ字形を呈する。堆積上層はローム粒子を少量含む黒色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK977J土坑(図面8・図版11)

僧寺中軸線北203.27 ～204.56m1西320.54 ～321.78mの範囲で確認した。規模は長径1.25mi

短径1.17mを測り、平面形は不整円形を呈する。深さは56cmを測り、断面は箱形を呈する。堆

積上層はローム粒子を少量含みロームブロックの多い暗黄褐色土が主体で、底面は硬く締まる。

遺物は出土しなかった。

SK978J土坑(図面8・図版且)

僧寺中軸線北206.20～208.02m1西310.63～312.28mの範囲で確認した。土坑内の北西側に重

複してPJ?179を検出した。新旧関係は、SK978J(I山→PJ-179 (新)である。規模は長径
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2.00m1短径1.40mを測り、平面形は不整楕円形を呈する。深さは45cmを測り、断面は逆台形

を呈す。堆積上層はスコリアを多く含み、ローム粒子がブロック状となる暗褐色土が主体であ

る。

遺物は掻器(図面12-4)等が出土した。

SK979J土坑(図面8・図版11)

僧寺中軸線北206.04 ～206.88m1西312.52-313.28mの範囲で確認した。規模は長径0.83 m s

短径0.74mを測り、平面形は円形を呈する。深さは38cmを測り、断面は逆台形を呈する。堆積

上層はローム粒子を多く含む暗茶褐色土が主体である。

遺物は磨石、剥片、礫が少量出土した。

SK980J土坑(図面8・図版11)

僧寺中軸線北199.44-199.97m1西320.78 ～321.54mの範囲で確認した。規模は長径0.75mi

短径0.52mを測り、平面形は不整楕円形を呈する。深さは26cmを測り、断面は確認面が西側で

下がるためJ字形を呈す。堆積上層はローム粒子を若干含む黒色土が主体である。

遺物は深鉢(図面10-2)等が出土した。

SK981J土坑(図面8・図版10)

僧寺中軸線北209.44 ～210.25m1西315.97 ～316.80mの範囲で確認した。規模は長径0.88 m,

短径0.69mを測り、平面形は不整楕円形を呈する。深さは36cmを測り、断面はU字形を呈する。

堆積上層はスコリア、ローム粒子を多く含む暗褐色土が主体であり、東側上層は一部赤く焼土

化している。

遺物は加曽利E式期の土器片が少量出土した。

③歴史時代検出遺構

SB71掘立柱建物(図面14・図版15)

僧寺中軸線北211.10 ～214.21m1西311.60-315.38mの範囲で確認した。主軸は梁行でN-

7゜-Wである。今次調査では5個の柱穴ト1・1-2・2-1・3?1・3-2を検出した。第140次

調査で、北端の柱穴3個(1-3・2-3・3-3)は既に検出している。建物の規模は東西2間

(4.3m)、南北2間(3.6m)の小規模な東西棟掘立柱建物である。柱間は桁行2.2 m1梁行1.9冨

でそれぞれ等間隔である。柱穴は一辺37～60cmを測り、平面形は隅丸方形及び不整円形を呈

する。深さは17～37cmを測り、断面形はU字形を呈する。埋め土はローム粒子、ロームブロッ

クを含み、緻密で締まりのある黒褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SB89掘立柱建物(図面15・図版16)

僧寺中軸線北203.12 ～208.54m1西291.84-295.78mの範囲で確認した。主軸は梁行でN-
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82゜一Eである。今次調査では7個の柱穴1-1・1-3・2-1・2-3・3-1・3-2・3-3を検出し

た。建物の規模は南北2間(4.3m)、東西2間(3.2m)の小規模な南北棟掘立柱建物である。

柱間は桁行2.2 m1梁行1.6mでそれぞれ等間隔である。柱穴は一辺22～40cmを測り、平面形は

隅丸方形及び不整円形を呈する。深さは8～20cmを測り、断面形はU字形及び皿状を呈する。

埋め土はローム粒子を若干含み、黒色味を帯びて締まりのある黒褐色土が主体である。

遺物は土師器亮(柱穴2-1出土)、須恵器坏(柱穴1-3出土)がそれぞれ1個出土した。

SA1 1柱穴列(図面15・図版16)

僧寺中軸線北206.39 207.48m1西288.87 295.28mの範囲で確認した。SB89掘立柱建物と重

複し、東西に伸びる一本柱列である。主軸はN-82゜-Eである。規模は東西2間(6m)、3

個の柱穴を検出した。柱間は柱穴1～2は2.85m1柱穴2～3は3.25mを測る。柱穴の大きさは一

辺26～44cmを測り、平面形は円形及び不整楕円形を呈する。深さは6～12cmを測る。断面は皿

状を呈する。埋め土は締まりのある黒褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

S1131住居(図面16・17・図版17)

僧寺中軸線北207.22～211.04m1西296.33～300.60mの範囲で全面を確認した。カマドは、北

壁中央で検出した。主軸は真北である。住居の規模は東西4.lm1南北3.1mを測り、平面形は

長方形を呈する。壁高は約50cmを測り、断面は逆台形を呈する。床面は貼り床を施し、中央

部分以外は硬く締まる。住居の堆積上層は、床面に近くなる程ローム粒子を多く含み、黒色味

が強く、締まりのある黒褐色土が主体である。周溝は幅28～45cm1深さ22～27cmを測りカマ

ド付近を除き全周で検出した。周溝の堆積土はローム粒子を多く含み、締まりが弱い黒褐色土

が主体である。カマドは奥行きl.02m1幅0.8m1確認面からの深さは約43cmを測り、火床面か

らさらに約8cmの焼土堆積層を持つ。カマドの堆積上層は白色粘土粒をやや多く含み、締まり

のある黒褐色土が主体である。火床はかなり火を受けたのか粘土・焼土等がカリカリの状態で

ある。

遺物は緑釉陶器片が多く目立ち、土師器坏・受(図面23-1～6)、須恵器坏・皿・碗・瓶

(図面23-7～15・図面24?1～6・lO)、土師質土器坏(図面24-7)、灰釉陶器高台付坏・瓶

(図面24-8・9)、緑釉陶器碗(図面24-11～13)、鐙瓦(図面24-14・15)、男瓦(図面24-

16・図面25-1)、女瓦(図面25-2・3・図面26?1～3・図面27-1・2バ鉄釘(図面27-3)等が

出土した。

須恵器坏の観察からG5窯式期の古段階に比定される。

S1355住居(図面18・19・図版18)

僧寺中軸線北198.17～202.74m1西299.86～304.86mの範囲で全面を確認した。カマドは、東
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壁中央で検出した。主軸はN-96゜-Eである。住居の規模は東西3.8m1南北4.Omを測り、平

面形は方形を呈する。壁高は約60cmを測り、断面は逆台形を呈する。床面は貼り床を施し、

中央部分と北壁部分が硬く締まる。住居の堆積上層はローム粗・細粒を少量含み、下層にいく

程、焼土粒、粘土粒、ロームブロックをやや多く含む黒褐色土が主体である。周溝は幅14～

36cm1深さ10～12cmを測り、カマド付近を除き全周で検出した。周溝の堆積土層はロームを

やや多く含む黒褐色土である。また住居内南東寄りでは、構築時に一辺約40cm1深さ30cm,

平面形は円形の小穴を1個検出した。小穴の堆積土層は、黒色土・ロームブロックを多く含む

暗黄褐色土が主体である。カマドは奥行き1.45 m1幅0.75m1確認面からの深さは約70cmを測

り、火床面からさらに約20cmの焼土堆積層を持つ。カマドの堆積上層は炭化粒、赤色焼土が

多く、住居内にいく程黒色土が混じる。構築土は粘土にローム粒、黒色土が混じり締まりがあ

る。

遺物は土師器亮(図面28-1～7)、須恵器坏・碗・蓋(図面28-8～且)、男瓦(図面28-

12・図面29-1)、女瓦(図面29-2・3)、博(図面29-4)等が出土した。

S1356住居(図面20～22・図版19)

僧寺中軸線北202.34～206.85m1西312,44～317.57mの範囲で全面を確認した。カマドは、2

基あり、東壁やや南寄り(東カマド)と北壁やや東寄り(北カマド)で検出した。カマドの新

旧関係は東カマド(1山→北カマド(新)である。主軸は東カマドがN-90゜-E1北カマドは

真北である。住居の規模は東西4.2 m1南北3.5mを測り、平面形は長方形を呈する。壁高は約

60cmを測り、断面は逆台形を呈する。床面は貼り床を施し、ほぼ全面で硬く締まる。住居の

堆積上層はローム細粒をやや多く含み、黒色味が弱いが下層にいく程増し、締まりがややある

黒褐色土が主体である。周溝は幅10～35cm1深さ25～38cmを測りカマド付近を除き全周で検

出した。周溝の堆積上層は黒色味を帯びて締まりのある黒褐色土が主体である。カマドの大き

さは、東カマドは奥行きl.35m1幅1.08m1確認面からの深さは約50cmを測り、火床面の焼土

堆積層は薄い。北カマドは奥行きl.35m1幅0.8m1確認面からの深さは約55cmを測り、火床面

からさらに約12cmの焼土堆積層を持つ。カマド崩壊上層は粘土粒、粘土ブロックを多量に含

む。

遺物は土師器坏・売(図面30-1・2)、須恵器坏・婉・鉢・蓋・瓶(図面30-3～18)、灰釉

陶器四耳壷(図面30-19)、男瓦(図面31-1)、女瓦(図面31-2～4・図面32-1)、フイゴ

(羽口)(図面32-2)、鉄釘(図面32-3)等が出土した。

須恵器坏の観察からG59窯式期に比定される。

SK894土坑(図面15・図版15)

僧寺中軸線北208.80～210.46m1西309.93～311.30mの範囲で確認した。規模は長径1.54m,
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短径1.06mを測り、平面形は長方形を呈する。深さは57cmを測り、断面は箱形を呈する。堆積

上層はローム細・粗粒やや多く、1～3cm大のロームブロックを含む黒褐色土が主体である。

遺物は須恵器坏・尭、男瓦、女瓦が少量出土した。

SK896土坑(図面14・図版15)

僧寺中軸線北212.04-213.12m1西314.60-315.80mの範囲で確認した。SB71の梁行き柱列と

重複する。規模は長径1.10m1短径1.02mを測り、平面形は方形を呈する。深さは22cmを測り、

断面は箱形を呈する。堆積上層はローム細粒、1～3cm大の茶褐色土ブロックを含み締まりの

ある黒褐色土が主体である。

遺物は土師器亮、須恵器坏・蓋、灰釉陶器碗が少量出土した。

2.第252次調査

本次調査において先土器時代集石1基、縄文時代屋外埋尭2基、土坑12基、小穴82個、歴

史時代住居1軒、小穴23個を検出し、その内全容が把握可能な遺構について以下記述した。

①先土器時代検出遺構

SS40P集石(図面33・図版24)

調査地西側で4×5mの枠(プレ坑)を設けた。プレ坑は僧寺中軸線北183.00～189.00m (拡

張区を含む)、西315.00～319.00mの範囲で掘削した。そしてVa層(立川ローム層におけるⅣ

層上部に相当)上部でSS40Pを検出した。SS40Pは僧寺中軸線北187.38 ～187.85m1西315.95～

316.44mの範囲で確認した。規模は長径0.53m1短径0.26mを測り、平面形は楕円形を呈する。

礫の集中する範囲の内側で明確な落ち込みは観察されず他所に本格的な礫群の存在が予測され

る。

遺物は礫が9個出土した。完形は1個で残りは破片である。全て被熟しており、その内4個

は黒色付着物がある。石材は砂岩、チャート等である。

②縄文時代検出遺構

SU5屋外埋壷(図面35・図版25)

僧寺中軸線北185.16-185.37m1西312.86-313.17mの範囲で確認した。残存規模は直径30cm

を測り、平面形は円形(北東側1/2は未確認)と推定する。深さは32cmを測るが、埋亮自体は

深さ約18cmに埋置される。断面は凹形を呈し、底面はしっかりしている。堆積上層はスコリ

ア・木炭粒を含む黒褐色土が主体である。埋亮の時期は加曽利EI式期である。

遺物は深鉢(図面36-1)等が出土した。

SU6屋外埋壷(図面35・図版25)

僧寺中軸線北185.50～185.66m1西313.78～313.93mの範囲で確認した。残存規模は直径18cm
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を測り、平面形は円形(南東側1/2は不明)と推定する。深さは9cmを測り、断面は皿状を呈

する。堆積上層はローム粒子を若干含み、褐色味を帯びた黒褐色土が主体である。

遺物は深鉢(図面36-2)等が出土した。

SK904J土坑(図面35・図版26)

僧寺中軸線北182.42 ～183.26m1西303.32-304.06mの範囲で確認した。規模は長径0.86m,

短径0.72mを測り、平面形は円形を呈する。深さは62cmを測り、断面はU字形を呈する。堆積

土層はスコリア、ローム粒子、炭化物、ロームブロックを含み、下層にいく程締まりのある黒

色土が主体である。

遺物は深鉢(図面36-11・12)、石鍼(図面37-1・2)、大形粗製・粗製石匙(図面37-3～7)

等が出土した。

SK905J土坑(図面35・図版26)

僧寺中軸線北181.11 ～182.27m1西307.27 ～308.36mの範囲で確認した。規模は長径1.18mi

短径1.05mを測り、平面形は円形を呈する。深さは34cmを測り、断面は箱形を呈する。堆積上

層はスコリア、ローム粒子、炭化物を少量含み、締まりのある黒褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK906J土坑(図面35・図版26)

僧寺中軸線北183.40 ～184.30m1西308.60-309.43mの範囲で確認した。規模は長径0.90m,

短径0.80mを測り、平面形は円形を呈する。深さは50cmを測り、断面はU字形を呈する。堆積

上層は中央にスコリアが目立ち、壁際にローム粒子をやや多く含み、締まりのある黒色土が主

体である。

遺物は剥片が1個出土した。

SK907J土坑(図面35・図版26)

僧寺中軸線北186.40～187.66m1西304.54～305.66mの範囲で確認した。土坑内西端の底面に

小形深鉢形土器(勝坂Ⅰ式)が1個体(図面36-3)横倒しの状態で出土した。南側にPJ-12

が接する。規模は長径1.26m1短径1.07mを測り、平面形は不整円形を呈する。深さは36cmを

測り、断面は箱形を呈する。堆積土層はスコリア・炭化物が若干含まれ、ローム粒子・1～3

cm大のロームブロックをやや多く含む、黒色味を帯びた暗茶褐色土が主体である。

遺物は深鉢(図面36-3)等が出土した。

SK908J土坑(図面35・図版26)

僧寺中軸線北184.16 ～185.07m1西304.70 ～305.63mの範囲で確認した。北東側にPJ-1、南

西側にPJ?2が接する。規模は長径0.94m1短径0.90mを測り、平面形は円形を呈する。深さは

24cmを測り、断面は逆台形を呈する。堆積上層はスコリア・ローム粒子・炭化粒を少量含み、
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締まりのある暗茶褐色土が主体である。

遺物は大形粗製石匙(図面37-8)等が出土した。

SK909J土坑(図面35・図版26)

僧寺中軸線北189.20 ～189.98m1西321.10-321.78mの範囲で確認した。南側にPJ - 72が接す

る。規模は長径0.78m1短径0.68mを測り、平面形は円形を呈する。深さは40cmを測り、断面

は皿状を呈する。堆積上層はスコリア、ローム粒子、焼土粒、炭化粒を含む黒色土が主体であ

る。また底面は粘性と締まりがある暗褐色土である。

遺物は礫が少量出土した。

SK91 0J土坑(図面35・図版27)

僧寺中軸線北187.76～188.86m1西315.98～317.10mの範囲で確認した。規模は長径1.08m,

短径1.00mを測り、平面形は円形を呈する。深さは16cmを測り、断面は皿状を呈する。堆積上

層はスコリア・ローム粒子を少量含み、黒色味を帯びた暗褐色土が主体である。

遺物は礫が少量出土した。

SK911J土坑(図面35・図版27)

僧寺中軸線北186.42-187.20m1西319.04 ～319.90mの範囲で確認した。規模は長径0.86m,

短径0.78mを測り、平面形は円形を呈する。深さは22cmを測り、断面はいびつな皿状を呈する。

堆積土層はローム粒子をやや多く含む暗褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK912J土坑(図面35・図版27)

僧寺中軸線北187.98 188.90m1西311.02 312.00mの範囲で確認した。南側はSK913Jに切

られる。新旧関係は、SK912J(i山→SK913J(新)である。規模は長径1.00m1短径0.92mを

測り、平面形は不整円形を呈する。深さは30cmを測り、断面は逆台形を呈する。堆積土層は

スコリア・ローム粒子を少量含む暗褐色土が主体である。

遺物は勝坂・加曽利E式期の土器片、礫が少量出土した。

SK913J土坑(図面35・図版27)

僧寺中軸線北187.53-188.20m1西311.10-312.31mの範囲で確認した。北側はSK912Jを切

り、東側は一部攪乱を受ける。新旧関係は、SK912J(I山→SK913J(新)である。残存規模

は長径1.15m1短径0.64mを測り、平面形は楕円形と推定する。深さは14cmを測り、断面は皿

状を呈する。堆積上層はスコリア、ローム粒子、木炭を含む黒褐色土が主体である。

遺物は勝坂・加曽利E式期の土器片、磨石、剥片が出土した。また礫が143個出土し、礫の
97%は焼成を受けている。いわゆる集石土坑である。
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Ⅳ検出遺構

SK914J土坑(図面35・図版27)

僧寺中軸線北189,36～190.70m1西314.36～315.06mの範囲で確認した。東側は調査区外へ延

長する。残存規模は長径1.34m1短径0.66mを測り、平面形は円形と推定する。深さは40cmを

測り、断面はいびつな皿状を呈する。堆積土層はスコリア、ローム粒子を含み炭化物が若干人

る黒色土が主体である。

遺物は時期不明の縄文土器片、磨石、礫器が出土した。またSK913Jと同様に礫が108個出土

し、礫の97%は焼成を受けている。本土坑もいわゆる集石土坑である。

SK91 5J土坑(図面35・図版27)

僧寺中軸線北183.54～184.44m1西320.66～321.45mの範囲で確認した。土坑中央部にほぼ完

形の円筒形の深鉢形土器(JE03:図面36-4)が横倒しの状態で出土した。規模は長径0.90m,

短径0.79 mを測り、平面形は円形を呈する。深さは24cmを測り、断面はいびつな皿状を呈する。

堆積上層は赤色スコリア、ローム粒子、炭化物を含む黒褐色土が主体である。

遺物は深鉢(図面36-4)等が出土した。

③歴史時代検出遺構

S1357住居(A期・B期)(図面39・図版30)

僧寺中軸線北185.10～188.20m1西313.68～317.90mの範囲で全面を確認した。新規にカマド

を西へ(約1.1 m)ずらし床面を若干下げて、住居を東西方向に縮小して建て直している特異

な遺構である。新旧関係を、SI357A期(l山→SI357B期(新)とする。カマドはそれぞれ東

壁やや南寄りで検出した。主軸は同じでN-97o-Eである。住居の規模は東西3.76m1南北3.1

mを測り、その範囲内で縮小される。平面形は長方形を呈する。壁高は16cmを測り、断面は

逆台形を呈する。床面は貼り床を施し、南と西の壁際が硬く締まる。住居の堆積上層はローム

細粒、焼土粒、木炭粒を含み、締まりのある黒褐色土が主体である。周溝は幅14～24cm1深

さ4～8cmを測り北壁とカマド付近を除く東壁で検出した。カマドの規模は、SI357A期カマ

ドは奥行き0.90～l.00m1幅0.66m1確認面からの深さは約16cmを測り、火床面からさらに約

10cmの焼土堆積層を持つ。SI357B期カマドは、奥行き0.70 ～0.80m1幅0.46m1A期床面からの

深さ15cmを測り、火床面からさらに10cmの焼土堆積層を持つ。カマド構築土はローム粒多く、

締まりが強い黒褐色土が火熱を受けた赤色焼土である。小穴は9個検出した。一辺24～90cm,

深さ6～48cmを測り、平面形は円形から不整楕円形で、断面は皿状からU字形を呈する。小穴

の堆積上層は黒褐色土が主体である。

遺物はSI357A期は土師器亮(図面40-1)、須恵器坏・高台付坏(図面40-2～5)、土師質

土器碗(図面40 - 6)、男瓦(図面40-7)等が出土した。またSI357B期は土師器売(図面

40-8)、須恵器坏・碗(図面40-9～14)、土師質土器高台付坏(図面40-15)、男瓦(図面
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Ⅳ検出遺構

41-1)、女瓦(図面41-2)等が出土した。

須恵器坏の観察からG5窯式期の新段階に比定される。

3.第264次調査

本次調査において縄文時代住居7軒、土坑10基、小穴48個、歴史時代溝1条、小穴6個を

検出し、その内全容が、把握可能な遺構について以下記述した。

①縄文時代検出遺構

S1365J住居(図面43・図版34)

僧寺中軸線北232.35～235.42m1西350.53～354.71mの範囲で確認した。北側は調査区外へ延

長する。主柱穴は3個(P-1・3・4)あり1回以上の建て替えが認められる。また遺物は住居

の北寄りに多く出土した。住居の残存規模は東西4.16m1南北2.50mを測り、平面形は不整円

形と推定する。壁高は44～58cmを測り、断面は逆台形を呈する。床面は貼り床を施し平坦で

ある。住居の堆積上層はスコリア・ローム粒子・木炭粒をやや多く含み黒色味を帯びた暗茶褐

色土が主体である。また住居床面には、16個の小穴(柱穴含む)を検出した。その内6個は壁

際に沿って0.8～1.7m間隔に並んでいる。小穴の規模は内部の10個は一辺26～73cm1深さ7～

75cm1平面形は円形から不整楕円形で、断面はU字形を呈する。壁際の6個は一辺10～16cm,

深さ8～18cmで平面形は円形を呈し、断面は皿状を呈する。小穴の堆積上層はローム粒子を含

む黒褐色土が主体である。

遺物は深鉢(図面50-1・2)、石鍬(図面55-1)等が出土した。

81366J住居(図面43～46・図版35～37)

僧寺中軸線北225,53～231.25m1西347.94～353.22mの範囲で全面を確認した。北東側は

SI367J1南側はSI370Jを切る。新旧関係は、SI367J・370J(I山→SI366J(新)である。中央や

や北東寄りに石囲炉を検出した。主柱穴は4～5個、また支柱穴は8～9個あり、3回以上の

建て替えが認められる。遺物は住居の中央上層より大量の連弧文土器に混じって土偶が3個

(DF01～03)出土した。また住居西側上層より連弧文土器O F 18:図面52-1)も出土した。

住居の規模は南北5.60m1東西4.84mを測り、平面形は円形を呈する。また壁の外周は、幅0.3

～0.4mで緩やかな勾配を有し、内周は南北4.9 m1東西4.4mを測る。壁高は35cmを測り、断面

は逆台形を呈する。床面は貼り床を施す。住居の堆積上層はローム細粒をやや多く含み、スコ

リア・炭化粒を少量含む黒褐色土が主体である。周溝は南側の4mを除き壁下にあり、幅22～

36cm1深さ且cmを測る。炉の大きさは一辺66～76cm1深さ12cmで埋亮を伴う円形の石囲炉で

ある。その南西隅に勝坂Ⅲ式土器1個体(胴下半欠失JE05:図面50-5)を埋設していた。炉

の堆積上層はローム粒をやや多く、焼土粒を多量に含み、締まりのある黒褐色土が主体である。
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Ⅳ検出遺構

小穴はロームを埋め、貼り床を施した小穴が数本ありSI370Jの柱穴の残存かと思われる。小穴

の総数は113個(柱穴を含む)に及ぶ。小穴の大きさは一辺12～70cm1深さ6～74cmを測る。

平面形は円形から不整楕円形で、断面は皿状からいびつなU字形を呈する。小穴の堆積上層は

ローム粒子を含み、締まりのある黒褐色土が主体である。

遺物は深鉢・浅鉢(図面50-3～14・図面51-1～且・図面52-1～14・図面53-1～17・図面54-

1～5)、器台(図面54-6)、土偶(図面54-7～9)、石厳(図面55-2～8)、石錐(図面55-9)、

打製石斧(図面55-10～17・図面56-1～3・6)等が出土した。

S1367J住居(図面43～45・図版35～37)

僧寺中軸線北227.36～232.31m1西347.79～349.41 mの範囲で確認した。東側は道路切土によ

り滅失し、南西側はSI366Jに切られる。新旧関係はSI367J(t山→SI366J(新)である。住居

の残存規模は南北4.38m1東西1.06mを測り、平面形は不整円形と推定する。壁高は10～13cm

を測り、断面は皿状を呈する。住居の堆積上層はローム粒子を含み、明るい黒褐色土が主体で

ある。小穴を5個検出し、4個は壁に沿って検出した。4個は一辺18～26cm1深さ15～25cm

を測り、残りの小穴は一辺44～48cm1深さ52cmを測る。平面形は円形から楕円形で、断面は

皿状からU字形を呈する。小穴の堆積土層はローム粒子を含み、締まりのある黒褐色土が主体
である。

遺物は打製石斧(図面56-5)等が出土した。

S1370J住居(図面44・45・図版35～37)

僧寺中軸線北224.89 ～226.52m1西348.58～352.42mの範囲で確認した。北側はSI366Jに切ら

れる。新旧関係はSI370J(I山→SI366J(新)である。住居の残存規模は東西3.84m1南北

1.00mを測り、平面形は不整円形と推定する。壁高は10～16cmを測り、断面は逆台形を呈する。

床面は貼り床を施すが平坦ではない。住居の堆積上層はローム粒子を含み、明るい黒褐色土が

主体である。小穴を8個検出し、一辺18～54cm1深さ14～63cmを測る。平面形は円形から不

整楕円形で、断面はU字形を呈する。小穴の堆積上層はローム粒子を含み、締まりのある黒褐

色土が主体である。

遺物は勝坂・阿玉台・加曽利E式期・連弧文の土器片、打製石斧、剥片、礫等が少量出土し
すこ。

S1371 J住居(図面48・図版38)

僧寺中軸線北207.40～212.10m1西353.18～357.00mの範囲で確認した。北西側は不明落ち込

み、南東側の一部はP-1(歴史時代)のため削平される。主柱穴を2個(P-1・2)検出し、

1回の建て替えが認められる。住居の残存規模は南北4.88m1東西2.60mを測り、平面形は楕

円形と推定する。壁高は8～16cmを測り、断面は皿状を呈する。住居の堆積上層はローム粒
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Ⅳ検出遺構

子を少量含み締まりのある黒褐色土が主体である。小穴を10個(柱穴含む)検出し、一辺18

～92cm1深さ4～86cmを測る。平面形は円形から不整楕円形で、断面は皿状からU字形を呈す

る。小穴の堆積上層はスコリア、ローム粒子を含み、締まりのある黒褐色土が主体である。

遺物は打製石斧(図面56-4・9)等が出土した。

S1372J住居(図面48・図版38)

僧寺中軸線北211.84～214.46m1西346.06～350.28mの範囲で確認した。北西側は不明落ち込

みのため削平される。柱穴と思われるものを6個検出したがまとまらない。住居の残存規模は

長径(南北)3.50m1短径(東西)2.70mを測り、平面形は把握できない。壁高は8cmを測り、

断面は皿状を呈する。住居の堆積上層はローム粒子をやや多く含み、締まりのある黒褐色土が

主体である。小穴を8個(柱穴を含む)検出し、一辺24～68cm1深さ8～76cmを測る。平面形

は円形から不整楕円形で、断面は皿状とU・Ⅴ字形を呈する。小穴の堆積土層はローム粒子を

含み、締まりのある黒褐色土が主体である。

遺物は格沢・勝坂・阿玉台・加曽利E式期の土器片、打製石斧、剥片、礫等が少量出土した。

S1373J住居(図面49・図版38)

僧寺中軸線北200.80～203.36m1西343.91～345.20mの範囲で確認した。東側は道路切土によ

り滅失する。住居の残存規模は長径(南北)l.98m1短径(東西)l.22mを測り、平面形は把

握できない。壁高は10～12cmを測り、断面は皿状を呈する。住居の堆積土層はローム粒子を

少量含み、締まりのある明るい黒褐色土が主体である。

遺物は格沢・加曽利E式期の土器片等が少量出土した。

SK988J土坑(図面44・45・図版35)

僧寺中軸線北223.12 ～224.26m1西349.93 351.23mの範囲で確認した。北側はSK989Jを切

る。新旧関係はSK989J(I山→SK988J(新)である。残存規模は長径1.20m1短径0.80 mを測

り、平面形は隅丸方形と推定する。深さは40cmを測り、断面は捕り鉢状を呈する。堆積土層

はスコリア・ローム粒子を少量含み、黒色味がややある黒褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

SK989J土坑(図面44・45・図版35)

僧寺中軸線北223.84-224.98m1西349.84-351.00mの範囲で確認した。北側はSI370Jに接し、

南側はSK988Jに切られる。新旧関係はSK989J(I山→SK988J(新)である。残存規模は長径ゎ

1.04m1短径0.96mを測り、平面形は隅丸方形と推定する。深さは40～52cmを測り、断面は捕

り鉢状を呈する。堆積上層は黒色味を帯びた黒褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。
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SK990J土坑(図面49・図版33)

僧寺中軸線北204.13 ～205.07 m1西354.40-355.30mの範囲で確認した。北西側にPJ-14が接

する。規模は長径0.85 m1短径0.82 mを測り、平面形は隅丸方形を呈する。深さは40～55cmを

測り、断面は底面が丸底で段差のある逆台形を呈する。堆積上層はローム粒子を少量含み、茶

褐色味を帯び、締まりのある黒褐色土が主体である。

遺物は五領ケ台・格沢・加曽利E式期の土器片、打製石斧、磨石、礫等が少量出土した。

SK991J土坑(図面49・図版33)

僧寺中軸線北209.98-211.66m1西346.19 ～347.00mの範囲で確認した。規模は長径1.66mi

短径0.75mを測り、平面形は隅丸長方形を呈する。深さは55cmを測り、断面は箱形を呈し底面

はほぼ平坦である。いわゆる早期の落とし穴土坑とは形態等異なる。堆積上層はスコリア・ロ

ーム粒子を少量含み、黒色味の強い黒色土が主体である。

遺物は勝坂・加曽利E式期の土器片、礫等が少量出土した。

②歴史時代検出遺構

SD205溝(図面49・図版45)

僧寺中軸線北196.50～219.40m1西356.94～364.04mの範囲で確認した。南北溝である。規模

は上面幅8.00 m以上、底面幅1～3.50m1深さ1.4mを測る。断面は捕り鉢状を呈し広ぐ緩やか

に開く。また遺構南半部分で硬質面を南北に検出し、底面には波板状の掘り込みを検出した。

道路遺構の様相を呈しているが、南北方向との関連は周辺調査例がなく全体を道路遺構とする

材料は得られていない。堆積上層はローム粒子をやや多く含む黒褐色土が主体である。

遺物は土師器亮(図面58-1・2)、須恵器坏・高台付坏(図面58-3・4)、灰釉陶器碗(図面

58-5)、男瓦(図面58-6)、刀子(図面58 - 7)、打製石斧(図面56-14)等が出土した。

灰釉碗の観察からG25窯式期(9世紀後半代)段階以降に構築されたと推定される。

-55--



Ⅴ 出土遺物

遺物の詳細は一覧表に示した。よってここでは特に説明を要する先土器時代の石器及び、縄

文時代の土器・石器の分類についてその基準を記した。

なお、歴史時代の須恵器をA・Bに区分しているが、Aは器体表面が青灰色で硬質な還元焔

焼成、Bは器体表面が褐色系でやや軟質の酸化焔焼成の須恵器である。

1.先土器時代

ナイフ形石器

第251次調査地区より、良質で半透明な黒曜石製ナ

イフ形石器が1点のみ出土した。幅広の縦長剥片を素

材とし、基部に打点を有す。基部の打点を丁寧な刃潰

しによって除去し、先端部にかけて左側縁に階段状剥

離による細部調整を施した片側縁加エナイフ形石器で

ある。先端部がわずかに欠損するがほぼ完形である。

jc・IC)・
0 5cm

第7図 第251次調査 先土器時代出土

ナイフ形石器実測図(2/3)

2.縄文土器の分類(特に中期前半から後半の土器について)

第1群 五領ケ台式土器

1類 無文地文(浅鉢)のもの

a交互刺突+垂下する三角形沈刻文

b交互刺突

c口縁屈折、交互刺突

d沈線(横走2本)十垂下する三角形沈刻文

e沈線(横走2本)のみ

2類 縄文地文のもの

a隆帯+沈線

b沈線

c縄文のみ 底部

第2群 結節沈線(角押文)を多用する。五領ケ台直後～清水台・格沢・五領ケ台上層土器

1類 深鉢

a隆帯有り

日縁

口縁

口縁

口縁

日縁

口縁
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Ⅴ 出土遺物

b隆帯有り

c隆帯無し

d隆帯無し

2類 浅鉢

a口縁屈折しない

b口縁屈折する

第3群 阿玉台式(系)土器

1類 隆起線+ 1列の角押文のもの

a窓枠状隆起線+角押文

b隆起線

胴部

口縁

胴部

Ib式

口縁

口縁

胴部片C

2類 有節線文(複列)のもの Ⅱ式

3類 爪形文のもの Ⅲ式

4類 ヒダ状圧痕、Y字状垂下線(隆起)のもの 1～3類

第4群 勝坂式土器(1～5類は深鉢、6類は浅鉢)

1類 Ⅰ～Ⅱ式に対比されるもの一括、三角形区画文等の有るもの

a隆帯に三角押文を伴う Ⅰ式

b隆帯+角押文による波状文 I式

c隆帯に幅広の爪形文・沈線による波状文を伴う Ⅱ式

d隆帯に幅広の爪形文・沈線による波状文を伴う Ⅰ～Ⅱ式

(cの部分含む。波状文のみを含む。)

2類 Ⅱ～Ⅲ式に対比される一群、隆帯・平行沈線上に幅広の爪形文の有るもの

a隆帯の上に爪形文+渦巻状沈線、縦位沈線、竹管の腹による平行線文上に爪形文

b竹管の腹による平行線文の上に爪形文+沈線(曲線・直線)

c隆帯の上に爪形文

d多段楕円区画(隆帯)十縦位沈線(充填)

e平行沈線文+斜行沈線文(充填)

3類 Ⅲ式に対比される一群のもの

a一段の横帯区画文、隆帯上に爪形文、区画内を縦位沈線か爪形文で充填

b幅広の隆帯+刻目文(爪形文)、区画内は太沈線による渦巻文、縦位沈線、交互刺

突(角押文有り)

c隆帯上に沈線、沈線による渦巻文、爪形文

胴下半部

胴下半部

口縁・胴部片
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V 出土遺物

d円筒形、上半部に文様帯、下半部縄文、沈線で渦巻文、王叉文

4類 隆帯、沈線、縄文、刺突など分類の不明瞭なもの

a隆帯を持つ

b沈線を持つ

c交互刺突

d列点文

e爪形文のみ

f縄文のみ

g縄文+爪形文か波状文

h縄文・撚糸文+隆帯(無文)

i空番

j縄文・撚糸文+隆帯(爪形文)

k縄文・撚糸文+隆帯(刻目文)

l無文+隆帯上のみに縄文

m隆帯貼付後に押捺(列点文)

n横8の字状隆帯

5類 中部高地の影響が有るもの

a口縁無文、隆帯による貼付、胴下半部縄文

b隆帯上に刻目・爪形文有す。地文多条沈線(竹管の腹による平行沈線文)、部分的に

押し引き爪形文を加える。

6類 浅鉢形上器を一括

a隆帯+幅広の爪形文、角押文による波状文

b隆帯上に刻目文

c角押文(1～2列)

d口唇上に刻目文、内側に角押文

e口縁外面に無文隆帯貼付

f鉢形、太沈線による二重楕円渦巻文

第5群 加曽利E式土器(4類は浅鉢)

1類 口縁、横走撚糸文、渦巻文か隆帯間に沈線の有るもの

2類 隆帯(間に沈線)による渦巻文、垂線の有るもの

a縄文、撚糸文小片

b日縁無文 頚部に半截竹管の腹による平行沈線文で直線・曲線、地文撚糸

エ～Ⅱ段階

Ⅱ段階
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Ⅴ 出土遺物

c口縁渦巻文+無文帯+大形懸垂文 地文撚糸

d楕円区画、接点に渦巻文で突出

e口縁渦巻文(撚糸)、無文帯無し、垂線 胴下半部条線、撚糸文

f口縁、半肉隆帯(間に沈線)、横帯区画文、渦巻文、地文撚糸、頚部無文、胴下半部

隆帯による懸垂文

g空番

h波状口縁+大形屈曲文、地文撚糸

3類 隆帯による口縁、楕円区画、中を縦位条線・沈線(棒状沈線の条線)で充填のもの

a深鉢、口縁隆帯区画、渦巻文、多条縦位太沈線で充填、頚部無文、胴下半部も隆帯に

よる渦巻文、地文撚糸

b深鉢、小突起上に渦巻文、胴部沈線文

c深鉢、口縁内湾、楕円区画、口辺に列点文

da・bの日縁部片

4類 浅鉢

a<の字状に屈曲、渦巻文で区画、区画内棒状沈線

b<の字状に屈曲、渦巻文で区画、区画内条線で充填

5類 縄文・撚糸地文の上に沈線で渦巻文を描くもの

口縁内湾、連結渦巻文

6類 沈線文、破片のもの

a縄文地文+沈線

b撚糸地文+沈線

c撚糸地文+沈線、すり消し、曲線文

d縄文地文+平行沈線文(竹管の腹)

7類 縄文・撚糸地文の上に沈線で渦巻文を描くもの

(連弧状渦巻文)十注ロロ辺無文、隆帯貼付

8類 無文、隆帯日縁、渦巻文、列点文有るもの有り(小形土器)

a内湾、無文

b直立、列点文

9類 その他不明小片

a隆帯、沈線

b突起貼付部

第6群 連弧文土器及び連弧文系土器

Ⅰ段階か
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V 出土遺物

1類 胴部でくびれ、胴下半部張るもの(深鉢)

a三段構成、大形 上:弧+波 中:弧+波 下:懸垂文

b二段構成 上:弧+弧 下:懸垂文

c二段構成(三段か) 上:弧+弧 下:弧十波? 以下欠損

d二段構成 上:弧+弧 下半部欠損

e二段構成 上:弧+枠 下:曲線

f二段構成(口縁波状) 上:波 下:中状+枠

g二段構成 上:波 下:曲線

h二段構成 上:弧+枠 下:懸垂文

i二段構成 上半部欠損 下:い状+枠

j二段構成 上:弧? 下:弧+十字文+懸垂文

2類 胴下半部の張りの少ないもの(深鉢・cは浅鉢)

a二段構成 上:波+波 下半部欠損

b二段構成? 上:弧+枠+? 下半部欠損

c二段構成? 上:弧+枠 下半部欠損

d二段構成? 上:弧+?

e二段構成 上:連結渦巻文 下半部欠損、日辺に列点文、突起4箇所

3類 胴下半部のくびれないもの

a二段構成 上:懸垂状沈線文

b二段構成 上:弧+?

4類 日辺くの字に屈曲し、胴部張るもの(深鉢)

一段構成 波状文+枠

5類 破片、文様有るもの

a弧線文及び波状文

形
形

完
完

文線

文
氾

垂
結
懸
連

・
申
・
・

下
下

i 口縁片 条線もしくは沈線地文

ii 胴部片 条線もしくは沈線地文

iii 胴部片 撚糸地文

i 沈線文 条線地文

ii 隆帯による条線地文

b連結沈線文

c くびれ部横走沈線

d胴下半部懸垂文
片
片

部
部

胴
底

i
 
一
1
l

1
1
l

eその他小片

-60-



V 出土遺物

6類 条線のみのもの

a条線のみの深鉢(小形)

b条線のみの破片

胴部くびれない

l 胴部片

ii 底部片

第7群 曽利式(系)土器

1類 香炉形?隆帯、沈線文、大形のもの

2類 太い沈線による渦巻文を描くもの

a口縁無文で開く、胴部に渦巻文

b口縁X字状把手、渦巻文、波線

cキャリパー、口縁、渦巻文、無文+J字状沈線

da～cの不明片

3類 櫛目文系統の土器

a連弧文(口縁、胴部とも)

b口縁斜行沈線文、日唇にも斜行沈線文、波状隆帯(くびれ部)、胴下半部撚糸文十

懸垂文

c胴上半部撚糸地文+波線文、くびれ部に波状隆帯、胴下半部撚糸地文、隆帯懸垂文

d<びれ部に刺突列3+α条、胴下半部条線+隆帯懸垂文

e<びれ部隆帯(刻目有り)、胴下半部条線+隆帯懸垂文

f日縁片 i 口縁無文+波状隆帯

ii 重弧文、日唇にも斜行沈線有り

iii 重弧文、口唇に斜行沈線無し

i 条線地文+隆帯(懸垂文、波状文)

ii 条線地文+隆帝(刻目有り)

iii 撚糸地文+隆帯(刻目有り)

iV 縄文地文+隆帯(刻目有り)

4類 地文条線、波線(2・3・4条)にて口縁に平行線・渦巻文と懸垂文、渦巻の所が突

起となる、口縁やや広がり胴部すぼまるもの 曽利Ⅱ～Ⅲ

5類 X字把手付大形亮 曽利Ⅲ

地文粗い条線、隆帯(2列)による連結する渦巻文

第8群 無文土器(時期不詳)

1類 小形深鉢

2類 浅鉢

曽利Ⅰ

Ⅰ
 
王
 
Ⅱ

月
月
羽
 
羽

利

曽
曽
曽

曽利Ⅱ～Ⅳ

g胴部片

加曽利Eか

加曽利E1勝坂
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V 出土遺物

3類 深鉢、浅鉢の破片、部分片で無文のもの

i 口縁部小片

ii 胴部片

iii 底部片

lⅤ 底部片(網代底)

第9群 地文のみのもの(時期不詳)

1類 縄文 a胴部片

b底部片

2類 撚糸、胴部片

3類 条線、胴部片

第10群 その他不明小片、分類不可(時期不詳)

3.土製品類

第251次調査地区より、ミニチュア土器・耳栓・土製円板が出土し、第264次調査地区より、

器台と土偶が出土した。特に土偶は胴部片と右脚部片が出土しており、小形粗成の有脚立体土

偶である。胴部片(図面54-8)と右脚部片(図面54-7)は接合しなかったが、胎土の観察

から同一個体が破砕した(された)ものであろう。(図面54-9)は胴部片である。いずれも

粗い沈線によって曲線や直線の文様が描かれている。同様の例が恋ケ窪遺跡27・36次調査地

区の加曽利E式期の住居から出土しており、該期の特徴的な形態である。

4.石器の分類

1類 尖頭器

2類石鍬

3類 石錐

4類 石匙

5類 スクレーパー

押圧剥離による丁寧な両面調整が施されるもの

a基部が平基で平面形が三角形を呈するもの

b基部が「A」形に袂れ、刃部がやや湾曲するもの

c基部が「中」形で深く袂れ、刃部が鋸歯状を呈するもの

a頭部がやや尖るもの

b頭部が丸味を持つもの

a大形で幅広の刃部を打ち欠きあるいは挟りが入るもの

b中形で湾曲した刃部、片面に自然面を残すもの

c小形で直線的な刃部のもの

d不定形で大形調整剥離片と分類することが可能なもの

縦長剥片を横位にして細部調整を施すもの
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Ⅴ 出土遺物

6類 打製石斧 a側縁が直線的で刃部に向かって広がるものと平行するもの及び、

先端が尖るもの

b側縁が湾曲または屈曲するもの

c短小幅広で側縁が湾曲または屈曲するもの

d欠損のもの

e小形で寸詰まりのもの

f小形であるが狭長のもの

7類 磨製石斧

8類 礫器

9類 叩き石

大形の礫の一端に粗い刃部を付けたもの

a敲打痕が明瞭なもの

b敲打痕が無いもの、形態より敲石に利用されたものと思われる礫

a不整形な磨石

b円形を基本とするもの

c凹石、凹部を平坦面の中央付近に1～2個、片面もしくは両面

に有するもの

d袂入磨石、長軸の両端を打ち欠き、挟りを入れたもので、両長

側辺が良く磨耗しているほか、両平坦面も磨かれているもの

且類 スタンプ形石器 a加工を有さないもの

b 1側縁のみ加工するもの

c両側縁を加工するもの

平盤でやや厚みの有る楕円形のもの

平盤で表面に線状の細い溝が有るもの

a加工痕の有るもの

b加工痕の無いもの

15類 石核・残核・原材

16類 不明・その他

10類 磨石

12類 石皿

13類 砥石

14類 剥片
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第7表 第252次調査縄文時代出土土器・土製品一覧表
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S I 373J

じ
K990J

.K991J

0J

巨構外

1

216

21

55

3

4

2

308

56

56

364
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5I

51

5I

3
 
3
 
3

2
 
2
 
2

第8表 第264次調査縄文時代出土土器・土製品一覧表
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遺構名

前殿ヒ  中 期 土勉品

時縄ミ耳器土土土
期文二 製 製
不土チ 円 品
明器ユ栓台板偶合
合ア 計
計土
器

諸五
領
ケ

磯台

神
谷
原

洛
沢

チ
ュ

ア

土
器

耳器土
製
円

栓台板

有
孔
鍔
付
土
器

称

名

寺

堀

之

内

加不
曽
利
B明

IeI陽
SU5

SU6

ニ下口ニ[1 2 1 白 「 [[[
「 [[「[「 匹日 [一 ヒ ヒヒ 口 [[[

SK904J

SK907J

SK908J

SK912J

[「 [[「][ 1 園 [ [「 圏 口 [[[
[[ 「[[ 「「 口匹[ 「「 口 「「「
[「 「 口「「匝「 E E E日

層 20  15 「 「 口 25

SK913J [「「 「 ヒ」巳 2 ヒ ヒ ヒ 国 7

SK914J

SK915J

PJ

=「一 『 ― 3「 「ニ「] 「
[[ 「 2 2

口[[ 「 ―ヒ 2 1 7

22

41'S

13

遺構内小計

包含層

遺構外

口「丁 ―6■ 3 2 1 7 66

1 3」E 17 211 1 9 7 2 152 823

Tニ] 1 98 [レ3 l91 328 1
遺構不明

遺構外小計 丑[ 「 匣」ヒ 2 3 ヒ ■1

1

3 覆 1 7

7 1

 5 243 1154 [目]口 12 519

542合計 3 l1 『]丙 11 14 口] 250 1220▽「▽下
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第18表 第251次調査 先土器時代・縄文時代出土遺物一覧(1)

プレ坑 石器 一 覧

図面

図版

遺物番号

第7図

図版1-4

251-FAO1

種別

ナイフ形

石器

出土

位置

プレ坑

Va層

上部

ょに交二重量分類1石材?最大幅
(g)

最大厚

(4.5)

黒曜石1 2.4 1 4,9

0,6

片側縁

加工

特 徴 備 考

縦長剥片を素材としている。打点を?先端部をわずかに欠損。

基部とする。バルブが発達している。

SI362J 住居 縄文土器 一 覧

図面

図版

遺物番号

9-4

図版12

251?JE05

9-2

図版12

251?JE06

9-1

図版12

251-JE07

9-5

図版12

251?JE08

9-3

図版12

251?JE09

11-1

図版13

251?JE16

9-6

図版12

251?JFO1

種別

器形

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

出土

位置

埋亮炉

覆土

上層

床直

覆土

上層

覆土

中層

覆土

中層

床直

口径

器高

底径

大形の深鉢。口縁部に2ケ?日縁部に大胆な貼付隆帯によ?口縁部のみ残存。焼成良好05YR

所の小突起を付す。 レて玉抱三叉文や抽象文を表?2/2明灰褐色。緻密。勝坂Ⅲ式。

出する。頚部は無文。

欠損部が多く、全容は不?器体全面にRの撚糸文を施す。?胴部下半から底部にかけて残

明。 1 ?存。焼成良好05YR4/6赤褐色。

やや粗く、3～4mm大の砂礫を含

む。勝坂Ⅲ式。

欠損部が多く、全容は不?表面の剥落が著しいが、RLの?胴部のみ残存。焼成不良。5YR
明。 ?縄文を施文する。縄文のみの?4/3にぶい赤褐色。2Ⅲ大の砂粒

粗製土器。 ?を多く含む。勝坂Ⅲ式。

欠損部が多く、全容は不?RLの縄文を器体全面に施文す?胴部から底部にかけて残存。焼

明。 ?る。原体が短い。 ?成やや不良。5YR6/3にぶい橙

色。緻密。勝坂式。

底部付近がやや膨れるキ?Lの撚糸文を施文する。内面?胴部下半から底部にかけて残

ャリパー形。 ?丁寧なミガキ。 ?存。焼成やや良好。10YR6/2灰

黄褐色。緻密だが3m大の砂礫

を少量含む。勝坂Ⅲ式。

波状日縁。欠損部が多く、?重三角形区画文による三角押?口縁部破片。焼成良好。5YR5/6
全容は不明。 ?文(区画内)。隆帯の交点に?明赤褐色。緻密だが砂粒を少量

ひねりもち状の隆帯、区画内?含む。勝坂Ⅰ(新道新)式。

に玉抱文、三叉文を施す。

口縁部に小突起を付す。 ?日縁部に横S字文を表出し、?胴部下半及び口縁部1/2を欠損。
胴部にはLの深い撚糸文を施?焼成良好。10YR6/2灰黄褐色。
文する。 ?緻密。加曽利EI式。

38.6

(27.2)

(12.2〉

7.8

(10.6)

一

(16.8)

8.2

(12.8)

6,3

23.8

(17.3)

一

(5.4)

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

9-7

図版12

251-JFO2

深鉢
土
層

覆
上

10.2

(20.4)

円筒形の胴部に著しく内?口縁部は沈線による波状文と?底部のみ欠損。焼成やや良好。
湾する日縁部。 渦巻文を組み合わせる。胴部?5YR6/3にぶい橙色。緻密。加

はLの撚糸文を地文とし、胴?曽利EI式。

部上半、下半を指にて波状に

ナデる。さらに2ケ所の突起

から連鎖状の垂線を貼付隆帯

によって表出する。
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第19表 第251次調査 縄文時代出土遺物一覧(2)

図面

図版

遺物番号

9-8

図版12

251 - JF04

10-6

図版13

251 - JF06

種別?出土 口径

器高

器形?位置l底径

1覆 土1 21.5 ?口縁部が僅かに内湾する?Rの撚糸文を地文とし、沈線?口縁部の一部及び底部付近の一
深 鉢1中 層1 30.1 1キャリパー形。 によって胴部を二段に区画1部を欠損。焼成良好05YR6/3

7.4 し、上部を無文。口縁部は隆レこぶい橙色。1～2馴大の白色砂
帯によって十字状の文様で、?粒を含む。加曽利E1式。
部分的に刺突文を施す。

《24.6) l波状口縁の深鉢04単位の?撚糸Lの地文、日縁部は単沈?口縁部から底部にかけて1/4残
(18.5) l突起で強く外反する。 l線文。胴部は半截竹管によるl存。焼成良好。10YR7/3にぶい

文様を施す。 I黄橙色03～4m大の砂礫、1mm
大の金雲母を少量含む。加曽利

EI式。

覆土

深鉢?中層

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

SI362J 住居 土 製 口

叩
一 覧

図面

図版

遺物番号

11-7
二一一 ?ミニチュア1覆 土
図版13

X1コ石ゆ。1屹土器屹中層
図面

図版

遺物番号

11-10

図版13 1 円 板
251-DE01

11-9

図版13 1 円 板
251- DE021

出土1日径
?器高

位置1底径

5,5 ?底部がわずかに丸みを帯?指による整形。
3.7 ?びる。
4.6

備 考種別 成・整形の特徴器形の特徴

ほぼ完形。焼成やや良好。内外

面共に灰黒色。緻密。

出土

種別 備 考寸 法

位置

?径

覆 土1厚み
重量

径

覆 土?厚み
重量

2.8×2.6 ?完形。5YR5/80撚糸文。全周よく摩耗。
1.2～1.3

11g

3.1×2、8 }完形。7.5YR3/2。3/4周よく摩耗。残りは打ち欠いたままに近い。
0.65～0.7

5.8g

SI362J 住居 石 器 一 覧

図面

図版

遺物番号

11-13

図版13 1打製石斧1床 直
251-AG01

11-14

図版13

251-AG02i

打製石斧11 吉
上層

11-15

図版13 ?打製石斧1床 直
251-AG031

11-19

図版14 ?打製石斧1床 直
251- AG04?1

種別

位置

出土

分類

6-a

6-b

6-c

6-c

」?:=I重量石 材?最大幅1
(g)

最大厚1

14.45

砂岩14.51139
2.0

9.9

頁岩14.41132
2.4

9.5

砂岩13.71 53
1,3

8.2

頁岩14.81 7l
1,6

特 徴

表面に一部自然面を残すが、比較的?完形。
丁寧な両面調整で、胴長で幅狭に仕

上げる。

やや粗い両面調整で、長方形に仕上?完形。

げる。断面は分厚い。

表面に自然面、裏面に主剥離面を残1完形。
し、比較的小形、薄手に仕上げる。

表面に自然面を残し、裏面は全面に?完形。
粗い剥離。

備 考
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第20表 第251次調査 縄文時代出土遺物一覧(3)

SKJ 縄文土 器 一 覧

図面

図版

遺物番号

種

器

別1出土

形?位置

口径

器高

底径

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

9-12

図版12

251?JE02

深

SK931J

鉢?覆土

上層

-

(10.8)

6.0

欠損部が多く、全容は不?器体表面の剥落が著しく、全?胴部下半から底部にかけて残

明。 ?容は不明。 ?存。焼成不良。5YR5/2灰褐色。

粗雑で2Ⅲ大の砂粒を多量に含

む。勝坂Ⅰ(格沢)式。

10-2

図版12

251-JE03

深

SK980J

鉢1覆土

上層

(11.8)

8,5

欠損部が多く、全容は不?器体表面の剥落が著しいが、?底部と胴部破片が残存。焼成不

明。 ?曲線を描く貼付隆帯の両側縁?良010YR6/2灰黄褐色。砂質。

に押し引き文を施す。 ?勝坂1(格沢)式。

9-11

図版12

251- JE04

深

SK927J

鉢?覆土

上層

(14.7)

5.8

欠損部が多く、全容は不?頚部と胴部の境界に浅い沈線?頚部から底部にかけて残存。焼

明。 ?を廻らす。頚部には貼り付け?成良好05YR5/3にぶい赤褐色。

によって鋸歯文を施文する。?緻密だがやや砂質。勝坂Ⅱ式。

9-10

図版12

251-JE10

深

SK916J

鉢1覆土

l1,4

17,9

6.9

キャリパー形を呈し、把?日縁部は無文。頚部から底部?完形。焼成良好05YR6/8橙色。

手を付す。 ?にかけてヒダ状連続圧痕が認?緻密。勝坂Ⅱ式。

められる。胴部には抽象文が

11ケ所表出される。

9-l3

図版12

251-JE11

深

SK947J

鉢1覆土

上層

11.6

13.4

7.0

やや胴張りで寸詰まりの1全面にRLの縄文を施文する。?口縁部の一部を欠損。焼成やや

小形粗製深鉢。口唇部が?口縁部に全周する磨り消し。?良好05YR6/3にぶい橙色。粗

肥厚する。 1 ?く、砂粒を多く含む。勝坂Ⅱ式。

9-15

図版12

251-JE12

深

SK956J

鉢?覆土

中層

28,2

(27.6)

内湾する日縁部に1ケ所剃口縁部は無文。残存部ではニ?口縁部から頚部にかけて全周

小突起と、大きく上方に?段に楕円区画文を配し、枠内?し、胴部以下を欠損。焼成良好。

立ち上がる1ケ所の把手。?に縦位の沈線を施文する。 ?10YR6/2灰黄橙色。緻密。勝坂

Ⅱ式。

9-9

図版12

251?JE13

深

SK975J

鉢?覆土

下層

16.5

28.6

6,1

細身のキャリパー形。 口縁部に2ケ所の把手を付す。?ほぼ完形。焼成やや良好。5YR

縦位区画文を表出し、縦・横?5/3にぶい赤褐色。緻密。勝坂

位の鋸歯状文と印刻文。さら?Ⅱ式。

に貼付隆帯による垂線や曲線

上に載痕を施す。

9-14

図版12

251?JE14

10-1

図版12

251- JE15

深

深

SK975J

鉢1覆土

下層

SK975J

覆土

下層

鉢

11.0

19.6

8,1

46,1

43.1

16.6

器体全面にRLの縄文を施文す?完形。焼成やや良好。5YR5/4

る。 目こぶい赤褐色。2～3m大の砂粒

を多く含む。勝坂Ⅱ式。

日縁部に1ケ所の小突起を?口縁部は、貼付隆帯による連?ほぼ完形。焼成やや不良。5YR

付す大形の深鉢。 弧状文と隅丸の玉角形文で文?4/3にぶい赤褐色02m大の砂粒

様帯を表出する。胴部上半は?を少量含む。勝坂Ⅱ式。

貼付隆帯によって三角形と逆

三角形を表出し、各々の辺に

貼付隆帯による円形、あるい

は半円形文を付す。日縁部に

も胴部にも隆帯に沿って連続

爪形文が付され、さらに幅広

の角押文がそれに平行する。

胴部下半から底部にかけては

無文。

ほぼ円筒形の深鉢。
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第21表 第251次調査 縄文時代出土遺物一覧(4)

図面

図版

遺物番号

10-7

図版13

251-JE17

種別

器形

深鉢

出土?口径

1器 高1 器形の特徴 1 成・整形の特徴 1 備 考
位置?底径

SK974J l (23.2) l口縁部が外反する円筒形?地文はRLの粗い縄文。口縁部?日縁部から胴部にかけて一部残
覆 土? (13.5) lの深鉢。 レこ円形の突起を付し、そこか?存。焼成やや良好05YR3/3暗
下層 ら隆帯を垂下させ、幅広の角?赤褐色。多量の赤色スコリア、

押縦位の単沈線を施す。 ?砂粒を含む。勝坂Ⅱ式。

SKJ 土製 口

叩
一 覧

図面

図版

遺物番号

11-8

図版13 1 耳 栓

251-DB01

種別

出土1幅

器形の特徴

位置?器高

SK939J1 1.7 ?つづみ形で、中心を貫く

覆 土1 ?小孔あり。

上層1 2.0

成・整形の特徴

指による整形。

備 考

完形。焼成不良。左右が10YR

7/8と10YR2/lとに区分される。

粗く、3術大の砂粒を多く含む。

中心に幅0.4cmの小孔を貫通す

る。

SKJ 石器 一 覧

図面

図版

遺物番号

出土

位置

分類1石材?最大幅ォ?:士こ?重,竺
最大厚

(g)

12-4 SK978J 3.2

図版14 1 掻 器 1覆 土1 5 ?チャート1 6.0

251 - AD011 1上層1 1 10.9

11-20 SK919J ( g.o)

図版14 ?打製石斧1覆 土1 6-d 1砂 岩1 5.81 141

251- AG051 1上層1 1 12.2

12-3 ( 6.0)

図版14 ?打製石斧【5933J? 6」 ?砂 岩? 石′? 7o
覆土

251 - AG061 1へ -1 1 1 1.8

12-5 SK939J 13.2

図版14 ?打製石斧1覆 土1 6?a 1砂 岩1 5.2

251- AG071 1下層1 1 12.0

11-22

図版14

251-AG081

打製石斧1SK939J? 6」 ?頁 岩ド,;日。
覆土

(7.0)

1.9

12-6 SK944J 12.2

図版14 ?打製石斧1覆 土1 6-b 1砂 岩1 4.9
251- AG091 1下層 1.8

12-2 SK948J1 1 口2.4

図版14 ?打製石斧1覆 土1 6?b 1砂 岩1 4.9
251-AG101 1上層 1.4

12-7 (6.7)

図版14 ?打製石斧ビ?9681? 6-d ?頁 岩」[5
覆土

251-AG111 1 へ -1 1 1 1.4

11?17 1 日,.-71 1 1 7.5

図版13 1石匙1ツ゛:1トa■゛″′?14.o

251- AS021 1 -1 ドー ′1 1.7

ホルン

フェルス

種別 特 徴 備 考

縦長剥片の片側に連続する微調整。?完形。刃角25゜
12

片面に自然面を残す。 1/2欠損。

基部のみ残存。

片面に自然面を残す。やや厚手。 ?完形。
166

基部のみ残存。

両面調整で、刃部がやや幅広で少し?ほぼ完形。
110 ?尖る。

片面に自然面を残す。やや薄手。 ?完形。

89

粗い両面調整。

39

刃部先端のみ残存。

右側が一部欠損するが、鋭角的で分?ほぼ完形。大形粗製石匙。
100 ?厚い刃部。刃部中央に浅い袂り。つ?刃角50゜

まみ部は三角形を呈する。

SK921J

床直
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第22表 第251次調査 縄文時代出土遺物一覧(5)

図面

図版

遺物番号

11-18

図版13

251- AS03

11-16

図版13

251- ASO4

種別

石匙

石匙

12-1

図版14

251- AS05

11-21

図版14 1 剥 片

251-ATO1

石匙

出土

位置

SK926J

覆土

下層

SK929J

覆土

中層

SK931J

SK933J

覆土

SK930J

覆土

下層

d交号重量分 類1石 材?最大幅
(g)

最大厚

11,7

12,9

1.8

4-a1頁岩 157

トb ?粘板岩

4?a ?粘板岩

14?a1頁岩

6.2

8.3

0.9

(7.0)

10.9

1.4

9,6

4.7

1.0

38

99

53

特 徴 備 考

大形で刃部は鋭く薄い。つまみ部は?ほぼ完形。大形粗製石匙。

大ぶりで丸みを持つ。 ?刃角25゜

片面に自然面を残す。横幅は狭く、?完形。粗製石匙。刃角35゜

刃部は大きく湾曲する。つまみ部は

大きく、四角形を呈する。

一部剥落しているが、部分的に磨か?つまみ部欠損。異なる土坑ガ

れる。 ?ら出土。大形粗製石匙。

大きく湾曲する刃部は鎌の様相を呈?ほぼ完形。刃角40゜

する。

PJ 縄 文 土器 一 覧

図面

図版

遺物番号

10-3

図版12

251?JFO5

種別

器形

深鉢

出土

位置

PJ-149

覆土

上層

口径

器高

底径

《30,0〔両耳の把手を付す鉢か?

(17.3)

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

口縁部は無文。頚部から胴部?口縁部から胴部上半の一部残

にかけてRLの単節縄文を施文?存。焼成やや不良010YR7/3に

する。 ?ぶい黄橙色。丹塗り。やや砂質

で、白色砂粒や黒雲母を少量含

む。加曽利EⅢ式。

Ⅲb層 縄 文土器 一 覧

図面

図版

遺物番号

10-4

図版12

251- JE01

11-2

図版13

251?JE18

11-4

図版13

251?JE19

11-3

図版13

251?JE20

10-9

図版13

251-JE21

種別

器形

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

出土

位置

Ⅲb層

Ⅲb層

上面

Ⅲb層

Ⅲb層

Ⅲb層

日径

器高

底径

11,4 ?ほぼ円筒形だが、頚部力利口縁部中心に角押文の渦で隆?胴部下半を欠損。焼成不良。10Y
(21.6) ら日唇部にかけてやや膨?帯による円形貼付を施す。胴?R5/2灰黄褐色。砂粒を多く含
6,8 ?らみ、外反する。 ?部にヒダ状圧痕。 ?む。勝坂工式。

ー 波状口縁。欠損部が多く、?表・裏面共に極めて丁寧なナ?口縁部破片。焼成良好。5YR4/3
(2.4)?全容は不明。 デ。日縁部に渦巻状の突起と、?にぶい赤褐色。緻密。勝坂Ⅰ式。
- 重三角、幅広の爪形文を施す。

- 欠損部が多く、全容は不?表・裏面共に粗いナデ。
(5.5)1明。

《14.4》

(16.0)

-

-

(11.7)

日縁部破片。焼成良好05YR3/2

暗赤褐色。粗く、2～3mm大の砂

粒と金雲母、黒雲母を多量に含

む。阿玉台式。

欠損部が多く、全容は不?器厚は薄く、ヒダ状圧痕が全?胴部の一部残存。焼成良好。5YR
明。 ?面に認められる。 4/3にぶい赤褐色。粗く、2～3

mm大の砂粒、金雲母、黒雲母を

多量に含む。阿玉台Ⅰ式。

わずかに口縁部が内湾す?器体全面にRLの縄文を施文す?口縁部から胴部にかけて1/3残
る円筒形の深鉢。日縁部?る。 ?存。焼成不良。5YR5/3にぶい
は肥厚し、内側に粘土紐。 赤褐色。やや粗く、微小な黒雲

母を多量に含む。勝坂Ⅱ式。

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考
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第23表 第251次調査 縄文時代出土遺物一覧(6)

図面

図版

遺物番号

10-8

図版13

251-JE22

種別1出土

器形1位置

深鉢1Ⅲb層

10-10
有孔

図版13

251'二凭23岬讐付土器
Ⅲb層

10-5

図版12

251-JF03

深鉢1Ⅲb層

11-5

図版13

251-JGO1

深鉢
Ⅲb層

上部

11-6

図版13

251- JG02

深鉢1Ⅲb層

口径

器高

底径

(23.2》?波状口縁。欠損部が多く、?表・裏面共に粗いナデ調整。?口縁部の一部残存。焼成良好。
(10.7)1全容は不明。 1波頂部の下に小突起を付す。15YR4/1灰褐色。粗く、多量の

赤色スコリア、1剛大の砂粒、

黒雲母を含む。勝坂Ⅱ式。

((:.5.:-) l有孔鍔付土器。欠損部が?表・裏面共に丁寧なナデ。穿?口縁部の一部残存。焼成良好。
(3.9)?多く、全容は不明。 ?孔1ケ所あり。 ?5YR5/1灰褐色。粗く、2～4恥

大の砂粒を多く含む。勝坂Ⅱ～

Ⅲ式。

((43.6))1欠損部が多く、全容は不?口縁都は無文。沈線を廻らせ?日縁部から胴部の一部残存。焼
(39.0) l明。大形の深鉢。 ?て日縁部下を区分し、RLの縄?成良好05YR6/4にぶい橙色。2

文を地文として、横位の沈線ト3甜大の砂粒を多く含む。加
を垂下し、その間を磨り消す。1曽利EIV式。

波頂部突起先端に「C」字状?口縁部破片。焼成やや良好。
貼付文を持つ。頚部に「S」110YR6/3にぶい赤橙色。微小な
字状の突起。 ?黒雲母を多量に含む。称名寺Ⅱ

式。

欠損部が多く、全容は不?肥厚させた口縁部に小突起を?突起を付す口縁部破片。焼成良
明。 ?付す。断面三角形の隆帯。 ?好。5YR4/6赤褐色。粗く、2冊

犬の砂粒を多く含む。称名寺Ⅱ

式。

(10.2)

ー

(6.2)

-

波状口縁の深鉢。

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

Ⅲb層 石 器 一 覧

図面

図版

遺物番号

12-8

図版14 1 石 錐 1 Ⅲb層
251-AC01

12-10

図版14 ?打製石斧j Ⅲb層
251-AG12i

12-12

図版14 1打製石斧1 Ⅲb層
251-AG14i

12-9
?.′ 日一一-7 1 Ⅲb層
豐版1?-」打製石斧げ"瀧
251-AG151

12 - 13
Ⅲb層

呈版"?-」打製石斧げ1
251- AG161

12-14
M-"- ?...-へ1 Ⅲb層
デ版14-」打製石斧ド1
251- AG17i

12-15

図版14 1打製石斧1 Ⅲb層
251-AG18i

種別

位置

出土

分類

6-a

6-b

6-b

6-b

6-b

6-c

」l-重量石 材?最大幅1
(g)

最大厚1

(3.3)

3 ?チャート1 2.4

0.8

15.1

砂岩14.71130
1.9

11.4

頁岩16.51173
2,3

12.6

頁岩14.71165
乞]

10,7

頁岩14.71 81
1.55

9.9

頁岩l6.951125
2.1

9.1

凝灰岩1 3.8 1 64

1.5

やや粗い剥離による頭部調整。錐部?錐部を欠損。
4.3?はやや扁平なひし形。

表面に自然面を残し、裏面全体に剥?完形。
離を施し、薄手に仕上げ、刃部端を

尖頭状にする。

表面に一部自然面を残す。全体に大?完形。
きな剥離を行い、洋梨形を呈する。

表面に一部自然面を残し、分厚く粗1完形。
い調整。側面にツブレが明瞭。左右

非対称。

表面に自然面を残し、裏面に主剥離?完形。
面を残す。やや粗雑な側縁部調整。

扇形を呈し、表面に自然面を残す1完形。
裏面に主剥離面を残す。

表面に自然面を残し、裏面全体に粗?完形。
い剥離を施す。

特 徴 備 考
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第24表 第251次調査 縄文時代出土遺物一覧(7)

図面

図版1種別

遺物番号

出土

位置

分類1石材?最大幅可:士明重竺
最大厚

(g)
特

12-17 8.4 表・裏面に主剥離面を残す。薄く粗?完形。

図版14 ?打製石斧1 Ⅲb層 1 6?c 1砂 岩1 4.2 1 36 ?い調整で、左右非対称。

251- AG191 111 1 o.g

12-16 9,9 表面に自然面を残すが、ほぼ両面調?完形。

図版14 ?打製石斧1 Ⅲb層 1 6?f 1頁 岩1 3.01 75 ?整で狭長。側面にツブレの痕跡が明

251- AG201 111 1 1.7 1 ?瞭。

Ⅲc層 石器一覧

図面

図版?種別

遺物番号

出土

位置

分 類1石 材?最大幅」」=士呵重量
最犬厚

(g)
特 徴

12-11 15.7 両面調整で分厚く、やや粗雑なつく?完形。

図版14 ?打製石斧1 Ⅲc層 1 6?a 1凝灰岩1 7.6 1 450 団。

251- AG131 111 1 3,2

遺構外 土 製 口

叩
一 覧

図面 出土

図版?種別 備

遺物番号 位置

11-11 径 (3.7×2.6)?1/2残存。7.5YR2/30撚糸文。残存部よく摩耗。

図版13 1 円 板 ?排 土?厚み 1.05～1.1

251?DE031 : ?重量 12g

11-12 径 1.8 X 1.7 ?完形。7.5YR2/3。無文?全周よく摩耗。

図版13 1 円 板 1表 土?厚み 0.55～O.S

251- DE041 1 ?重量 1.4g

遺構外 石 器 一 覧

図面

図版?種別

遺物番号

出土

位置

分類1石材?最大幅44?冊比?重量
最大厚

(g)
特 徴 備

12-20 3.1 胴長で鋸歯状の側縁を呈し、丁寧な?左脚部を欠損。

図版14 1 石 巣 1攪 乱1 2?c ?チャート?(1.2)1 1.1?両面調整。深い逆Ⅴ字形の袂りを有

251-AB011 111 1 0.4 1 ?する。

12-18 12.9 ほぼ両面調整。 完形。

図版14 ?打製石斧1攪 乱1 6?b 1頁 岩1 4.71 136

251- AG211 111 1 2.0

12-19 8,9 表面に自然面、裏面に主剥離面を残?完形。

図版14 ?打製石斧?排 土1 6?c 1頁 岩1 4,01 37 ?す。薄く、左右非対称。

251- AG221 111 1 0.9

徴

考

備

備

考

考

考
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第25表 第251次調査 歴史時代出土遺物一覧(1)

SI131 住居 土器 一 覧

図面?種別

図。版

遺物番号1 器 形

23-1

図版20 1 土一坏

251-PH01

23-2

図版20 1 土一坏

251- PH02

23-3

土一亮

251- PH03

23-4

図版20 1 土一翌

251 - PH04

23-5

図版20 1 土一亮

251- PH05

23-6

土一亮

251 - PH06

23-7

図版20 1 須一坏

251-PK01

23-8

晶蒜11」げ吉
下層

251- PK02

23-9 カマド

図版20 1須A一坏1覆 土

251 - PK031 1中層

23-10

育版品 ?須A?坏?竺 吉
下層

251- PK04

23-11

書い品 1。一坏?覆 吉
上層

251 - PK05

23-12

瞥版21須A?坏?竺 吉
下層

251- PK06

出土1口径

?器高

位置?底径

11.2 ?体部直線的に立ち上がる。?口縁部ナデ。体部下半に指頭?ほぼ完形。橙褐色。砂粒少ない。
3.7 ?器壁厚い。 ?による調整痕残す。底部外面
5.5 は手持ちヘラ削り。

内面ヘラ磨き。黒色処理。

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

カマド

覆土

小片。外面暗褐色。砂粒少ない。

体部外面に墨書文字「日」(?)。
一

覆土

中層

((12.3》?小形。口縁部弱い「〉」字状。?胴部上半横及び斜めのヘラ削?暗赤褐色。細砂粒多い。
(6.8川胴部上半に最大径あり。 団。

(20.1)?口縁部弱い「コ」字状。?胴部上半外面横、胴部下半縦?橙褐色。細砂粒多い。
(18.2) l胴部上半に最大径あり。 ?のヘラ削り。胴部上半内面へ

ラヤデ。

(21.2))?頚部が幅広で、弱い「コ旧胴部上半横、斜めのヘラ削り。?赤褐色。砂粒多い。
(17.5川字状口縁を呈する。胴部?胴部下半縦のヘラ削り。

上半に最大径あり。

(22.a 弱い「コ」字状口縁。胴?胴部上半横及び斜めのヘラ削?暗赤褐色。赤色スコリア状物質
(9.0)情6上半に最大径あり。 ?り。 ?を含む。

カマド

覆土

カマド

覆土

覆土

上層

土
層

覆
上

12.8 ?体部やや内湾する。
3.95

5.0

12.7 ?体部上半若干内湾する。
4.2

5.6

10.4 ?体部直線的。器厚あり。
3.45

6,3

11.6 ?体部ほぼ直線的。

3.45

5.7

13.3 ?体部やや内湾し、大きく?底部回転糸切り。

3.55?開く。内面底部と体部と

5.5 ?の境不明瞭。

12.6 ?体部若干内湾する。

3.95

5.4

底部回転糸切り。器壁厚い。?完形。半還元焔。灰白色～橙灰

体部外面に輪積みもしくは巻?色。赤色スコリア状物質を若干

き上げ痕あり。 ?含む。体部外面に墨書文字「南」。

底部回転糸切り。ロクロ目顕著。?完形。暗灰色。細砂粒多い。
口縁部内面に輪積みもしくは

巻き上げ痕あり。

底部回転糸切り。

覆土

下層

完形。灰色。細砂粒多い。

口縁部外面に輪積みもしくは?ほぼ完形。青灰色。白色粗粒若
巻き上げ痕あり。 ?干入る。

ほぼ完形。暗灰色。砂粒多く入

る。

口縁部1/3欠損。暗灰色(底部

周辺のみ赤褐色)。大粒の砂粒

やや多い。

23-13

育い品 1。一坏?竺 吉
下層

251- PK07

12.8 ?体部やや内湾し、外に開?底部回転糸切り。口縁下外面?口縁部から底部2/3残存。灰色
2.95 1 <。内面底部と体部とのレこ輪積みもしくは巻き上げ痕?(底部のみ橙灰色)。赤色スコリ
6.6 ?境不明瞭。 ?あり。 ア状物質少し入る。
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第26表 第251次調査 歴史時代出土遺物一覧(2)

図版 器高

遺物番号1器形?位置1底径

23-14

一

251- PK08

1。冫ξビ;..;))?今“彎゜″゜゛″′丁″“111゜゜
下層

((5.85》

24-1

-

251-PK09

須A ?訂覆吉?雪潔?r゜゜1゜1"“゜"“〒″"1゛74゜゜
中層

(7.5》

24-2

251-PK10

須A -訂覆吉田潔?甜グ。″″″″″″日″“1゛″70゜゜
上層

5,6

23-15

251-PK11

須A一坏
覆土

下層

(13.6)) 体部内湾する。

4.0

(6.7》

24-3

251-PK12
1"門〒志?。1゜:;

覆土
(10.2》?体部外面直線的。内面丸?底部回転糸切り。日縁下外面?口縁部から底部1/4残存。赤褐

3.95 ?みを有する。 ?に輪積みもしくは巻き上げ痕?色。細砂粒多い。

あり。

24-4

図版20 1須A一皿

251-PK13

覆土

下層

14.9 ?内面底部の平坦部なし。
2.8

614

24-5

2.1-2えiqitJiA?シ八
覆土

(15.8》

(5.8)

24-6

一

251-PK15

須A一鋺
覆土

上層

24-10

251- PK38

須A一瓶
覆土

中層

24-7

251-PL01

上質一坏閉 吉
上層

24-8
灰釉- 1覆 土

2.1?,、。1?高台付坏■ヒ 層

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

口縁部から体部1/2残存。灰褐

色。砂粒やや多い。

口縁部から底部1/3残存。灰白

色。砂粒やや多い。

口縁部から底部1/3残存。灰色。

大粒の砂粒入る。

底部回転糸切り。 口縁部から底部1/6残存。青灰

色。大粒の砂粒やや多い。

口縁部から体部3/4残存。灰色。

大粒の砂粒若干入る。

体部外面に輪積みもしくは巻?口縁部のみ1/6残存。
き上げ痕あり。

体部外方に開く。断面三

(3.1川角形の高台を貼り付ける。

(8.0))

(9.2〔「I縁部強く外反し、口唇?内外面ロクロ調整で、特に外?口縁部から頚部1/2残存。焼成
(7.3)情じ直立する。 ?面に削り状の条線が見られ?良好。灰白色。白色砂粒少量入
- る。 ?る。静岡産。

((15,7》?体部緩やかに内湾する。 ?底部糸切り離しのまま。 ?口縁部から底部1/3残存。明橙
4.9 褐色。砂粒入る。疎密で破断面

《6.6》 1 1 ?とろとろ。

断向三日月形の高台を貼?底部回転糸切り後、高台を付?底部と体部の一部残存。焼成良
り付ける。 ?け裾部をナデる。 好。素地灰白色、釉淡緑色。黒

色鉱物少し入る。高台高0.5cm

底部2/3残存。灰白色。大粒の

砂粒多い。高台高0.7cm

(2.1)

6.1

24-9

251- PN02

灰釉?瓶?1 士
上層

24-11

251-PP01

緑釉?碗?0 士
上層

24-12

-

251- PP02

緑釉?碗?0 吉
上層

24-13
緑釉一碗1覆 土

251- PP03
(稜碗)1上 層

(2.5)

(i6.o)?口唇部薄く、若干外反す

3.5 ?る。断面やや玉日月形を

《7,8川呈する高台を付す。

(14.5》?体部外面下半に稜が付く。

(3.75川断面やや三日月形を呈す

(7.1》 ?る高台を付す。

体部中程に稜を有する。

- 日縁部薄手。体部下半厚

一 くなる。

胴部小片。焼成良好。灰白色。

釉濃緑色。砂粒少ない。

口縁部から底部小片。焼成良好。

素地灰白色。釉褐色～緑色。や

や軟質。高台高0.5cm

口縁部と底部小片。焼成良好。

素地暗灰色。釉灰緑色～緑色。

硬質。高台高0.5cm

体部小片。焼成良好。素地灰白

色。釉褐色～淡緑色。軟質。
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第27表 第251次調査 歴史時代出土遺物一覧(3)

SI131住居 鐙瓦一覧

外 区

図版

遺物番号?位 11 需二 入 弁数 幅 : :,? Hえ、,
24-15

覆土
- - 小片。灰白色。海綿骨針多

2.1-え9。1げ層
2.0 1 1.1 0.9 1 o.g (9.5)巨含む。

24-14

≦1二六。。2?中層
図版20

覆土

SI131住居 男瓦一覧

成・整形の特徴 1
図版

25-1 1カマド - 側端縁ヘラ削 側端縁やや幅?広端わずかに?1/3残存。灰色。砂粒
図版20 1覆 土?20.81 1.5 18×20?り。 広くヘラ削?隅落とし。 ?多い。
251- KC011上層巨18.3) り。

251

24-16

ユ。。2巨石日24)ド゜″
覆土

10.6

(巻き上げ)

,粘志紐匡。834ピ""yAUQ■ 一 端縁ヘラ削り。?ヘラ削り。

SI131住居 女瓦一覧

成・整形の特徴 1
図版

25-2

置二吉。1げ 4ド::“:゜ビ゜
竺1:::[1:?2.3■ ?1。、1,?〒海゜置縄目

L6本

ヘラ削り。 ?ほぼ完形。灰色。砂礫

多い。

26-1 1カマド?(且.5)
一 覆 土?(18.8)1 2.3 ?粘土紐?22×18

251- KD021上層?36.8

端縁ヘラ削り。ト←彎:"'-,。狭端へ
L7本

27-1

2.1-え。。3?覆土ドニ;[;′
一

二・ドじ,諷゜.→2.2h,エエ日。8,2〒"″″′ト屯目
L9本

無調整。

備 考

-

小片。外面灰黒色。海綿骨

(3.6川針多く含む。1.6 1 0,6 1.0 1 0.2

備 考

1/3残存。自然釉かか

る。灰褐色～赤褐色。

白色細砂粒多い。

備 考

1/2残存。濃灰色。凹

面中央の広端寄りに朱

墨書文字(不明)。

ナデとヘラ削?1/2残存。赤褐色味帯

り。 ?びる。凹面中央の広端

寄りに朱墨書文字(不

明)。

端縁ヘラ削り。1縄 目?側端縁ナデ。?狭端面縄目叩?1/2残存。青灰色。
26×29 (無節) き後部分ヘラ

R13本 削り。側端面

はナデ。

ヤデ。

覆土?(15.2)71-%

2.1ユ。。4?上1(3ム日"゜゛

26-2 1カマド

ー 構築土

251- KD051崩壊土巨13.6)

2.2 ?粘土紐?22×18

無調整。 縄 目附4゛゜
L7本

26-3 二7ド?(16.7)? 2.5 ?粘土紐巳1、21?ffi:.:1, Ss l通縄 呈
一

251- KD07?覆土?(18'2) L8本

躍=。。8ド社J1、ビ゜“
25-3

覆土
一

- ?3383べ“グ""99″?縄目
L8本

1/6残存。凹面中央に

朱墨書文字(不明)。

1/6残存。凹面中央に

ヘラ書き文字と朱墨書

文字(不明)。

ヘラ削り。 ?1/7残存。灰白色。海
綿骨針含む。凹面にヘ

ラ書き文字「児」(?)。

ヤデ。
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第28表 第251次調査 歴史時代出土遺物一覧(4)

SI131住居 金属製 口

口口
一 覧

図面

図版?種別

遺物番号

27-3

図版20 1 鉄 釘

251-MMO11

出土

寸 法

位置

覆土旧大;13.2)
〒 1竺太!住"5)

最大厚 0.4

重量(処理前)2.5g

備 考

SI355 住居 土 器 一 覧

図版 器高

遺物番号1器形?位置1底径

28-1

-

251- PHO7

土一尭
覆土

中層

胴部内湾する。底部も若?胴部は横ヘラ削り。底部もへ?底部小片。外面暗赤褐色。内面

(1,3)?干丸底状で、胴部との境?ラ削り。内面胴部から底部に?赤褐色。緻密。

(8.4》 ?には弱い稜が付く。 ?かけ放射状の暗文が僅かに見

られる。

28-2 カマドi (2o.o)?日縁部弱い「コ」字状を?胴部上半は横、斜めのヘラ削?口縁部から底部1/3残存。赤褐

図版21 1 土一尭 1構築土?《27.o) l呈するが、肩部がややダ」り。胴部下半は斜めのヘラ削?色。細砂粒多い。胴部表面に朱

251?PH081 1崩壊土1 6.0 ?レる。 団。 ?墨書文字「心」(?)。

(2o.5) 日縁部「コ」字状を呈す?胴部上半は横、斜めのヘラ削?口縁部小片。赤褐色。細砂粒多28-3
カマド

2.1ん」。9ピ1 ト床床下口″゜゛(7.8)?る。胴部上半に最大径あ団。 ?い。

り。

28-4 覆 土1 (23.1) la縁部大きく湾曲する。

土一亮1床直1(7.3)

251-PH10 構築土

((19,8〔口縁部大きく湾曲する。28-5
カマド

2.1;」1,ピ1 ト床床下ド″゜゜゜
28-6 カマド

土一亮 1構築土1 (3.5)

251- PH12 右袖日5,0))

28-7

一

251- PH13

土一受
覆土

中層
(2.3)

《5.0》

28-8

図版21 1須A一坏

251- PKl6

覆土

中層

(n.8L体部内湾する。

3,3

6.0

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

胴部上半は横のヘラ削り。頚?口縁部小片。赤褐色。細砂粒多

部外面に輪積み痕あり。 ?い。

口縁部内面に輪積み痕が2条?口縁部小片。橙褐色。赤色スコ

あり。胴部上半は横のヘラ削?リア状物質多く含む。

り。

外面は縦のヘラ削り。 ?胴部から底部破片。赤褐色。細

砂粒多い。PH09もしくはPH10

の底部か。

底部1/2残存。赤褐色。砂粒多

い。PH05の底部か。

外面は縦のヘラ削り。

底部回転糸切り。ロクロ目殆?口縁部から底部3/4残存。灰白

ど見られない。 ?色。海綿骨針少量含む。PK26

(SI356東カマド構築土)に器形、

色調、胎土で共通する。

28-9 カマド1 12.4 ?底部大きく、体部直線的?底部回転糸切り。

図版21 1須A一坏1構築土1 3.7 ?に開く。

251- PK171 ?崩壊土1 7.0

28-10 覆 土1(15.3》1体部内湾する。 底部周辺回転ヘラ削り。体部?口縁部から底部1/4残存。濃灰
- 須A一婉1上層1 6.0 外面に輪積みもしくは巻き上?色。海綿骨針含む。

251-PK18 SI3561((8.8》 げ痕あり。

28-11

251-PK19

須A一蓋
覆土

中層

(17.15)) 口縁部外に開き折れ曲が

(2.15川る。

ほぼ完形。灰色。大粒の砂粒少

量入る。

日縁部1/3残存。濃灰色～灰色。

海綿骨針多量に含む。
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第29表 第251次調査 歴史時代出土遺物一覧(5)

SI355住居 男瓦一覧

図面1出土1狭端 成・整形の特徴 I図版 広端l厚さ 凹

遺物番号1位 置1全長

=1′二i。o3?崩壊土じ[;,

29-1

図版21
構築土

25.31 1.3

ー i占ヵ紐 1 ,78,4 〒"′9″″ 自
幅狭い

広端縁ヘラ削?ヘラ削り。 1狭端部若干欠損。灰色。
り。縦のナデ。1 ?海綿骨針含む。狭端側

麻紐付巻き上げか。

考

28-12

251 ュ。。4ド富■1λ8、1"゜゜1″“11
覆土

12.2 148,7?+ご"′?縄 皇隈=ニ;=[9呈l側端縁一ラ削
り。

SI355住居 女瓦一覧

図面1出土1狭端
図版 広端1厚さ 雪 凹

成・整形の特徴 I

29-2

251ユ。。9?桟1(91)ド゜″ビ11シ″″′
覆土 ?端縁"ラ削り・?縄 目1無調整・

L9本

ヘラ削り。 1小片。凹面に朱墨書文
字(不明)。

29-3 1カマド 両側端縁ヘラ

図版22 1構築土?28.61 2.5 ?粘土板口7×21?削り。 押型

251 - KD101崩壊土1(21.2)

SI355 住居 博 一 覧

図面1出土1長辺
図版 短辺1素 材

遺物番号?位 置1厚さ

29-4

=二=oo1?構築土ド1゛1
ヵ、[(21.7) 表裏面及び長辺側面は、長辺に平行するヘラ削り。短?短辺若干欠損。灰褐色。重量(現存)

辺側面は、短辺に平行するヘラ削り。ヘラ削り後全面?3600g
ヤデ。

SI356住居 土器一覧

図面1種別1出土1口径
図版1 1 ?器高

遺物番号1器形?位置1底径

30-1 覆 土〕13.4》?体部緩やかに内湾する。 ?体部下半と底部を手持ちヘラ?口縁部から底部1/2強残存。外
図版22 1 土一坏]中 層1 4.1 削り。内面ヘラ磨き。黒色処1面淡赤褐色。赤色スコリア状物
251 - PH14 SI131 1 6.8 理を施す。部分的に被熟して?質多く含む。北関東系。

いる。

30-2 東カマドl (21.8))1日縁部幅広く、大きく湾?外面横ヘラ削り。
土一吏 1覆 土? (9.1川曲する。

251- PH15 下層

30-3

-

251 - PK20

1。一号5円゜3下″“0"“゜゜一゜゛1"″′門″“11-゜゜
中層

6.6

口縁部から底部2/3残存。焼成

やや不良。暗赤褐色。細砂粒多

い。

30-4 東カマYi (11.7》?体部ほぼ直線的に立ち上?底部回転糸切り離しのまま。?口縁部から底部1/2弱残存。暗
図版22 1須A一坏1覆 土1 3.7 ?がる。 赤褐色。砂粒やや多い。
251- PK21 上層日5.8》

凹面中央に朱墨書文字

(不明)。

備 考

ヘラ削り。 ?1/3残存。「荘」の押型。

成・整形の特徴 備 考

成・整形の特徴 備 考器形の特徴

口縁部1/2残存。赤褐色。砂粒

多い。PH10に似る。
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第30表 第251次調査 歴史時代出土遺物一覧(6)

図版 器高

遺物番号1器形?位置1底径

30-5

251-PK22

書版弗 ?須A?坏?↑ 吉
中層

12.3 ?体部直線的に立ち上がる。?底部回転糸切り。体部外面に?口縁部から底部5/6残存。暗灰

3.95 ?体部下端指押えのため、?輪積みもしくは巻き上げ痕あ?褐色。白色砂粒多い。

6.4 ?凹となる。 団。

30-6

251- PK23

須A一坏
覆土

中層

(12.7》?体部内湾する。

(4.0)

30-7

-

251- PK24

須A一坏
覆土

上層

(12.2》?底径やや大きい。器壁厚?体部外面(下端)に輪積みも?口縁部から底部1/3残存。暗灰

4.0 ?い。 ?しくは巻き上げ痕あり。 ?褐色。海綿骨針少量含む。

《7.55》

30-8 11.5 ?口唇部薄く、体部下半厚?底部回転糸切り。

図版22 1須A一坏1周溝内1 3,6 ?い。

251- PK251 1 1 5,9

30-9

図版22 1須A

251- PK26

?訂竺ごアドド1.′:
構築土

6.0

30-10

図版22 1須A一坏

251- PK27

覆土

中層

《11.6》

(3.0)

30-11

図版22 1須A一碗

251- PK28

覆土

中層

30-12 北カマド

図版22 1須A一婉1覆 土

251?PK291 1中層

30-13
覆土

2.1;えsol5DA?2■九
30-14

ー

251- PK31

須A?鉢?0 吉
上層

30-15

図版22 1 須一蓋

251- PK32

30-16 東カマド ボタン状のつまみを貼り

図版22 1 須一蓋 ?構築土? (3.9川付ける。器肉厚い。
251- PK331 1崩壊土 一

30-17

図版22 1 須一蓋

251- PK34

30-18

須一瓶

251- PK37

30-19
灰釉一

251- PN04
四耳壷

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

口縁部から体部1/3残存。暗灰

褐色。白色砂粒多い。

口縁部から底部4/5残存。焼成

良好。青灰色。白色砂粒多い。

体部大きく内湾する。 底部回転糸切り。 完形。暗灰色。海綿骨針多く含

む。

日縁部小片。灰色。海綿骨針多

く含む。体部外面に墨書文字

「月」(?)。

完形。灰白色。大きな砂粒少し

入る。海綿骨針含む。G59窯式

期。

日縁部から底部1/3残存。灰白

色。白色砂粒少量含む。

15,45?体部下半内湾する。口縁?底部回転糸切り。

6.0 ?部はまっすぐに立つ。器

7.85 ?壁厚い。銅鋺の模倣形。

15.6 ?体部下半内湾し、口縁部?底部回転糸切り離しのまま。

6.5 ?はまっすぐに立つ。

6.0

断面方形の高台を付す。

( 3.0)

6.9

((17,7〔日縁部はやや幅広い。体
(4.2)?部やや内湾する。

底部回転糸切り後、高台を付?体部から底部残存。灰色。海綿
す。 ?骨針多量に入る。高台高0.55cm

口縁部小片。暗青灰色。海綿骨

針やや多く含む。

17.1 ?器肉厚い。

5.3

1/2強残存。青灰色。礫多く入

る。
覆土

中層

口縁部欠損。半還元焔。淡橙褐

色。細砂粒多い。

体部小片。灰色。白色砂粒少し

入る。内面に墨書痕1ケ所あり。

文字か否か不明。

口縁部1/2残存。焼成良好。暗

灰色。緻密。

-

(2.5)

(7.8》 ?日縁部端が強く外反する。
(3.9)

覆土

中層

上
層

覆
上

断面方形の隆帯を貼り付?突帯以下の外面に平行叩き痕?胴部小片。焼成良好。素地灰白
(8.2川ける。その上に、上下に?残る。 色。釉灰緑色。緻密。

孔を貫通させた耳を付す。

上
層

覆
中
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第31表 第251次調査 歴史時代出土遺物一覧(7)

SI356住居 男瓦一覧

図面1出土1狭端
図版 広端1厚さ 1 凹

成・整形の特徴 I

31-1

原1二i。o5?中 層?耳al I ″■幅狭・・
図版23 1 トdみ士 1 ..。 1 ↑占ヵ紐 1 ,88,9 広端縁と側端

縁幅広くヘラ

削り。

広端縁と側端

縁幅広くヘラ

削り。

2/3残存。濃灰色。砂

粒多い。

SI356住居 女瓦一覧

成・整形の特徴 I
図版

:"シ層1こr訝ド1:]l2.25 1 :,,孟
2.1-えゎ111構築土?。9.。)?

側端縁ヘラ削?縄 目?無調整。 ?側端面ナデ後?1/6残存。暗灰色。
21 X 16?り。 (無節) ヘラ削り。

L10本

゜"-2 l's2yYl 2-9 1 2.05 ?N&kl)x 1 18X20〒"′"' oo?縄一呈
2.1-え。12?構築土N孔[畠 L7本

無調整。

31-4

買二翫。I〒"l (128) l 2″ビ1シ"゜゛″
覆土 縄目

L7本

251

32-1

-]、。14?構築土日、=3、ド゜゜
竺?隻ニ,ド1 25.1 1 。.6 ■ ?288。9ピ"":dUO,ト, 目

L9本

無調整。

SI356 住居 土 製 口

口口
一 覧

図面 出土

図版l種別 備

遺物番号 位置

32-2

251 - TK。1■羽品 ド ζ藪士霊 。「9、
フィゴ?覆土1竺1- - 赤褐色～灰褐色。胎土に砂粒多い。

SI356住居 金属製 口

叩
一 覧

図面 出土

図版?種別

遺物番号 位置

32-3 最大長(10.0) ?重量24.5g
図版23 1 鉄 釘 1床 直1最大幅(1.25)
251- MM021 1 ?最大厚 0.85

1/4残存。砂粒多く含

む。

小片。凹面にヘラ書き

文字(不明)。

ヘラ削り。 ?1/3残存。海綿骨針含
む。広端面にワラ状圧

痕あり。

考

備 考
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第32表 第251次調査 歴史時代出土遺物一覧(8)

遺構外 土 器 一 覧

図版 器高

遺物番号1器形?位置1底径

32-4 (12.4L体部直線的に立ち上がる。?底部回転糸切り。

図版23 1須A一坏1攪 乱1 3.7 ?底部大きい。

251- PK351 1 1 6.7

32-5 (12.1川体部内湾する。

須一坏1表 土1 3.95

251- PK36 《4,6》

遺構外 男 瓦 一 覧

図面1出土?狭端 成・整形の特徴 1
図版 広端1厚さ 凹 面 端 面

遺物番号?位 置1全長

32-6 一 側端縁ヘラ削 両側端縁ヘラ?ヘラ削り。 ?1/4残存。赤褐色。海

図版23 :攪 乱?(14.2)1 2.0 ?粘土紐?26×26?り。広端縁幅 削り。広端縁 綿骨針含む。凸面に押

251- KC06 (22、0) 広くヘラ削 幅広くヘラ削 印「父」。

り。 り。

縦方向のナデ。?ヘラ削り。

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

口縁部から底部2/3残存。濃灰

色。海綿骨針多く含む。

ロクロ目顕著。 口縁部から底部1/4残存。濃灰

色。海綿骨針多く含む。

備 考

32-7 1表土 -

図版23 ?(中央 1.55?粘土紐?22×33

251- KC071 東壁)?(7.0)

遺構外 災 斗 瓦 一 覧

図面1出土1狭端 成・整形の特徴

図版 広端1厚さ 凹 面 端 面 備

遺物番号?位 置1全長

32-8

買7フ雫(某東試)日,78)? 1゜9
攪乱

20X18?ヘラ削り。二讐テ這縄呈?=;
L8本

叩き後、縦へ?ヘラ削り。

小片。凸面にシダ類の

圧痕あり。海綿骨針含

む。

考
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第33表 第252次調査 縄文時代出土遺物一覧(1)

SU5 埋亮 縄文 土器 一 覧

図面?種別

図版

遺物番号1 器 形

36-1

図版28 ? 深 鉢

252 - JF01i

出土

位置

埋亮内

口径

器高

底径

24.8 ?口縁部が湾曲するキャリ?口縁部に横S字文を連結して?胴部下半を欠損。焼成良好。10Y

(17.1川パー形の深鉢。 施文し、隆帯による横S字文、?R7/3にぶい黄橙色。緻密。加

蛇行文、懸垂文。隆帯の渦巻?曽利EI式。

はLの撚糸文。頚部は無文。

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

SU6 埋売 縄 文土器 一 覧

図面?種別

図版

遺物番号1 器 形

36-2

図版28 ? 深 鉢

252 - J[

出土

位置

埋翌内

口径

器高

底径

欠損部が多く、全容は不?丁寧なナデ。

明。(8.8)

11.3

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

底部のみ残存。焼成不良。5YR

3/4暗赤褐色。白色砂粒を多量

に含む。無文。

SKJ 縄 文 土 器 一 覧

図面?種別

図版

遺物番号1 器 形

36-3

図版28 ? 深 鉢

252 - JE01i

36-4

図版28 ? 深 鉢

252 - JEI

36-11

図版28 ? 深 鉢

252 - JECI

36-12

図版28 ? 深 鉢

252-

口径

器高

位置?底径

SK907J1 12.6 ?口縁部がやや内湾する。?口唇部に粘土紐を貼り付け、?口縁部の一部を欠損。焼成やや

覆 土1 21.0 ?胴部が筒形。 ?連続刻目を入れる。器体部に?良好。5YR4/3にぶい赤褐色。

下 層1 7.7 1 ?はRL縄文を施す。 ?やや粗く、白色砂粒を多く含む。

勝坂Ⅰ式。

円筒形の深鉢。口縁部が?胴部LRの縄文。半截竹管状工?ほぼ完形。焼成良好。10YR6/4

四角形に比類する。 ?具の連続爪形文による区画。?にぶい赤橙色。やや粗く、砂粒

区画内は印刻状の三叉文、交?を多く含む。勝坂Ⅲ式。

互刺突文、渦巻状の文様を施

す。

欠損部が多く、全容は不?幅の狭い押し引き文、角押文?胴部破片。焼成良好。10YR6/2

明。 ?を施す。 ?灰黄褐色。極めて粗く、5m大

の砂礫を含む。勝坂Ⅰ式。

胴部破片。5YR3/3暗赤褐色。

阿玉台式。

SK915J

覆土

制
上
層
?
制
土
層

酩
覆
上
?
酩
覆
中

出土

(3.4)

-

(3.3)

12.2

28.1

6.8

欠損部が多く、全容は不

明。

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

SKJ 石 器 一 覧

図面

図版?種別

遺物番号

37-1

図版29 1 石 鎌

252-AB01

37-2

図版29 1 石 鍬

252 - ABO2

出土

位置

SK904J

覆土

下層

SK904J

覆土

下層

・念"3二分類1石材?最大幅

最大厚

2,3

黒曜石1 1,4

0.45

3,4

黒曜石?(2.4)1 2

0.5

2-b

2-c

1.1

特 徴 備

やや袂りの浅い、断面レンズ状を呈?完形。

する両面調整。

丁寧な両面調整で、側縁は鋸歯状1片脚部を欠損。

やや幅広で深い挟りを有する。

考
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第34表 第252次調査 縄文時代出土遺物一覧(2)

図面

図版

遺物番号

37-3

図版29 1 石 匙

252-AS01

37-4

図版29 1 石 匙

252 - AS02

37-5

図版29 1 石 匙

252 - AS03

37-6

図版29 1 石 匙

252 - AS04

Thl-1

図版29 1 石 匙

252 - AS05

37-8

図版29 1 石 匙

252 - AS06

種別

SK908J

覆土1トa

下層

位置

SK904J

覆土14?a

中層

SK904J

覆土1トb

上層

SK904J

覆土1トb

下層

SK904J

覆土1トb

上層

SK904J

覆土

出土 」?=?重量分類1石材?最大幅
(g)

最大厚

7.6

粘板岩?(10,8)1 60

1.O

12

1.2

4.4

安山岩1 7.41 22

0.8

3.4

砂岩18,1116

0.7

2.1

チャート1 2,6

0.5

6.0

頁岩110.5162

1.3

4-c

小形で両面調整。

1.5

刃部右側は一部欠損するものの、左?刃部の一部を欠損。大形粗
側より鋭角。つまみ部は四角形に調?製石匙。刃角40～55゜
整される。両面調整。

刃部は大きく湾曲し幅広。つまみ部?完形。粗製石匙。刃角30゜
は丸みを持つ。片面調整。

ほぼ左右対称。つまみ部は四角形に?完形。粗製石匙。刃角35゜
調整され、片面には自然面を残す。

刃部が湾曲し、つまみ部は小さく、?完形。粗製石匙。刃角35～
やや丸みを持つ。両面調整。 ?40゜

裏面に主剥離面を残す。扶り部の左?完形。大形粗製石匙。刃角
右に細かい調整。 ?25～40゜

特 徴

完形。粗製石匙。刃角25゜

備 考

PJ縄 文土 器 一 覧

図面

図版

遺物番号

36-5

図版28

252?JE02

36-14

図版28

252?JE09

36-23

図版28

252?JE10

種別

器形

深鉢

深鉢

深鉢

PJ - 69

PJ - 70

PJ - 71

PJ - 58

覆土

PJ - 46

覆土

出土?日径

?器高

位置1底径

欠損部が多く、全容は不 ?口唇部に大きく立ち上がる突?胴部以下を欠損。焼成良好で内
明。 起を1ケ所付し、交互刺突。?黒。5YR6/8橙色。緻密だが白

口縁部に2本の沈線。貼付隆?色砂粒を少量含む。勝坂Ⅲ式。
帯によって4ケ所の楕円区画

で文様帯を構成し、枠には連

続爪形文、枠内には斜方向の

短い沈線を施す。

角押文を施す。

22.2

(17,8)

(2,7)

(3.4)

欠損部が多く、全容は不

明。

欠損部が多く、全容は不

明。

器形の特徴

日縁部破片。焼成良好。5YR3/3

暗赤褐色。粗く、砂礫を多く含

む。勝坂I式。

日唇部に刻目、隆線に沿って?口縁部破片。焼成良好。5YR4/3
爪形文を施文する。 ?にぶい赤褐色。粗く、2～4丁大

の砂礫を多く含む。阿玉台1式。

成・整形の特徴 備 考

36-13

図版28

252 - JF05

深鉢
PJ-51

覆土
(2.0)

-

欠損部が多く、全容は不 ?Lの撚糸文を施す。
明。

胴部破片。焼成良好05YR4/6

赤褐色。粗く、2柵大の砂粒を

少量含む。加曽利EI式。

-88-



第35表 第252次調査 縄文時代出土遺物一覧(3)

Ⅲb層 縄文土 器 一 覧

図面

図版

遺物番号

36-15

図版28

252-JC01

36-6

図版28

252 - JE05

36-7

図版28

252 - JE06

36-16

図版28

252 - JF06

36-17

図版28

252-JG01

種1出土

器形?位置

深鉢1Ⅲb層

深鉢1Ⅲb層

深鉢1Ⅲb層

深鉢1Ⅲb層

深鉢
Ⅲb層

上面

口径

器高

底径

欠損部が多く、全容は不?山形押型文を施文。内面ミガ?胴部破片。焼成良好。10YR5/6
明。 ?キ。 ?黄褐色。粗く、砂礫を少量含む。

早期中葉。

欠損部が多く、全容は不?貼付隆帯による幅広の沈線を?底部の一部のみ残存。焼成やや
明。 ?施す。 ?良好05YR5/3にぶい赤褐色。

粗く、2?大の砂粒を多く含む。

勝坂Ⅱ式。

口縁部は抽象文的文様。連続?日縁部から胴部にかけて一部残

する幅広の爪形文と波状沈?存。焼成不良。5YR3/2暗赤褐

線。隆帯による区画で、頚部?色。粗く、砂粒を多く含む。勝

は楕円文、胴部は波状文。内?坂Ⅱ式。

面のミガキ良好。

欠損部が多く、全容は不?口縁部に二段の円形竹管文を?口縁部破片。焼成やや良好。
明。 ?施す。細い隆線下には撚糸文?10YR6/2灰黄褐色。粗く、赤色

を施す。 ?スコリア、砂粒を多く含む。加
曽利EIV式。

欠損部が多く、全容は不?横位の2本の沈線の間にLR縄?胴部破片。焼成良好。5YR7/2

明。 ?文を施文し、他は磨り消し。?明灰褐色。緻密。堀之内2式。

《26.0》

(18.8)

-

ー

(10.4)

11.O

(3.5)

-

(4.2)

一

-

(4.3)

-

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

Ⅲb層 石 器 一 覧

図面

図版

遺物番号

37-9

図版29 1 尖頭器 1 Ⅲb層

252 - AA01i

37-10
ミ、ニニ ?.-.一～1 Ⅲb層
ぞう29一日打製石斧?T"盃
252 - AG01

37-11

図版29 ?打製石斧1 Ⅲb層
252 - AG02

37-12

図版29 ?打製石斧1 Ⅲb層

252 - AG06

種別

位置

出土 J-?重量分類1石材?最大幅
(g)

最大厚

(9.4)

粘板岩1 2.0 1 15

0.9

13.6

砂岩15,751197

2,1

16.3

砂岩16.71367

3.0

10.25

頁岩13.351 52

1.75

6-a

6-a

6-c

1

特 徴 備

極めて丁寧な剥離を表・裏面に施?ほぼ完形。

し、基部、端部を鋭角的に仕上げ、

断面はレンズ状を呈する。

表面に自然面、裏面に主剥離面を有?完形。

し、側縁部に調整を集中するが、や

や左右非対称。

両面調整で分厚く、大形。 ?完形。

両面調整で、表面に著しい磨耗痕が?完形。

認められる。

考

-89-



第36表 第252次調査 縄文時代出土遺物一覧(4)

Ⅲc層 縄文土器 一 覧

図面

図版

遺物番号

36-19

図版28

252?JBO1

種別

器形

深鉢

出土?口径

?器高

位置1底径

垂直に立ち上がる[コ縁部。?撚糸文(原体は不明)を施文?口縁部破片。焼成良好。5YR3/3

する。 ?暗赤褐色。極めて粗く、3m大

の砂粒を多量に含む。早期前半。

Ⅲc層 1 (3.0)
一

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

36-20

図版28

252?JC02

36-18

図版28

252?JE11

36-8

図版28

252-JF02

36-9

図版28

252～JF03

深鉢 Ⅲc層 ? (4.1)

一

Ⅲc層

浅鉢瞳扁;,,i (8.3)
-

(30.3)
Ⅲc層

深 鉢 ?埋i富辺? (25.6)

Ⅲc層

深鉢?埋讐ぼ門0s.o)
-

欠損部が多く、全容は不?条痕文系、繊維を含む。

明。

胴部破片。焼成やや不良010YR

6/3にぶい黄橙色。粗く、砂粒

を多く含む。早期後半。

口縁部破片。焼成良好。5YR5/6

明赤褐色。丹塗り。白色砂粒を

含む。赤色塗りの痕跡。勝坂Ⅲ

式。

キャリパー形で日縁部が?口縁部に渦巻状の区画。頚部?日縁部及び胴部下半を欠損。焼
突起。 は無文。胴部は渦巻状の区画?成良好。5YR5/3にぶい赤褐色。

で、Rの撚糸文を施す。 ?緻密だが4mm大の砂礫を少量含

む。加曽利EI式。

やや十詰まりのキャリパ?頚部はナデによって無文。胴?頚部から胴部、底部が残存。焼
ー形の深鉢。 ?部との境界は2本の貼付隆帯?成良好。5YR5/6明赤褐色。や

によって区分される。胴部に?や粗く、砂粒を多く含む。加曽
はLの撚糸文を地文とし、垂?利EI式。

下する蛇行文と直線文を貼付

隆帯にて表出している。

日縁部を肥厚。 内・外面丁寧なミガキ。

遺構外 縄文土器 一 覧

図面

図版

遺物番号

36-10

図版28

252?JE04

36-24

図版28

252-JE12

36-25

図版28

252?JE13

36-21

図版28

252-JF07

36-22

図版28

252 - JGO2

種別

器形

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

出土?日径

?器高

位置1底径

日is.oL円筒形の深鉢。

表採?Oo.g)

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

日縁部に蛇行隆帯と爪形文。?日縁部から頚部の一部残存。焼

隆帯による三角形の区画に三?成良好05YR6/2灰褐色。砂粒

叉文、隆帯上に交互刺突文を?を多く含む。勝坂Ⅱ式。
施す。

欠損部が多く、全容は不?幅狭の押し引き文を2条施す。?胴部破片。焼成やや良好05YR
明。 3/2暗赤褐色。砂質。勝坂I(1

沢)式。

胴部破片。焼成やや良好。5YR

3/2暗赤褐色。砂質。勝坂Ⅰ式。

-

表土?(3,2)

欠損部が多く、全容は不?ヒダ状圧痕。
明。表採?(4.8)

攪乱1(4,2)
欠損部が多く、全容は不?RLの縄文。磨り消し縄文。
明。

胴部破片010YR4/2灰黄褐色。

加曽利EⅢ式。

表土1(4.3)

朝顔形Ⅱ縁の深鉢。 横位2本の沈線の間にRL縄文?胴部破片。焼成良好010YR6/2

を施文。他は磨り消し。 ?灰黄褐色。緻密だが、1術大の

砂粒を含む。堀之内2式。

-9叶



第37表 第252次調査 歴史時代出土遺物一覧(1)

SI357 (A期・B期) 住居 土 器 一 覧

図版 器高

遺物番号1器形1位置1底径

40-1

252-PH01

土一亮
覆土

357(A)l ((15.6)) 倶竺部短く竺干ぶ反し・?口縁部若干横ナデー雫部外面?ワ縁曹から竺部1/3残存・赤褐
《19.0》?胴部中位に最大径あり。?縦のヘラ削り。内面胴部から?色。細砂粒多い。器肌粗い。へ

8.0 ?底部大きい。 ?底部ヘラ削り。 レ削り痕良く残らず。

40-8 SI357(B)l (19.a i口縁部弱い「〉」字状。 ?頚部指頭による調整痕残す。?口縁部1/2弱残存。焼成良好。
一 土一翌1覆土?( g.o) 胴部上半横及び斜めのヘラ削?暗橙褐色。砂粒多く弱い。

252 - PH02 上層 り。

?I357 (A)?(15.5》?体部緩やかに内湾する。 ?底部に回転糸切り痕を残す。40-2
1須A-

2.2看、。1【言付坏?15洲r國65'54)) 断面方形の高台を付す。

40-3 .I357(A)l (12.8))?体部大きく内湾する。 ?内面のロクロ目顕著。

須B一坏1カマド? (4.9)
252 - PK02 覆土

40-4

図版31 1須B-

252 - PK03

訂IS:57(A)l <(12:i7))?体部やや内湾する・
覆土

4.6

40-5 ]357(A)l (13.2) l体部直線的に開く。体部?底部回転糸切り。

須B一坏1覆 土日3.6Iと底部との境不明瞭。
252 - PK04 上層1(5.9》

40-9

図版31 1須B-

252 - PK06

, lS巳57。B)l (iκ.,:)i ?体部直線的に外に開く。
覆土

4.7

40 - 10

252 - PK07

須B- , lS巳57(B)? 雪μ ?体部直線的に外に開く。
覆土

4.2

40-11

図版31 1須B-

252 - PK08

ュ?8?s7(B)l U,H..o)?体部大きく内湾する。
覆土

4.2

40-12

-

252 - PK09

須B- 訃'2s7雪)ド1:..:》 ?体部緩やかに内湾する。
床直

(3.8》

40-13

252-PK10

須B- ィト357 (B)? (1;..;))?体部直線的に開く・
カ7ド上?(;];》

40-14

252-PK11

須8?婉?S二57(B)l (,1、1災0這;冨手越器篇聚
覆土

8.5

高く、台端が外に「L」字?底部糸切り痕残らず。

40-6

252-PL01

土質一婉ドテ768利 (3.7)
覆土

11.8

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

口縁部から体部1/5残存。灰白

色。砂粒少し入る。高台高0.5cm

口縁部から体部1/6残存。暗赤

褐色。砂粒多い。

底部回転糸切り。 口縁部から底部1/2残存。器表

面黒褐色、胎土橙褐色。海綿骨

針含む。

口縁部から底部1/3残存。橙褐

色。細砂粒多い。

底部回転糸切り。ロクロ目顕著。?口縁部のみl/2欠損。淡赤褐色。

口縁部外面に輪積みもしくは?礫少し入る。

巻き上げ痕あり。

底部回転糸切り。 ?口縁部のみ6/7欠損。赤褐色。

砂粒多い。

底部回転糸切り。体部下半に?口縁部のみ1/2欠損。橙褐色。

輪積みもしくは巻き上げ痕あ?砂粒多い。赤色スコリア状物質

り0 1含む。

口縁部から底部1/3残存。赤褐

色。砂礫多い。

口縁部から底部1/5残存。暗褐

色。砂粒少ない。二次焼成受け、

器肌粗い。

高台のみ残存。赤褐色。砂粒多

い。赤色スコリア状物質含む。

高台高1.85cm

高台のみ残存。赤褐色。細砂粒

入る。赤色スコリア状物質含む。

全体に歪みあり。高台高(3.7)

cm

台端が僅かに外に張り出

す。
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第38表 第252次調査 歴史時代出土遺物一覧(2)

図版 器高

遺物番号1器形?位置1底径

上質一 ?813.7(8)?(18.85》?μ部:や内竺と大きく?ロクロ目顕著。40-15

(5,9)?外に開く。器壁厚い。
2.2」,。2?高台付坏?覆 土

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

口縁部から体部1/5残存。赤褐

色。軟質。赤色スコリア状物質

含む。外面に黒色付着物。口唇

部に刻み目状のキズ(?)があ

る。

SI357 (A期・B期) 住居 男 瓦 一 覧

成・整形の特徴

端 面

板状工具によ?ヘラ削り。 ?1/8残存。凹面に朱墨書
縄 目?る回転ナデ。 文字(不明)。

図面1出土1狭端

図版 広端1厚さ 門

遺物番号?位 置1全長 素材?布 目

40-7

?實7噴)日4.5)?1.1.?粘エ鮎。6823
2.2?え。。1?床直日11上)
41-1

竺,二i。o2?覆土■゛3
図版31

SI357 (B)ド1゜9
24.71 2.2 ?粘土紐?21×14

無調整。

備 考

縄 目?板竺チ具によ日ラ削り・
7′1る回転ナデ・

ほぼ完形。灰色。砂礫

多い。

SI357 (A期・B期) 住居 女 瓦 一 覧

成・整形の特徴 1
図版 広端?厚さ[ 門

41-2

買デヱ。。1『星"iド::゜:゜
s2sz 4利(23,(1o9)?2.3? - ?2,、28ピ゛">AUQ■R 目

L11本

無調整。 ナデ後部分へ?1/2残存。青灰色。
ラ削り。

備 考
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第39表 第264次調査 縄文時代出土遺物一覧(1)

SI365J 住居 縄文土器 一 覧

図面

図版

遺物番号

50-1

図版39

264?JE01

50-2

図版39

264?JEO2

種別

器形

深鉢

深鉢

出土

位置

P-1

覆土

覆土

上層

SI366J

口径

器高

底径

欠損部が多く、全容は不?胴部文様帯系で、隆帯で区画?底部のみ残存。焼成良好。10YR
明。 ル、区画文が施される。 7/4にぶい黄橙色。やや砂質で、

2馴大の白色砂粒を多く黒雲母

を少量含む。勝坂Ⅱ式。

欠損部が多く、全容は不?頚部楕円横帯区画文で、枠の?頚部破片。焼成やや良好010YR
明。 間に刺突文を施文し、薄い隆?5/2灰黄褐色。比較的緻密で、

帯。 白色砂粒を少量含む。勝坂Ⅱ式。

(15.6)

-

(8.4)

8.5

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

SI365J 住居 石 器 一 覧

図面

図版

遺物番号

55-1

図版44

264 - ABOI

種別

石倣

出土

位置

土
層

覆
上

分類

2-c

d交q重量石 材?最大幅
(g)

最大厚

(2.3)

チャート1 1.6 1 1.6

0.4

特 徴 備

やや胴長で逆U字形の袂りを有する?先端部を欠損。
両面調整。

考

SI366J 住居 縄 文土器 一 覧

図面

図版

遺物番号

54-5

図版42

264?JCO1

種別

器形

深鉢

出土

位置

土
層

覆
上

日径

器高

底径

波状口縁。-

(11.1)

-

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

口縁部、口唇部に3条の連続?口縁部破片。焼成不良010YR7/4

爪形文。原体は不明縄文。内?灰黄褐色。粗く、3～4剛大の砂

面は丁寧なミガキ。 ?礫を多く含む。早期後半。

50-3

図版39

264 - JE03

50-4

図版39

264 - JEO4

深鉢

深鉢

土
層

覆
上

覆土

上層

SI367J

(13.2)

-

(7.0)

貼付隆帝で棒状単沈線の縦位?胴部破片。焼成良好。5YR5/3

の平行沈線を区画内に充填。?にぶい赤褐色。白色砂粒を多く
裏面にミガキ。 ?含む。勝坂Ⅱ式。

欠損部が多く、全容は不?頚部楕円横帯区画文。区画内?頚部文様帯の一部残存。焼成や
明。 側に縦位の沈線文を施文す?や良好。5YR6/3にぶい橙色。

る。 ?砂質で、1～2則大の砂粒を多く

含む。勝坂Ⅱ式。

円筒形。

50-5

図版39

264 - JEO5

深鉢
石囲炉

埋翌
(26.3)

口縁部が無文で内湾して?口縁部と頚部、胴部との境界?頚部から胴部上半にかけて1/3
いる。 には押し引きを施した貼付隆?残存。焼成やや良好。10YR6/2

帯を廻らせ、渦巻文を配し、?灰黄褐色。緻密。勝坂Ⅲ式。
連続刺突文、胴部にはRLの単

節縄文を縦位に施文する。

50-7

図版39

264 - JEO6

深鉢

覆土

上層

SI370J

SD205内

P-15

(18.4》

(21.9)

円筒形の深鉢。 縦位区画文、貼付隆帯によっ?胴部破片。焼成良好。5YR5/6
て区画した内側に沈線による?明赤褐色。緻密だが、2～3m大
渦巻文と刻目、列点を施す。?の砂粒を少量含む。勝坂Ⅲ式。
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第40表 第264次調査 縄文時代出土遺物一覧(2)

図面

図版

遺物番号

種

器

別

形

出

位

土

置

日径

器高

底径

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

50-6

図版39

264?JEO7

深 鉢

覆土

上層

SI367J

(19.2》

(14,2)

円筒形の深鉢。 口縁部から胴部上半は沈線に?胴部1/2残存。焼成良好05YR5/3

よる波状文と三叉文、斜行文、?にぶい赤褐色。粗く、砂粒を多

渦巻文、胴部下半は1本の沈?く含む。全体に粗雑。勝坂Ⅲ式。

線を廻らせて、上半と区画し、

RL単節縄文を施文する。

50-8

図版39

264?JEO8

浅 鉢
覆

士一

土

層

《4214))

(7,8)

-

沈線によって渦巻文と楕円文?日縁部1/4残存。焼成良好。10YR

を表出する。 ?7/3にぶい黄橙色。丹塗り。緻

密だが、1闘大の砂粒を多く含

む。赤色顔料が付着する。勝坂

Ⅲ式。

50-9

図版39

264?JFO1

深 鉢
覆

上

土

層

(19.4)

(8.7)

キャリパー形を呈すると?日縁部には隆帯表出の渦巻文?口縁部1/2残存。焼成良好010YR

考えられる。 ?による区画が認められ、区画?6/4にぶい黄橙色02術大の砂粒

内にはLの縦位の撚糸文が施?を少量含む。加曽利EⅡ式。

文される。

50-10

図版39

264 - JFO2

深 鉢

覆土

下層

SI371J

41,2

(24.3)

一

口縁部は緩やかに外反す?口縁部は貼付隆帯によって文?胴部下半を欠損。焼成良好。5YR

る。 ?様帯と渦巻文を表出し、区画?7/3にぶい橙色。砂質で、3恥大

内に撚糸文を施す。胴部は地?の砂粒を多く含む。加曽利EⅡ

文に条線を施し、貼付隆帯に?式。

よって意匠文を表出する。

50-11

図版39

264?JFO3

深 鉢

覆土

上層

SI367J

SI370J

(3o.o)

(18、8)

日縁部が緩く湾曲し、頚?口縁部は貼付隆帯によって文?胴部下半以下を欠損し、残存部

部で窄まる。 ?様帯を区画し、表出し、区画?は全周の1/3を欠損。焼成良好。

内は押し引きによる列点を施?10YR7/4にぶい黄橙色。白色砂

文。頚部は広い無文帯で、貼?粒を少量含む。加曽利EI式。

付隆帯によって分境してい

る。胴部は粗いLの撚糸文の

地文上に隆帯を垂下してい

る。

50-12

図版39

264?JFO4

深 鉢
覆

上

土

層

(49.0》

(29.6)

外反する波状日縁で、頚?日唇部は丁寧なナデを施し、?日縁部から胴部にかけて一部残

部から胴部にかけて「く」?著しく蛇行する貼付隆帯によ?存。焼成良好。10YR7/6明黄褐

字状に届曲する。 ?って区画された内側にLの撚?色。緻密で、2Ⅲ大の砂粒を微

糸文を施す。 ?量含む。加曽利EI式。

51-1

図版39

264?JFO5

深 鉢

覆土

下層

SI367J

SI370J

《34.7》

(39.1)

一

ほぼ垂直に立ち上がる波?日縁部は貼付隆帯によって長?胴部下半を欠損し、残存部はほ

状I]1縁で、頚部で窄まる。?方形の区画を表出し、内側に?ぼ全周する。焼成良好010YR8/3

沈線を施文する。頚部は広い?浅黄橙色。緻密で、2m大の砂

無文帯で、2本の隆帯で分境?粒を微量含む。加曽利EI式。

する。胴部はLの撚糸文を地

文とし、垂下する隆帯と横位

の「J」字文を隆帯で表出する。

50-13

図版39

264?JFO6

深 鉢
覆

上

土

層

(:-7.0)

(16.3)

一

口縁部がやや内湾するキ?日縁部には貼付隆帯によって?口縁部から胴部にかけて一部残

ャリパー形を呈する。 ?文様帯を区画し、枠間に竹管?存。焼成良好。7.5YR7/2明灰

状工具による沈線で渦巻文を?褐色。微量な白色粒子と雲母を

施文する。区画内は垂下する?多く含む。加曽利EⅡ式。
沈線を施文する。頚部は斜方

向の条線を施し、胴部は沈線

による渦巻文を施す。内側は

丁寧なミガキを施す。
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第41表 第264次調査 縄文時代出土遺物一覧(3)

図面

図版

遺物番号

種別

器形

出

位

土

置

口径

器高

底径

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

50-14

図版39

264 - JFO7

深鉢
覆

下

土

層

(27.0》

(7.4)

-

著しく内湾する日縁部。 ?地文に縦位の条線を施し、貼?日縁部1/3残存。焼成やや良好。
付隆帯によって区画した内側?2.5Y7/2灰黄色。3～4m大の砂
の隆帯際を竹管状工具で太く?粒を少量含む。加曽利EⅡ式。
なぞり、さらにその内側に細

い沈線を縦方向に施す。口唇

部直下に列点を施す。

51-3

図版40

264?JFO8

浅鉢
覆

1

土

層
《24.4》

9.7

口縁部から頚部にかけて?口縁部は無文。頚部は貼付隆?全体の1/3を欠損。焼成やや良
「く」字状に屈曲し、頚部?帯による文様帯区画で、内側?好010YR8/6黄橙色。丹塗り。
から胴部にかけて「〉旧に竹管状工具によって隆帯際?2～3恥大の砂粒を多く含む。加
字状に屈曲。 に沈線を施し、さらに内側に?曽利EⅡ式。

も細い沈線を縦位に施す。区

画の枠間には沈線による渦巻

文と、その直上に4～5個の列

点を施す。胴部は粗いナデに

よって調整され、無文。

51-5

図版40

264?JFO9

深鉢
覆

2

土

層

《16.8》

15,5

9.0

胴部が内湾する、無頚の?単沈線による渦巻文(唐草文)?胴部下半は全周するが、口縁部
鉢。 を配し、RLの単節縄文を施文?から胴部上半は1/2を欠損。焼

する。剣先文も見られる。大?成良好。5YR7/3にぶい橙色。

木の影響。 ?緻密。加曽利EI式。

51-7

図版40

264-JF10

浅鉢
覆

上

土

層

《31.4》

(25.7)

口縁部が垂直に立ち上が?口縁部は無文。頚部と口縁部?日縁部及び胴部1/2残存。焼成
る浅鉢。 の境界は貼付隆帯を廻らす。?やや良好。10YR8/3浅黄橙色。

頚部には沈線で9ケ所の文様?丹塗り05論大の小礫をやや多
帯を区画し、内側に縦方向の?く含む。加曽利EⅡ式。
細い沈線を施す。区画枠の間

には列点を多く施す。胴部か

ら底部にかけて無文。頚部と

胴部の境界には貼付隆帯を廻

らす。

51-10

図版40

264-JF11

51-8

図版40

264?JF12

深鉢

深鉢

覆土

2層

覆

上

土

層

《16.0》

(19.6)

(12.0)

(5.1)

注口上器。 RLの縄文を地文とし、隆帯を?1/3残存。焼成良好。10YR8/4

付し、それに沿う沈線文、渦?浅黄橙色。丹塗り。砂質。加曽
巻文、連弧文。扁平な隆帯。?利EⅡ式。

欠損部が多く、全容は不?丁寧なナデ調整の後、貼付隆?日縁部1/3残存。焼成不良。5YR
明。 帯によって渦巻文を表出し、?4/3にぶい赤褐色。2m大の砂粒

隆帯際を竹管状工具でなぞ?と黒雲母を多く含む。加曽利E
り、強調している。 団式。

51-2

図版39

264?JF13

深鉢
覆

上

土

層

35.5

43.5

《9.2))

口縁部が開き、胴部中半?条線地文を表出した後、3本?ほぼ完形。焼成良好。10YR7/6
で一度括れ、胴部下半で?の沈線を日縁部と括れ部、胴?明黄褐色。やや砂質。連弧文土
やや膨れた後、除々に底?部下半に廻らせて、2区画剃器。
部に移行する。 ?文様帯を表出し、3本で二段

の沈線で胴部上半と胴部下半

に弧線文を表出している。弧

線の単位は胴部上半は12単

位、胴部下半が9単位である。

胴部下半から底部にかけて直

線状及び鋸歯状の沈線を垂下

する。
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第42表 第264次調査 縄文時代出土遺物一覧(4)

図面

図版

遺物番号

種別

器形

出

位

土

置

口径

器高

底径

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

51-4

図版40

264-JF14

深鉢
覆

上

土

層

(34.4》

35.6

《9.5))

口縁部が開き、胴部中半?半截竹管状工具にて条線地文?ほぼ完形。焼成良好。2.5YR7/6

で一度括れ、胴部下半で?を表出した後、3本の沈線を?明黄褐色。やや砂質。連弧文土

やや膨らむ後、除々に底?口縁部と括れ部に廻らせ、さ?器。

部に移行する。 ?らに胴部上半に3本の沈線を

二段廻らせて、8単位の弧線

文を表出している。胴部下半

には、2本で一組として8単位

の沈線を垂下する。

51-6

図版40

264?JF15

深鉢
覆

上

土

層

29.0

(12,7)

欠損部が多く、全容は不?半截竹管状工具による条線地?口縁部1/2残存。焼成やや不良。

明。 ?文を表出した後、3本二段の?5YR3/2暗赤褐色。1剛大の砂粒

弧線文を表出している。 ?を多く含む。連弧文土器。

51-9

図版40

264?JF16

深鉢
覆

上

土

層

(22,4》

(17.8)

[1縁部は大きく外反する。?日縁部に3本、括れ部に3本の?口縁部から胴部にかけて全体の

沈線が廻る。口縁部と括れ部?1/4残存。焼成やや良好05YR

の間には上下二段に3本の弧?4/1灰褐色。やや粗く、白色砂

線文が施される。また、括れ?粒を多く含む。連弧文土器。

部下にも3本の弧線文が施さ

れる。地文は条線である。

51-11

図版40

264?JF17

深鉢

覆土

上層

SI367J

31.1

(25.0)

口唇部がやや内湾し、叫地文は櫛状工具による細い条?口縁部全周と胴部の一部残存。
縁部は外反する。 線文。口縁部と括れ部に3本?焼成良好05YR5/3にぶい赤褐

の沈線を廻らす。口縁部と括?色。緻密だが、白色砂粒を多く

れ部の間には上方に2本の沈?含む。連弧文土器。

線による弧状文が、その下に

弧の頂点を意識した隅丸の三

角形が沈線によって12ケ所表

出される。括れ部の下には沈

線によって渦巻状文が表出さ

れる。

52-1

図版40

264 - JF18

深鉢
覆

1

土

層

29.9

(25.4)

日縁部は内湾し、頚部で?地文は半截竹管状工具による?口縁部から頚部にかけてほぼ全

窄まった後、胴部上半力利条線で、口唇部直下に細い隆?周し、胴部下半は欠損。焼成や

比較的大きく膨らむ。 ?帯を波状に貼り付けて廻ら?や良好。10YR8/4浅黄橙色。白

せ、その下に1本の沈線を廻?色砂粒を少量含む。連弧文土器。

らす。括れ部には3本の沈線

を廻らす。口縁部と括れ部の

間は3本の沈線で波状文が表

出される。胴部には2本の沈

線で下向きの連弧文が表出さ

れる。

52-5

図版40

264 - JF19

深鉢
覆

上

土

層

《26.4))

(27,8)

最大径が胴部上半にある?日縁部と括れ部に3本の沈線?口縁部1/2と胴部下半を欠損。
が、欠損部が多く、全容?を廻らす。日縁部と括れ部の?焼成良好。10YR7/2にぶい黄橙
は不明。 間には、3本の沈線による波?色。砂質で比較的緻密。連弧文

状文を施文。胴部上半には沈?土器。

線による渦巻状文を施文す

る。地文は半截竹管状工具に

よる条線。

52-7

図版40

264?JF20

深鉢
覆

上

土

層

《31.0》

(26,2)

-

括れ部直下の胴部上半力利櫛描状の条線文。日縁部に粗?胴部下半を欠損。焼成良好010Y
肩状に張り出す。 雑な連弧文、口縁部から垂下?R6/1灰褐色。緻密で含有物は

する平行沈線と蛇行沈線を施?微量。連弧文土器。
す。
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第43表 第264次調査 縄文時代出土遺物一覧(5)

図面

図版

遺物番号

種

器

別

形

出

位

土

置

口径

器高

底径

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

52-9

図版41

264-JF21

深 鉢
覆

下

土

層

-

(25.3)

《9.0》

欠損部が多く、全容は不?括れ部に2本の押し引きを廻?括れ部から底部にかけて1/2残
明。 lらす。半截竹管状工具による?存。焼成やや良好。10YR7/3に

条線を縦方向に施して地文と?ぶい黄橙色。白色砂粒を多く含
する。胴部には1～3本の沈線?む。連弧文土器。
で大雑把な波状文を施文す

る。

52-11

図版41

264 - JF22

深 鉢
覆

上

土

層

欠損部が多く、全容は不?櫛描状の条線を地文とし、括?胴部及び括れ部の一部残存。焼
(19.4川明。 れ部には細い貼付隆帯と列点?成良好。5YR7/3にぶい橙色。

を施す。胴部には2本の沈線?粗く、2恥大の砂粒を多く含む。
による弧線文と、3本の沈線?連弧文土器。
を廻らせ、垂線と蛇行文を施

す。内面は炭素吸着により黒

色で、研磨されている。

52-13

図版41

264 - JF23

深 鉢

覆土

上層

SI370J

17、O

( g.o)

欠損部が多く、全容は不1櫛描状の条線を地文とし、日?口縁部が全周するが、胴部以下
明。 ?縁部に2本の沈線を廻らせ、2?は欠損。焼成良好。10YR5/2灰

本一組の沈線で波状文を廻ら?黄褐色。緻密。連弧文土器。
す。表・裏面は丁寧なナデ調

整を施している。

52-2

図版40

264 - JF24

52-3

図版40

264 - JF25

深

深

鉢

鉢

覆

上

土

層

覆土

上層

SI367J

SI370J

欠損部が多く、全容は不l半截竹管状工具による条線を1口縁部破片。焼成やや良好010Y
明。 ?地文とし、沈線による区画帯?R5/4にぶい黄褐色。粗く、2胴

と連弧文を表出する。裏面はl大の砂粒を多く含む。連弧文土
丁寧なナデ。 ?器,o

(14.4')i l欠損部が多く、全容は不?櫛描状工具による条線を地文?口縁部3/4のみ残存。焼成やや
(6.6川明。 ?とし、口縁部に2本の沈線を?不良。10YR5/2灰黄褐色。やや

廻らせ、1本の沈線による波?粗く、砂粒を少量含む。連弧文
状文を施文する。 l土器。

( 8.0)

(8.3)

-

52-4

図版40

264 - JF26

深 鉢
覆

上

土

層

(15.9》

(6.7)

欠損部が多く、全容は不?日縁部に3本の沈線を廻らす。?口縁部破片。焼成不良。5YR7/3
明。 ?RLの縄文を地文とし、2本の?にぶい橙色。やや粗く、2～3冊

沈線による弧線文を施す。 ?大の砂粒を多く含む。連弧文土
器。

52-6

図版40

264 - JF27

深 鉢
覆

上

土

層

((40.8》1欠損部が多く、全容は不1地文は櫛描状の条線で、口唇)口縁部破片。焼成不良。5YR3/2
(12.3) l明。口縁部は波状で、波?部には列点を密集させる01?暗赤褐色。2m大の白色砂粒、

頂部に把手を付す。 ?本の沈線による大雑把な渦状?雲母を多量に含む。連弧文土器。
文と波状文を施文する。

-

52-8

図版41

264 - JF28

深 鉢
覆

下

土

層

(:.2.o)

(15.6)

一

括れ部がなく、口縁部力斜櫛描状工具による条線を地文?胴部下半を欠損し、口縁部1/2
ら胴部にかけて窄まる。 ?とし、口縁部に2本、頚部と1残存。焼成やや良好05YR3/3

胴部を区画する3本の沈線を?暗赤褐色。極めて粗く、2mm大
廻らす。さらに沈線による渦?の砂粒を多量に含む。連弧文土
巻状文が頚部沈線を挟んで二?器。
段に施文される。内面調整は

行われていない。

52-10

図版41

264 - JF29

深 鉢

覆土

上層

SI367J

(27,6》

《34.1》

7.1

緩やかな波状口縁で括れ?半截竹管状工具による粗い条?口縁部の一部と胴部から底部に
部がなく、日縁部から底1線を地文とする。日縁部と頚1かけて残存。焼成不良010YR7/6
部にかけて窄まる。 ?部に4本の沈線を廻らせ、口?明黄褐色。砂質で粗く、3～4恥

縁部には5本の沈線による弧?大の砂粒を少量含む。連弧文土
線文、胴部には3本の沈線に?器。
よる波状文と、波状文の波頂

から繰り出す短い懸垂文が施

される。
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第44表 第264次調査 縄文時代出土遺物一覧(6)

図面

図版

遺物番号

種別1出土

器形?位置

口径

器高

底径

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

52-12

図版41

264?JF30

深鉢
覆土

上層

19,7

l6.2

6,3

胴部が短く、壷状を呈刊口縁部は無文。括れ部と胴部?ほぼ完形。焼成やや良好。5YR
る。 の膨れ部に3本の沈線を廻ら?5/3にぶい赤褐色。丹塗り。緻

す。文様はこの沈線の間に施?密であるが、1冊大の砂粒を多

文され、2本の沈線による波巨含む。連弧文土器。

状文と楕円区画を表出する。

地文は櫛描状の細い条線であ

る。胴部下半は無文。無文部

は比較的丁寧に磨かれてい

る。

52-14

図版41

264?JF31

深鉢
覆土

2層
(7.9)

-

欠損部が多く、全容は不?地文はRの撚糸文。3本の沈線?口縁部破片。焼成良好。10YR7/2
明。 ?による弧線文と、括れ部に1?にぶい黄橙色。粗く、2論大の

本の沈線及び交互刺突文を廻?砂粒を多く含む。連弧文土器。
らす。内面ミガキ。

53-1

図版41

264?JF32

深鉢
覆土

上層

((22.6》

(22.5)

僅かに屈曲する口縁部か?櫛描状工具による条線を全面?口縁部から胴部にかけて1/3残
らやや膨らむ頚部に至り、?に施し、底部付近のみ丁寧な?存。焼成良好。10YR7/6明黄褐
括れることなく底部にか匹デによって調整される。 ?色。やや白けた胎土で緻密。連
けて窄まる。 1 ?弧文土器。

53-2

図版41

264?JF33

53-4

図版41

264 - JF34

53-5

図版41

264?JF35

覆土

深鉢■L層

SI367J

覆土

深鉢1上層

SI367J

深鉢
覆土

上層

17,4

24.5

7,4

(15,5))

19.0

614

(14.7)

口縁部がやや内湾する。 ?粗製土器。 ほぼ完形。10YR8/4浅黄橙色。

条痕文土器。

僅かに屈曲する日縁部か?器面全体に櫛描状工具による?ほぼ完形。焼成良好05YR4/3

ら、括れることなく底部?細い条線を施す。 ?にぶい赤褐色。粗く、2和大の

にかけて窄まる。 1 ?砂粒を多く含む。連弧文土器。

欠損部が多く、全容は不?半截竹管状工具による渦巻文?口縁部から胴部の一部残存。焼

明。 ?を表出し、括れ部に2本の沈?成良好。5YR5/6明赤褐色03～
線を廻らす。 ?4mm大の砂礫をやや多く含む。

曽利式。

53-7

図版41

264 - JF36

深鉢
覆土

1層

(8.7)

(6.3)

波状日縁の波頂部にX把?貼付隆帯によってX把手とオ劃口縁部破片。焼成良好。5YR5/4
手を付す。欠損部が多く、?円区画文を表出し、区画内に?にぶい赤褐色。粗く、1m大の

全容は不明。 ?半截竹管状工具による縦位の?砂粒を多く含む。加曽利EI式。
沈線を区画する。口唇折り返

し部には沈線による渦巻文を

表出する。

53-6

図版41

264 - JF37

深鉢
覆土

下層

-

(10.2)

一

欠損部が多く、全容は不?地文はLの撚糸文を施し、平?口縁部から胴部破片。焼成やや
明。 ?行沈線による横位縦位の区?良好。5YR6/3にぶい橙色。粗

画。口唇部直下に無文帯。隆?く、砂粒を多く含む。加曽利E

帯に渦巻、内面の日縁部は丁口式。

寧なミガキ。

53-3

図版41

264 - JF38

深鉢

覆土

2層

SI367J

28.5

(21,3)

口縁部が大きく外傾し、?口縁部及び胴部に半截竹管状?胴部下半欠損。焼成やや良好。

口縁端部が内折する。 ?工具による2本一単位の沈線?5YR4/1灰褐色。やや砂質。曽

にて、いわゆる重弧文状に表?利Ⅱ式。

出される。重弧文は垂下する

蛇行文と垂線で区画され、口

縁部では5個、胴部には5個表

出されている。また、頚部に

は蛇行文が廻り、6個の貼付

文を付す。
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第45表 第264次調査 縄文時代出土遺物一覧(7)

図面

図版

遺物番号

種別

器形

出

位

土?口径

?器高

置?底径

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

53-8

図版41

264 - JF39

深鉢
覆

下

土

層

20.0

(7.4)

口縁部が大きく外傾し、?口縁部から頚部、括れ部にか?胴部以下を欠損。焼成良好010Y

口縁端部が内折する。 ?けて竹管状工具による斜行沈田5/2灰黄褐色。やや粗く、白

線が施され、括れ部には貼付?色砂粒を多く含む。曽利Ⅱ式。

隆帯の蛇行沈線が1本廻る。

口唇折り返し部の沈線は、斜

行沈線と連接している。

53-9

図版41

264?'JF40

深鉢

覆土

上層?(18.5)

SI366J内

P-47

口縁部がやや内湾し、頚?沈線による重弧文。頚部と蛇行?1/3残存。焼成良好。5YR5/3に

部が括れる。 ?する貼付隆帯と垂下する隆帯、?ぶい赤褐色。白色砂粒を多く含

円形の隆帯を貼り付け、細い竹?む。曽利Ⅱ式。

管で施す。地文はLの撚糸文。

53-10

図版41

264?JF41

深鉢
覆

上

土

層
(12.8)

欠損部が多く、全容は不?櫛描状工具による条線を地文と?口縁部及び胴部下半は欠損。残

明。 ?し、括れ部には貼付隆帯を押馴存部はほぼ全周する。焼成やや

引きにてキャタピラ状に表出し?不良010YR8/4浅黄橙色。砂質

て廻らせる。胴部には蛇行文を?で極めて粗く、2～6柵大の砂粒

貼付隆帯にて12本垂下する。 ?を多く含む。曽利Ⅱ式。

53-11

図版41

264 - JF42

深鉢
覆

上

土

層

22.3

25.5

7,9

4ケ所の波頂を持つ朝顔形?口縁部に沿って3本の沈線を?ほぼ完形。焼成良好。10YR7/6

の波状口縁で、括れるこ?廻らせ、波頂部に渦巻文を施?明黄褐色。粗く、2mm大の砂粒

となく底部に移行する。 ?文する。さらにそれぞれの渦?を多く含む。連弧文のくずれ。

巻文から垂下する4本一組の

沈線と、波頂間には2本一組

の沈線による蛇行文が垂下す

る。地文は櫛描状工具による

細い条線。

53-14

図版42

264?'jF43

深鉢

覆土

上層

SI367J

SI370J

43.8

59,4

8.8

大形で口縁部に最大径を?日縁部は無文。頚部に5ケ所?胴部を一部欠損するもほぼ完

持つ。頚部で括れ、胴部?の把手を付し、胴部から底部?形。焼成良好。10YR8/6黄橙色。

上半でやや膨らむ。 ?にかけて条線を地文とした上?砂質で緻密。曽利Ⅱ式。

に、貼付隆帯による渦巻状の

意匠文を表出する。

53 - 12

図版42

264?JF44

浅鉢

覆土

上層

SI366J内

P-3・4

SI367J

SI370J

36.5

(22.7)

口縁部はほぼ垂直な浅鉢。?表・裏面共に丁寧なミガキ。?底部及び胴部の一部欠損。焼成
良好05YR5/6明赤褐色。丹塗

り。1血大の砂粒を極めて多量

に含む。無文。

53-17

図版42

264?JF45

浅鉢
覆

上

土

層

《32.2》

(12.5)

日縁部がやや外反する浅?表・裏面共に極めて丁寧なミ?日縁部から胴部にかけて一部残

鉢。 ?ガキ。 ?存。焼成良好。5YR5/6明赤褐

色。内黒。粗く、2～5mm大の砂

粒を多く含む。無文。

53-15

図版42

264 - JF46

深鉢
覆

上

土

層

((37.6》

(8.6)

一

欠損部が多く、全容は不?口唇部を肉状に貼り付けて肥?口縁部の一部のみ残存。焼成良

明。 ?厚させ、内側に張り出させる。?好。5YR7/4にぶい橙色。丹塗

表・裏面共に極めて丁寧なナ団。緻密。無文。

デによって磨かれる。

53-16

264?JF47

浅鉢

覆土

上層

SI366J内

P-90

(21.5》

(1.8)

浅鉢の日縁部。 丁寧なミガキ。 口縁部1/2残存。焼成やや良好。

10YR8/3浅黄橙色。丹塗り。や

や粗く、1術大の白色砂粒を多

く含む。無文。

53-13

図版42

264?JF48

深鉢
覆

上

土

層

《16.0》

(16.6)

欠損部が多く、全容は不?外面は比較的丁寧なナデ。内?口縁部から胴部の一部残存。焼

明。 ?面はやや粗いナデ。 ?成良好。5YR7/3にぶい橙色。

砂質で緻密。無文。
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第46表 第264次調査 縄文時代出土遺物一覧(8)

図面

図版

?遺物番号

ト4- 1

ト版42

1.64-JF49

種別 出土

器形?位置

?覆土

深鉢?下層
SI366J内

P-21

口径

器高

底径

((37,2〔欠損部が多く、全容は不1日唇部を肥厚させ、表・裏面?日縁部のみ残存。焼成やや良好。
(5.3)?明。 ?は粗いナデ。 ?5YR5/6明赤褐色。極めて砂質
- で、1～2剛大の砂粒を少量含む。

無文。
d～11

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

154-3

I図版42

I264?JF50

I54-2

1』版42

ド64利F51

浅鉢

深鉢

覆土

下層

覆土

下層

(28.6)

(11,7)

(5,8)

(8,4))

欠損部が多く、全容は不?欠損部が多く、全容は不明。
明。

日唇部をやや肥厚させ、表・?口縁部から胴部にかけて1/4残
裏面にミガキ。 ?存。焼成良好。10YR8/3浅黄橙

色。丹塗り。砂質で比較的緻密。

赤色塗りの痕跡。

底部のみ残存。焼成やや良好。

5YR6/4にぶい橙色。砂質で緻

密。無文。

54-4

唄版42

日64?JEO9

深鉢
覆土

下層

(16.3》

(16.0)

-

釣り手土器。 頭部に板状の隆帯と単沈線に?頭部の一部残存。焼成良好。5YR
よる鋸歯状の文様。裏面には?4/6赤褐色。緻密。粒子は殆ど
隆帯を「S」字状に貼り付け、1ない。勝坂Ⅲ式。
その上に単沈線を施す。内面

は粗い削りの後ミガキ。

SI366J 住居 土 製 口

口目
一 覧

図面

図版

遺物番号

54-6

図版43

264-DD01i

図面

図版

遺物番号

54-7

図版43

264 - DF01

54-8

図版43

264 - DF02

54-9

図版43

264 - DFO3

種別

器台

種別

土偶

土偶

土偶

出土

位置

覆土

上層

口径

器高

底径

((18.4[欠損部が多く、全容は不?透かしが入り、全体に丁寧な?全体の1/4弱残存。焼成良好。
10.5 ?明。 1ナデ。 10YR7/6明黄褐色。粗く、2～3
(23.0) 肌の砂礫を多く含む。

器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

出土

寸 法 備 考
位置

覆土}竺"P
f 富?竺太!

辱 み

覆土?竺大?
呈 1竺大ラ

厚み

覆土?磐大F
呈 富1竺大ラ

厚み

3.2

2.5

0.7

(3.8)

4,7

1.8

(1.9)

213

1.7

右足部破片。5YR3/4足裏面から脚部内側にかけて赤褐色、その他は暗褐色。細
砂粒を含む。脚部外側から足の甲の外側まで(暗褐色の範囲にほぼ重なる)は平
滑にナデ調整し、ミガキがかかっている。胎土、色調、ミガキの3点より見ても、
板状土偶とは趣を全く異にする。現存高2.5cm1脚部径1、6～l.7cm

小形省略形で、上半身欠損。焼成やや良好07.5YR5/6白色砂粒を多く含む。胴
部より臀部にかけてハート形に広がる。正、背面に沈線により山形や平行の文様
が表出される。

小形省略形で、胴部破片。焼成やや良好。5YR2/4白色砂粒を少量含む。ナデに
よって調整し、沈線による平行、円形の文様が表出される。

SI366J 住居 石 器 覧

図面

図版

遺物番号

55-2

図版44

264 - ABO21

種別

石鍼

出土

位置

覆土

1層

竺ゝ竺1重量
分 類1石 利■最大幅1

(g)
最大厚

特 徴

2-a 黒曜石

2、2

1,8

0.6

ほぼ正三角形を呈する。袂りのない1完形。
1.6 ?両面調整。

備 考
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第47表 第264次調査 縄文時代出土遺物一覧(9)

考備徴特

分厚く、やや粗雑な剥離による両面?完形。
1.5?調整。扶りはない。

幅広で逆Ⅴ字形の袂りを有する両面1完形。
0.7?調整。

緩やかな弧状の側縁を呈し、逆U字I完形。
0.5?形の袂りを有する、比較的雑な両面

調整。

鋸歯状の側縁で、二等辺三角形を呈?先端部と左脚部を欠損。
1.0?する両面調整。

表面に主剥離面を残し、緩やかな弧?完形。
2.41状の側縁。浅い逆U字形の袂りを有

する。

正三角形を呈し、丁寧な両面調整でl完形。
1.1?浅く幅広い袂りを有する。

丁寧な剥離による頭部調整で、錐部l錐部を欠損。
5.0?はひし形を呈する。

表面に自然面を残し、裏面に主剥離?完形。
216 ?面を残す。

?59(

表面に自然面を残し、裏面全体に剥?完形。
離を施す。

表面に自然面を残し、側面からの調?基部の裏面が剥落。
168 1整で基部と刃部を区別する。裏面に

主剥離面を残す。

表面に自然面を残し、側面からの調1刃部端の一部を欠損。
275 ?整で刃部をやや幅広に作り出す。全

体的に分厚い。

表面に自然面を残す。左右非対称で、?完形。
181 ?特に右側縁の調整が著しい。

表面に自然面、裏面に主剥離面を残?完形。
し、比較的雑な両側縁調整によって

整形する。

表面基部に自然面を残すが、ほぼ両?完形。
面調整。左右非対称。

表面に自然面を残し、基部は方形で{完形。
刃部は扇状に広がる。

表面に摩耗痕を残し、裏面は全面調?完形。
120 ?整。左右非対称で右刃部を再調整。

石曜黒1

曜石黒1

菓石

安山岩

岩砂

岩砂

岩砂

岩砂

岩頁

岩砂

岩砂

岩砂

a2

b一2

C2

C2

C2

a6

b6

b-6

b-6

b-6

b6

C6

C6

C6

土
層

覆
3

土
層

覆
上

土
層

覆
上

土
層

覆
上

土
層

覆
上

土
層

覆
上

出土

位置

分類1石材?最大幅171:;重量
最大厚

(g)

1.9

1.5

0.7

2.15

1.5

0.3

1.8

1,4

0.4

(2.3)

黒曜石1 1.5
0,4

3,3

1.7

0.4

2.5

2?c ?チャート1 1.9

0.4

(2.9)

3 1黒曜石1 2.7
1.0

14.7

6.5

2,0

9.8

4.5

1.7

10.9

6.9

2.2

(11.5)

砂岩16.7
3.3

12.3

6.0

2.5

11.4

4,61 73

1.2

10.0

4.4 1 75

1.9

8.3

6.1 1 95

1.8

8.7

5.9

2.1

覆土

上層

別種

図面

図版

遺物番号

55-3

図版4 1 石 皺
264-AB031

55-4

図版44 1 石 鍬
264 - AB041

55-5

図版44 1 石 銑
264 - AB051

55-6

図版44 1 石 厳
264-AB061

55-7

図版44 j 石 鎌
264-AB071

55-8

図版44 I 石 厳
264-AB081

55-9

図版44 1 石 錐
264-AC01

55-10

図版44

264-AG021

打製石斧?6 吉
上層

55-11

図版44

264 - AG03

打製石斧?竺 吉
下層

55-12

図版44

264-AG05i

打製石斧?0 u
l層

55-15

図版44

264-AG06i

打製石斧11 吉
上層

55-14

図版44

264-AG071

打製石斧?竺 吉
下層

55-13

図版44

264-AG091

打製石斧?二 吉
下層

55-17

図版44

264-AG11

打製石斧吃覆 止
1層

55-16

図版44

264-AG121

打製石斧16 吉
上層

56-1

図版44

264-AG131

打製石斧?竺 吉
下層
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第48表 第264次調査 縄文時代出土遺物一覧(10)

図面

図版1種別

遺物番号

出土

位置

分類1石材?最大幅ょに交こ?重量
最大厚

(g)
特 徴 備

56-2

図版44

264 - AG14

打製石斧?! 庁
2層

6-c
ホルン

フェルス

9.4 表面の一部に自然面を残し、断面が?完形。

6.5 1 243 ?分厚い。

3.2

56-3

図版44

264 - AG16

打製石斧?1 吉
上層

6-c
ホルン

フェルス

9.2 表面に自然面を残し、基部はやや尖?完形。

4、6 1 95 ?頭状で刃部は直線。

2.0

56-6

図版44

264 - AG18

打製石斧?1 吉
上層

8.8 全体的に尖頭状でほぼ全面調整。上?完形。

6?f 1砂 岩1 3,5 1 61 ?下が明瞭ではない。

1.8

SI367J住居 石器一覧

図面

図版?種別

遺物番号

出土

位置

分 類1石 材?最大幅」■=?重量
最大厚

(g)
特 徴 備

56-5

264 - AG19

図版44 ?打製石斧1 Y
P-1

11.1 表面に一部自然面を残し、刃部が著?完形。

6-b 1頁 岩1 4.3 1 100 ?しく摩耗する。

l.95

SI371J住居 石器一覧

図面

図版?種別

遺物番号

出土

位置

分類1石材?最大幅d士埜重量
最大厚

(g)
特 徴 備

56-4 12.1 表面に自然面を残す。横長剥片の周?完形。

同版44 ?打製石斧1覆 土1 6?b 1砂 岩1 6,6 1 129 ?縁に刃部調整を加える。左右非対称。

264-AG211 111 1 1.6

56-9

図版44

264 - AG22

打製石斧?竺 吉? 6?5 ?砂 岩? 5[い 。9 斥蔽、万諭dメ4;ゎ2。
下層

9.6

1.4

表面に自然面を残す。裏面に主剥離?完形。

SD205溝 石器一覧

図面

図版?種別

遺物番号

出土

位置

分 類1イゴ 材?最大幅」?冊に重量
最大厚

(g)
特 徴 備

56-14

図版44

264 - AG30

打製石斧賢♂00
構築土

10.1 表面基部付近に自然面を残す。基部?完形。

6?b 1砂 岩1 5,3 1 85 ?は尖頭状で、刃部はやや広がる。

1.8

Ⅲb層 石器一覧

図面

図版1種別

遺物番号

出土

位置

分 類1石 材?最大幅1」短士噌重量
最大厚

(g)
特 徴 備

56-8 11,9 表面に自然面を残す。裏面に主剥離?完形。

図版44 ?打製石斧1 Ⅲb層 1 6?b 1砂 岩1 4.9 1 134 ?面を残し、刃部先端を極めて薄く仕

264-AG231 111 1 1.91 1上げる。

考

考

考

考

考
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第49表 第264次調査 縄文時代出土遺物一覧(且)

図面

図版1種別
遺物番号

出土

位置

分類1石材?最大幅1ォI:交q重量
最大厚

(g)

56-10 12.8 両面調整で、基部が尖頭状を呈する。?完形。
図版44 ?打製石斧1 Ⅲb層 1 6?b 1頁 岩1 4.21 120
264 - AG241 111 1 2.1

56-7 1 111 1 8,4

図版44 ?打製石斧1 Ⅲb層 1 6?c 1頁 岩1 6.3
264 - AG251 111 1 1.95

56-11 1 111 1 8.8

図版44 ?打製石斧1 Ⅲb層 1 6?c 1頁 岩1 3.9
264 - AG261 111 1 1.4

56-12 1 111 1 5.45

図版44 ?打製石斧1 Ⅲb層 1 6?e 1頁 岩1 4.1
264 - AG271 111 1 1.0

56-13 1 111 ?(5.2)
図版44 j打製石斧1 Ⅲb層 1 6?e I頁 岩1 4.0
264 - AG281 111 1 1.05

表面に自然面を残し、基部は丸みを?完形。
90 ?帯び、刃部は扇状に広がる。

表面に自然面を残し、周辺部に刃部l完形。
60 ?調整を行う。基部がやや尖る。

表面に自然面を残し、基部は方形で、?完形。
25 ?刃部は扇状に広がる。

両面調整で小形。

26

特 徴

基部を欠損。

備 考

遺構外 石 器 一 覧

図面

図版?種別
遺物番号

出土

位置

分類1石材?最大幅ォl-重,竺
最大厚1

(g)

56-16 18.5 表面に自然面を残し、裏面に主剥離?表面刃部が剥落。
図版44 ?打製石斧?排 土1 6?a 1砂 岩1 6.0 1 312 ?面を残す。側縁部調整は丁寧で、大
264 - AG291 111 1 2.51 1形に仕上げる。

56-15 1 111 1 11.0 表面に自然面を残す。裏面に主剥離?完形。
図版44 ?打製石斧1表 土1 6-b 1頁 岩1 4.5 l 92 ?面を残すが、刃部に左右からの大き
264?AG311 111 1 1.7 1 ?な剥離で仕上げる。

特 徴 備 考
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第50表 第264次調査 歴史時代出土遺物一覧(1)

SD205溝 土器一覧

図版 器高

遺物番号1器形?位置1底径

58-1 《12.8〔頚部弱い「〉」字状を呈?胴部上半横ヘラ削り。
- 土一尭 1南 側1 (4.7)?する。

264-PH01 一

58-2 一 外に強く張り出す高台。 高台のみ残存。橙褐色。赤色ス

土一受1南側?(2.1) コリア状物質含む。高台高1.2cm

264 - PH02 《8,4》

58-3 ((16,2〔体部内湾し、日唇部外反?底部回転糸切り。ロクロ目顕著。?口縁部から底部1/8残存。濃灰

須A一坏1南 側1 5.3 1する。 色。白色砂粒多く含む。

264 - PK01 ((7.0))

58-4

264;、。2?蒜=付坏ピ "T寺゜ ピ゜
須B-

ー 断面が台形状の高台を付?底部回転糸切り。 高台のみ5/6残存。赤褐色。大

粒の砂粒多い。高台高0.6cm

58-5 15.7 ?体部下半大きく内湾する。?底部中央に糸切り痕を残す。?口縁部から底部1/4残存。焼成

灰釉一碗1南 側1 4.9 ?断面しっかりした三日月?釉のかかりが悪く、一見素地?良好。素地灰白色。釉淡緑色。

264-PN01 (7.4》 口火の高台を付す。 のままに見える。 砂粒少ない。静岡産。G25窯式

期09世紀後半代。高台高0.7cm

考成・整形の特徴 備器形の特徴

焼成不良。暗灰褐色。砂粒少な

い。

SD205溝 男瓦一覧

成・整形の特徴
l

図版 広端?厚さ I1]1 面 端 面 備

遺物番号?位 置1全長

58-6 両側端縁ヘラ 両側端縁へラ?広端若干隅落

図版46 1南 側口9.91 2.0 ?粘土紐?14×17口9]]り。広端縁 削り。回転ナ?とし。

264 - KC01 (8.4) 幅広くヘラ削 デ。

り。

SD205溝 金属製 口

口口
一 覧

図面 出土

図版?種別

遺物番号 位置

58-7 最大長 (14.0) ?重量処理前11.5g
図版46 1 刀 子 1南 側?最大幅 (1.7)

264-MH011 1 ?最大厚 0.5

遺構外 土 器 一 覧

図版 器高 器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

遺物番号1器形?位置1底径

58-8 《14.6》?体部大きく内湾する。口?口唇部内側に浅い沈線が巡?口縁部から底部1/2残存。半酸

図版46 1 須一坏 1表 土1 5.2 ?縁部のみ若干外反する。 ?る。 化焔。赤褐色～灰白色。砂粒少

264 - PK03 6.0 量入る。

58-9 体部緩やかに内湾する。 ?底部回転糸切り。 体部から底部1/2残存。灰白色。

須A一坏1表 土1 (413) 砂粒少ない。

264 - PK04 (6.7》

考

寸 法 備 考
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第51表 第264次調査 歴史時代出土遺物一覧(2)

遺構外 男 瓦 一 覧

図面1出土1狭端 成・整形の特徴

才±1骨ヨ園ドー・・
遺構外 女 瓦 一 覧

成・整形の特徴

図版 広端1厚さ

遺物番号?位 置1全長
」
傭

凹

58-11 1-一一-1 -

躍ご。。」埋61日、:。、ド゜′
新規溝

- 29×28
縄目

L10本

凹面に模骨文字「上」

(逆字)。

備 考

-105-



Ⅵ小結

1.多喜窪遺跡A地点の概要

本報告の各調査区は、いずれも多喜窪遺跡A地点に所在することは前述した。多喜窪遺跡は、

恋ケ窪遺跡と並んで国分寺市内の縄文時代遺跡として古くから知られていた遺跡である。恋ケ

窪遺跡が恋ケ窪谷を中心として集中的に集落が確認されているのに対し、多喜窪遺跡は第8図

に示したように、国分寺崖線に沿って検出される遺跡群であり、A・B・C・Dの4地点に区分

されている。これらの地点区分は必ずしも集落の範囲やその時期を限定して線引きされた範囲

ではなく、中心的な規模の発掘調査と採集資料によって区分されている。大まかに各地点の時

期を見ればA地点は中期中葉から後期初頭、B地点は早期を中心とし、C地点は早期から中期

前半、D地点は現在のところ早期から中期前半までで遺構・遺物とも散発的で特に主体とする

時期は無いが崖線際の斜面部の様相を将来的に明らかにすることを目的に設定された。

A地点は、国分寺市西元町二・三丁目に所在し、現府中街道を挟んで国分寺崖線上の武蔵野

段丘面に広がる。崖線下は野川源流域に当たる黒鐘谷に面し豊富な湧水に恵まれている。既往

の調査において特記されるのは昭和24年の多喜窪遺跡第1号住居調査である(第10図)。当該

住居からは中期末葉の土器群が出土し(第且図)、A地点の標識遺構・遺物となった。なお、こ

れらの土器群を含む一括遺物は昭和50年に国指定重要文化財に指定された。また、多喜窪遺

跡A地点に位置している武蔵台東遺跡(第9図)は平成4～7年に調査された。調査面積は

17,194.97m'に及び、竪穴住居77軒、埋亮34基等を検出した。早期から後期にかけての集落であ

り、崖線上に濃密に広がる集落の様相が看取される。本報告の各地点の様相もまたこうした集

落の一部分に当たると考えられる。よって小結では特に土器の観察と編年的位置付けを行い、

該期の集落群との比較材料としたい。

2.多喜窪遺跡A地点出土の縄文時代中期の土器について

今次調査地点では縄文時代早期～後期の少量の土器片、縄文時代中期の土器としては五領ケ

台・格沢(神谷原)・新道式や阿玉台Ⅰ式が見られるが断片的な資料に止まり、量的に多いの

は勝坂Ⅱ式期以降の土器であった。今のところ遺物の出土量などから見れば、確実な集落の開

始時期は勝坂Ⅱ式期以降と考えられる(註1)。第264次調査地区は現府中街道と武蔵野線に

挟まれた段丘上に位置し、縄文時代中期後半の住居跡が検出された。当調査地区から南西方向
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数十m程の距離には、南に張り出した台地上から斜面地にかけて府中市「武蔵台東遺跡」(西

野・山本他1999)が隣接する。「武蔵台東遺跡」の西側は地形的には南北方向に人り込む黒鐘

谷によってその西方の「武蔵台遺跡」とは画されるが、北東側で当調査地区に連なる。縄文時

代中期後半～終末の集落としては、当調査地区と本来一連の集落であった可能性が濃厚である

(当調査地区のSI366Jとほぼ同時期の住居跡が7～8軒調査されている)。第251・252次調査地

区は府中街道の東側の段丘上に位置し、縄文時代中期前半と中期前半末～中期後半初頭の住居

跡と同時期の土坑などが比較的まとまって検出されている。特に第251次調査の北隣地の第

140次調査では中期前半の土坑群が集中して見いだされ(付編参照)、中期前半を主とした集

落のほぼ中心域が調査されたものと考えられる。土坑の多くはその在り方から見て、従来的な

表現を用いれば、「定型的な環状集落」の中央部に群集する墓坑または貯蔵穴とされてきた遺

構群である。かつての吉田格氏調査地点=勝坂Ⅲ式土器の「多喜窪タイプ」を含む国重要文化

財一括指定資料(第11図)の出土した中期前半末の住居跡、中期後半の住居跡(吉田1952、

国分寺市1986)は当調査地区の東側約150m程に位置するが、その間の発掘調査例に乏しく今

回の調査地区の集落跡の一続きとなるのかは明確ではない。

第251次調査地区出土土器

当調査地区では主として中期前半末葉の住居跡(SI362J)と土坑出土の纏まった土器がある。

住居跡SI362Jは勝坂式最終末のキャリパー形土器(JE05)を炉体に用い、覆土に横S字文やク

ランク文系の加曽利E式最古段階の土器(JF0104)を混えることから、勝坂～加曽利E式の

過渡的段階の時期であることは疑いないであろう(勝坂Ⅲ式末、新地平編年9c期)。炉体に使

用されたJE05は口縁部に太い隆帯区画と沈線により玉抱三叉文・渦巻文を配するタイプで武

蔵野台地を中心に分布するものである。JF02は小形の土器で、内湾する日縁部に加曽利EI式

に見られるような沈線による波状文が配され、一方で胴部には隆帯による懸垂文と太目の暗文

による横位の波状文を配した、他でもあまり類例を見ない特異な構成の型式である。JF06は

強く外反し、狭い口縁部文様帯を持ち、胴部には平行沈線で文様を表出するタイプで、大木式

系とされる型式である。本住居跡には伴わなかったが、同様な文様構成で胴部が丸く膨らむ壷

形の器形も同時期には普通に見られる。本住居跡には他に新道式(6b期)の小破片(JE16)

なども混在している。

土坑出土土器には、幅広押引文(キャタピラ文)を多用した抽象文土器(JE10)や載痕を用いた

パネル文(縦位区画文)の古相を示す個体(JE13)、縄文粗製土器(JE11・14)、SK975JのJE15の

ような押引文系の新道タイプなどが見られる。これらはいずれも勝坂Ⅱ式のやや古手(藤内Ⅰ

式併行、新地平編年7a～b期)(註2)の時期に相当するであろう。本期の土坑に埋置される

土器には、小形筒形の土器が選定される傾向があるが(SK916J・947J・975J出土土器等)、各
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土坑毎に墓坑の副葬品として埋納されたものであろうか。SK956J出土のJE12は藤内Ⅱ式(新

地平編年8a期)の多段楕円区画文系土器である。中期前半の土坑に埋納された小形土器や大

形石匙の在り方は多摩地域では他に八王子市神谷原遺跡などと共通性が見られる。当調査地区

では他に加曽利E式終末の土器(JF03)もわずかに見られることから至近に当該期の住居跡が

存在するのであろう。

第252次調査地区出土土器

当調査地区では勝坂Ⅱ式(新地平編年7b期)、勝坂Ⅲ式(新地平編年9a期)と加曽利EI式

(新地平編年10b期)などの土器が見られるが、現況では土器型式上の連続性は見られない。

子細に見ると第251・252次調査地区土器群は勝坂Ⅱ式の古手と、勝坂Ⅲ式～加曽利EI式の

古手の時期に途絶し、その間の型式的な断絶を認めざるを得ない。

第264次調査地区出土土器

当調査地区では7軒の住居跡が確認されたが、特に調査地区北寄りで検出された住居跡

SI366Jより中期後半中葉(加曽利EⅡ式期)のまとまった土器群が出土している。本住居跡は

覆土内より50個体以上の半完形～大形破片など多量の土器が出土した。遺物分布図によると、

比較的住居跡内で万遍なく破片が接合する状況が伺われ、集落内での廃絶住居跡を利用した廃

棄場として機能していたと考えられよう。SI366Jは中期前半土器(新地平編年9a期)の破片

(JE02～08)や加曽利EI式(JF03～05)など先行する型式を混在するものの、連弧文土器ま

たは同系列の深鉢を主体とし、曽利Ⅱ式(JF38～41・43)とわずかながらの加曽利EⅡ式系

(JF02)、加曽利E・曽利系折衷タイプ(JF06)に鉢、浅鉢が伴う組成である。JF09・且は渦

巻文+剣先文を配した壷形の土器で、大木8b式糸であろうか。本住居跡の時期は加曽利EⅡ

式段階(東京・埼玉編年1980 第Ⅳ段階、新地平編年1995 11c期)である。本時期は当地周辺

では加曽利E系が影を潜め、連弧文土器が組成の大半を占めるような在り方がよく知られてい

る。本住居跡の土器群は一部の中期前半期の土器を除外して、一応他はほぼ同時期に属する土

器であろう。国分寺市内では他に恋ケ窪遺跡5号住居跡でも連弧文系主体の同様な状況が伺え

る(秋山1979など)。連弧文土器は比較的単純な文様にも関わらずモチーフと地文の組み合

わせが多種多様であることが知られている。また沈線による弧状文の表現は連弧文より波状文

がより後出な文様として見られる傾向に在るが、本住居跡の資料で見る限り、連弧文と波状文

による表現が同一個体に見られることから (JF13)、一概に単一系列的に時間差と認識するの

ではなく、やはり文様の系統差を反映していると考えるのが妥当であろう。ただ本住居跡の連

弧文土器の口縁部には鋸歯状の交互刺突列を施したものがほとんど見られないこと、胴部文様

に逆U字状文や渦巻き状の懸垂文が付加される例(JF17～19・21・29)が目立つことから、

やや新しい様相を示しているかも知れない。なお連弧文自体が施されないJF28・42も連弧文
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系の1つのタイプである。本住居跡のごとく曽利系土器としては重弧文土器など以外で曽利Ⅱ

～Ⅲ式の大形品である「X字状把手付大売」(JF43)が伴う例は西多摩地域を除き、多摩川中

流域左岸の武蔵野台地側の遺跡ではさほど多くはない。本地域では、恋ケ窪遺跡をはじめとし

て連弧文土器盛行期(11c期)にはいずれも一定量の曽利式(系)を伴っており、その成立には直

接的な関与が想定される。SI366Jの中には口縁部付近に刺突文を施した個体(JF20・27)も

見られ、本資料などは曽利式の中でも山梨方面の「曽利縄文系」とされるグループや曽利式日

縁部文様に見られる渦巻つなぎ弧文との類似性が感じられる。本地域の且c期に見られる連弧

文土器、または「連弧文崩れ」の土器や「連弧文類似」土器(註3)の中には、加曽利E式に

は見られなかった交互刺突文や列点文・短沈線を充填文的に用いる場合が多々ある。

本住居跡には好例が見られないが、器形の上から見ても、「連弧文類似」土器には頚部が括

れ口縁が外傾する、連弧文系と曽利式の折衷した様な形態も見られる。そのような面から見て

も多摩地域で発展した連弧文土器については、「曽利c・y②型」と呼称される多摩地域の在地

化した曽利系土器を介して曽利縄文系に祖形を求める見解は留意されよう(黒尾1995)。

また近年連弧文土器群を加曽利E式より分離させ、「恋ケ窪式」として独白の一型式として

呼称しようという試案も提示されている(小林2000)。なお、当調査地区の住居跡SI366Jから

は勝坂Ⅲ式の釣手土器の破片UE09)が出土している。

まとめ

今次の複数箇所の調査により、多喜窪遺跡(A地点)は武蔵野段丘上に位置する、縄文時代

中期前半～後半ないしは中期末葉までの集落跡であることがほぼ確実となった。とくに東半は

中期前半～後半の初頭、西半は府中市域の「武蔵台東遺跡」に連なる中期後半～末葉を中心に

展開する2つの別の集落跡である可能性も見えてきた。従来的な見地から見れば、本遺跡は

「拠点的な大規模集落」に相当するものであろう。しかし本資料を近年の細分された土器型式

期に充てて振り分けた時に、必ずしも集落として長期に亘り途絶なく営まれていたとは断言で

きない状況をも示す。あるいは、「多喜窪遺跡」付近が早くから宅地化され全掘されていない

ために、欠落する時期がまだ未調査地区に存在しているのか現状の調査成果のみでは言及する

ことができない。また近年調査が実施された「武蔵台東遺跡」など、近接する集落間で頻繁な

移動が行われていたのかも知れない。少なくとも同一地点が中期全般に亘って間断なく継続的

に「拠点集落」として維持されていたかどうかは、今後の調査を見据えてから検討する余地は

あろう。いずれにせよ当調査地区とその周辺地域は、多期に亘って竪穴住居跡や土坑などの居

住痕跡が残されており、縄文中期の拠点的集落の一部であったことは否定できない。

(中 山)
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(註1)本遺跡の佐藤敏也氏採集資料には勝坂Ⅰ(新道)式土器の半完形個体が見られ、集落の開始時期の

上限は若干遡るかも知れない(国分寺市史1986 P205)。

(註2)時期細分は文献4による。本書は1986年段階で刊行される予定であったが諸般の事情により遅れた。

その間に土器型式の細分研究力川まぐるしく進展し、本書に所収された土器群についても再検討の必要

が迫られ、近年の時期細分の4a究成果に照らして見直しているのでご了解願いたい。

(註3)斉一的な「連弧文土器」以外にも、連弧文土器に共通する文様一地文に沈線・条線を用い、円形の

突起、隆帝(無調整の粘土紐貼り付け)や沈線による蛇行懸垂文などを施した一見すると曽利式にも類

似した要素で構成されるグループをそのように呼称したい。隆帯が剥脱するなど施文が粗放である例が

目立つ。当地域でも見られるが、西多摩地域が分布の中心と考えられる。
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Ⅶ総 括

本書は昭和57年から62年にかけて、武蔵国分寺跡および多喜窪遺跡内で開発が計画された

4ケ所の共同住宅建設工事に伴う事前調査の発掘調査報告書である。調査地は、国分寺崖線の

武蔵野段丘上に位置し、歴史時代においては武蔵国分僧寺北方地区にあたり、縄文時代におい

ては多喜窪遺跡A地点にあたる地域である。多喜窪遺跡A地点については、特に国の重要文化

財に指定された縄文時代中期の土器群が出土した地域であるが、これまでまとまった報告書が

刊行されていなかったため、本報告書が最初の報告となる。

最初に調査成果について述べる。旧石器時代は集石1基が検出され、ナイフ形石器1点が出

土した。縄文時代の遺構は竪穴住居8軒、屋外埋尭2基、土坑84基、小穴315個が検出され、

早期の撚糸文・押型文・条痕文系土器群、前期の諸磯式。中期は、五領ケ台式・格沢式・勝坂

式・阿玉台式・加曽利E式・連弧文・曽利式の土器群。後期の称名寺式・堀之内式・加曽利B

式期の土器群が出土した。さらに多様な石器群および集石が散布した結果であろうか、大量の

焼けた礫が出土した。歴史時代の掘立柱建物跡2棟、柱穴列1条、竪穴住居4軒、溝1条、土

坑2基、小穴31個である。これらの中で中心となる時期は縄文時代中期の勝坂式・阿玉台式・加

曽利E式期である。

特に数多く検出された土坑群の性格についても興味深い知見を得た。埋葬遺構との即断は避

けているものの、土坑内覆土の堆積状況から人為的な埋戻しが行われた可能性や、粗製の大形

石匙が出土していること。さらに複数の土坑から出土した石匙の破片が接合する事など。遺跡

の性格を考察する上でも重要な資料であろう。また、第264次調査で検出されたSI366J住居跡

からは大量の土器が出土しており、接合関係についても貴重な資料が得られた。

今後の課題としては、本調査地区の西側に位置する「武蔵台東遺跡」との関連についても注

目されたい。出土遺物の傾向との関連から、多喜窪遺跡A地点の時代は中期前半から後半、な

いしは中期末葉までの集落であることがほぼ確定されたが、「武蔵台東遺跡」では中期後半か

ら末葉の時期があてられている。確かに、国分寺崖線に沿って縄文時代中期の集落が広がり、

いわゆる「拠点的な大規模集落」の様相を呈しているが、このような状況から判断すると、中

期前半～後半、ないしは中期末葉までの集落である多喜窪遺跡A地点と、武蔵台東遺跡では中

期後半～末葉の集落である武蔵台東遺跡のやや時期を違えた集落が存在していた可能性が指摘

されよう。

良好な自然環境を背景として、より安定的な定住化の結果、当該地区においての縄文時代中

期の集落が恒常的に営まれ「拠点的な大規模集落」が形成されて行ったのか、これからの周辺

地区の成果報告と比較しながら検討して行きたい。

(調査団長 吉田 格)
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本編に報告した3調査地点の内、第251次調査地区北側に隣接して調査されたクリーン建工

(株)マンション建設に伴う調査(第140次調査)の成果は、多喜窪遺跡A地点を報告する上で、

重要な検出遺構・出土遺物があるため、付編として報告する。なお、本調査区については国分

寺市史上巻にてその報告を紹介している。よって遺構・遺物の記述については200～206頁の

記載を引用・参考とした。

1.調査の概要

調査地は西元町二丁目2,550 - 4で府中街道に面しての東側台地上に位置する。国分寺崖線か

ら約100m程台地上に上がった所で、第251次調査地区の北側に隣接する(図面1・2参照)。

調査は先に記したように、マンション建設工事に伴う事前調査として、昭和57年4月6日か

ら9月6日まで実施した。

2.検出遺構と出土遺物

歴史時代主要検出遺構は掘立柱建物3棟(内SB42は第41次調査で報告済みであるため武蔵

国分寺遺跡調査会年報Ⅱ(第2分冊)を参照。SB71は第251次調査地区の延長)、機能・用途

が不明の土坑5基等である。土器・瓦等は破片が出土しているが遺構の時期を判別するに足り

る資料は認められなかった。

縄文時代主要検出遺構は集石2基、土坑24基等である。土坑の機能・用途については後述

する。土坑は調査地区全体に分布しているがやや西側に偏るようにも見られる。しかしながら、

第251次調査地区の密集度と比較するとやや散漫になることから、土坑群の北限に近いことを

示している。集石は調査地区西側部分より検出されたが、土坑群との時期関係については不明

である。出土土器は全て縄文時代中期中葉と考えられる。石器は石鍬、打製石斧、磨石、石皿、

凹石等が出土した(図面62・63・図版55)。

次に各時代の主要遺構と出土遺物について述べる。

①縄文時代

SS22集石(図面59)

約30個程の礫が、南北約0.6m,東西約0.75mに分布する小規模な集石である。土坑は伴わない。

SS23集石土坑(図面59・図版48)

直径0.9mの範囲内に約160個の礫が集積されている。集石は土坑上面に集中し、土坑下部に
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はほとんど入り込んでいない。土坑の規模は上面で直径0.7～0.8mのほぼ円形で深さ約0.6mを

測り、断面は不整形な捕り鉢状を呈する。

集石を構成する礫は2/3以上が重量300 g以下の被熱破砕礫であるが、中には3～5kgを量

る大形礫も少量含まれる。石材は砂岩が主体である。なお、接合により10kgを超える礫とな

ったものもある。集石内からは少量の土器片と石鍼(図面63-1)、石皿(図面63-3・4)等が

出土したが、時期を判別するには至らなかった。

土坑群(図面59～61・図版48～54)

土坑の規模は長軸0.6～2.9m1短軸0.6～2.1mで深さ11～49cmを測る。平面形は隅丸方形及び

楕円形を呈する。覆土は黒褐色・暗褐色土が主体である。これらの土坑群の内SK666J・670J・

680Jについては土坑内より残存状況が良好な土器が出土しているため、これらの土坑及び出土

遺物について詳述し、遺構外より出土した土器についても記述する。また、記述はしなかった

が、土坑か小穴か判然とせず、小穴扱いとしたPJ - 47・189(図面61)からも土器片が比較的

まとまって出土した。石器はSK649Jより凹石(図面63?5)が、SK678Jより石鍼(図面63-2)等

が出土した。

SK666J(図面59・図版50)

直径約0.95mの円形を呈し、深さ49cmを測り、断面は壁がほぼ垂直に立ち上がる箱形を呈す

る。今次調査地区で検出された土坑の中で最も深い。覆土は茶褐色土を主体として分層された

が、それぞれブロック状に堆積しており人為的な埋め戻しが想定される。

浅鉢(図面62?1・図版55)は覆土中から逆位の状態で出土した。日径40cm1器高14.5cmを

測る浅鉢形土器である。口縁部の一部を欠失しているが、ほぼ完形である。隆帯による楕円枠

状文が全周で七単位配されており、区画内には渦巻状文や波状沈線文が連続爪形文と共に施文

されている。隆帯上には竹管による刻みが加えられている。

SK670J(図面60・図版51)

長径約1.2m1短径約1mの不整円形を呈する。深さ26cmを測り、断面は浅い皿状を呈する。

覆土はほぼ暗茶褐色土である。

土器は(図面62-2)覆土上面で押し潰された状態で出土した。底部より直線的に開く深鉢

形土器である。口径17.6cm1器高25.Ocmを測り、底部を一部欠失する。日縁下に波状沈線を1

本めぐらし、その下に半截竹管状工具による沈線を2本表出している。地文として全面にRL

縄文を横位に施文する。勝坂期の土器である。

SK680J(図面61・図版53)

長軸約lm1短軸0.8mの不整円形を呈し、浅い落ち込みが重複する。深さ26cmを測り、断

面は浅い捕り鉢状を呈する。覆土はほぼ黒褐色土である。
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土器は覆土中程から2個体(図面62-8・10)、上部から1個体(図面62-9)のいずれもミ
ニチュア土器が出土した。

図面62-8は、円筒形の深鉢形土器を模したミニチュア土器である。日径8cm1器高15cmを

測る。口縁下に隆帯をⅤ字状に貼付し、隆帯に沿って竹管状工具による爪形文と小波状沈線文

が配される。この隆帯の付された口縁部には把手が付くが欠失している。また、口縁下には2

個1対の円形暗文が三箇所に認められる。地文としてRL縄文が全面に施される。阿玉台期の
土器である。

図面62-10は、口径8.3cm1器高llcmを測る円筒形の土器である。文様は上下で連続する隆

帯を貼付し、隆帯上には刻みを加えている。それ以外は口縁部より半截竹管状工具による沈線

が垂下し、沈線間には連続爪形文、円形刺突文等が施されている。なお、隆帯の周辺は風化の
ため文様が剥落している。阿玉台期の土器である。

図面62-9は、緩いキャリパー形を呈するミニチュア土器である。口径6.5cm1残存器高(把

手まで)8.4cmを測り、底部を欠失する。文様は施文されておらず無文である。口縁部に小把

手が付けられている。器表面の調整がやや粗い。勝坂期の土器である。

遺構外出土遺物

浅鉢(図面62-3・図版55)は全体の約1/4残存する。推定法量は口径42cm1器高23cmを測

る。鋭角的に内傾する口縁部が特徴的で4本の沈線をめぐらし口唇部と頚部に連続する刻みを
入れ、日縁中央部を渦巻文で区画する。

深鉢(図面62-4)は口縁部を欠失しているが、底部より直線的に開く円筒形である。残存

器高は19.8cmを測る。胴上半部に1本の隆帯を横位にめぐらし、その上・下端を横ナデの後、
隆帯より下にRL縄文を施文する。

深鉢(図面62-5)は埋売(図面61・図版54)である。日縁部は欠失し胴部のみ残存してい

る。残存器高は13.8cmを測る。胴部はやや張り出し、頚部で強く括れる。RL縄文を縦位に施文

した後竹管で蛇行と直線2本を交互に垂下させ、直線2本は頚部付近で繋がっている。

深鉢(図面62-6・図版55)はキャリパー形を呈し、口縁部・底部の一部を欠失している。

推定法量は日径47.6cm1器高60cm1底径14.Ocmである。口縁部には小波頂を持ち、口唇部を肥

厚させ、直下に沈線をめぐらせている。沈線は波頂下で渦巻文に変化させ、日縁部全体を四単

位に区画している。頚部は無文。胴部は横位に展開する大柄な渦巻文と懸垂文を連結させてい
る。地文はRの撚糸を縦位に施文する。

深鉢(図面62-7・図版55)はキャリパー形を呈し、口縁部の一部と胴下半部を欠失してい

る。推定口径32.5cm1残存器高31.2cmである。日縁部は隆帯による楕円区画文が施され、区画

の内側はキャタピラ文と爪形文が充填される。区画文の下には爪形文がめぐり、頚部と胴部の
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間にも楕円区画文が施文されている。胴部には隆帯によって上部に開くY字状文が貼り付けら

れている。

②歴史時代

SB70掘立柱建物(図面64・図版54)

僧寺中軸線北221.70-224.59m1西293.92 296.05mの範囲で確認した。主軸は梁行でN-2゜一

Wである。今次調査では5個の柱穴ト1・1-2・1-3・2-1・2-3を検出した。東側は調査

区外に及び、現状の規模は東西残存2.67m1南北2間(2.27m)を測る。柱間は梁行1.1 m1桁

行1.6mである。柱穴の形状は不整円形及び隅丸方形を呈する。深さは且～30cmを測り、断面

は浅いU字形を呈する。埋め土はローム粒子を含む黒色・黒褐色土で、柱痕や抜き穴は確認で

答ナよ男\っすこ。

3.まとめ

以上第140次調査で検出・出土した主要遺構・遺物について説明した。ここでは特に縄文時

代について言及する。縄文時代中期については多くの土坑が検出され南側に隣接する第251次

調査地区及び第252次調査地区と一体となる地域であることは明らかであろう。ただし本調査

地区における土坑群は相対的に2調査地区と比較すると浅く小規模で、その形状も不整形であ

る。また覆土中に土器や石器を含む例が少ない。覆土中より土器を出土したSK666Jがやや歪

みがあるものの円形に近い平面形で深い掘り込みと人為的な埋没過程が認められるのに対し、

SK670J・680Jについては土坑の形も不整形で掘り込みも浅く様相を異にしているようにも見

える。もちろん遺跡形成過程における、遺構形状の変容や遺物の滅失など考慮すべき点はある

ものの、当地における概期の埋葬の実態をより明らかにするまでは、即座にこれら土坑群が埋

葬関係の遺構と判断することは避けたい。

さらに、土坑群に隣接して並行する時期の住居が検出されなかったことから、土坑群を取り

巻くように、住居群が3調査地区の外側に広がっている可能性も指摘される。この点について

は、府中街道を挟んで西側で検出されたSI365J・366J・367J・370J住居の存在(図面1・42～

47参照)が関係するものと考えられる。時期については、他2調査地区出土土器と併せて観

察すると阿玉台式期・勝坂期・加曽利E式期あるいはそれらに並行する時期の土器が主体的で

ある。

このように多喜窪遺跡A地点は、集落の規模や土坑群の性格等依然として不明な点が残るも

のの、従来言われてきたように国分寺崖線の際に広がる集落と土坑群からなる、中期中葉を主

体とした遺跡であることは明確に位置付けられた。
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図面2 第140・251・252・264次調査 歴史時代遣構配置図(1/400)
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図面4 第251次調査 S1362J住居実測図
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図面5 第251次調査 SK916J～928J土坑実測図
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図面6 第251次調査 SK929J～933J・938J～949J土坑実測図
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図面10 第251次調査 S1362J住居・SK974J・975J・980J土坑・PJ-149小穴・Ⅲb層出土遺物
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図面11 第251次調査 S1362J住居・SK919J・921J・926J・929J・930J・939J土坑・Ⅲb層・遺構外出土遺物
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図面12 第251次調査 SK931 J - 933J - 939J - 944J - 948J - 968J - 978J土坑・Ⅲb・Ⅲc層・遣構外出土遺物
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図面13 第251次調査 歴史時代遣構配置図(1/200)
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図面14 第251次調査 SB71掘立柱建物 ・ SK896土坑実測図
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図面15 第251次調査 SB89掘立柱建物・SA1 1柱穴列・SK894土坑実測図
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図面16 第251次調査 Sl131住居実測図
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図面17 第251次調査 S1131住居カマド実測図(上)・遺物接合図(下)
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図面18 第251次調査 S1355住居実測図
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図面19 第251次調査 S1355住居実測図(上)・遺物接合図(下)
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図面20 第251次調査 Sl356住居実測図
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図面21 第251次調査 Sl356住居カマド実測図

巳
o
o
o
 
o

l

莢

仁
」
0
0
.
①
ト

ト
,
=

し?、N

沼

=
??゛?～

～

中

!

1? ?中

1

=

中?

中

仁
四
〇
〇
晦
ト

h:
l
[
?
?

しb

一/
l二

8

4
お

-

讐

ρ

お81

88

α

)

ゞ、

莢

Q

中中

?7???
??赤=
中コ?
?赤1
?中中?/?.

???゛
?赤コ?中◆

?ICい
?中
Ⅱ1

?11?(?!?
゛?.?

赤
7?-??

,???-
?」,
中??中?:

?中h/

.-:?・??.
?:????中中??

?-?・
1中?

ダ中く
?中?

中コ1中?

?tJI?・;
?中)2

?
゛

゛
\
:
・

■
?
?
?
?

ロ

ー
;
1
■
j
?Q

?暮

ロ

ドマ男東

=

～

ε
0
0
1
①
ト

」
?

し:も

二

旨

～

b覧\
?中??

;
1
゛

中 ?中???

中中中中?

〆
?

Ⅱ～

?

120?.

?
?
?
=
=
,
?
ノ

ヒ部b

-

A?

～割

XT
ト

比

=

エ

-
杏ニ

↓l」一

\\

♀

山

♂

岱
O

中

?
中

=

?S1-???)

0i

に舶
慣

』1))

゛》

(ヘ?ト

ろ
L
y

ゑ

1赴

(k

エ:ドマカ北

ゴー Ⅰ′

78.C10m

8
4ト

9

5L3E

all

Qal
1F

//

-148-



図面22 第251次調査 81356住居遺物接合図
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図面23 第251次調査 Sl131住居出土遺物(1)
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図面24 第251次調査 81131住居出土遺物(2)
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図面25 第251次調査 Sl131住居出土遺物(3)
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図面26 第251次調査 S1131住居出土遺物(4)
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図面28 第251次調査 Sl355住居出土遺物(1)
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図面29 第251次調査 81355住居出土遺物(2)
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図面30 第251次調査 81356住居出土遺物(1)
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図面31 第251次調査 Sl356住居出土遣物(2)
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図面32 第251次調査 81356住居・遺構外出土遺物(3)

一

?
ひ
1

リコ

J二蚤
～フ?

翳

1

I

?1

ー
～ π:

―『→
一

:イ

゛邊.

1,1

:!j
Fj

-

1 1

1j・

゛・j!

r11

ψ

～1

デ

で

輻

(
い
、
力

確
吻

n
ク
n
い
,

r4

1

′
1
4燗
安

ー

ν
= 愁施魅.

〆?

?九1

・ツ色1
4!1

(

?1

\\ ?1
、] 』 ニ′謙つイ

?( 1～V11
一

.?

ν

貿
↓ll

1 SI356

KD14

▽===1

ト
-

D

(つ

-

2 SI356

TK01

\
1

-

シ
3口

口

4 攪乱

[株]一

(

;ごご
ー

覧一 1ど
1

"
Ⅱ

?←

I?- ?r8

2?
赤1

r, “;;}ΣLt,".:“?
?L?

一
.I

I

5

(4・5)

r噌

cハ1

5 表土
PK36

10cm

ケー～

中

?h

＾利

O 5cm

(2・3)

8 攪乱
KEO1

図版23

1

1

I

5

1

蔦忌
C !2

F?
ζ～

J

總
?:

◆1Iヤコ
二′・. ?51

ラ『;

鵬 ?.

づ

二I・

l〆1
響-?

只
ゞ.?・

l

1?!ゞ1

1
1
―
I
I

1
1
t
―
-

I

h

―

,-
I

り

鵠・声
1

I

ρ
I

/
7 表土
KCO7

図版23

一

～

翫

～

～

～

-

6 攪乱
KCO6
図版23

O 10

(1・6～8)

20qm

-159-



図面33 第252次調査 先土器時代遺物分布図(1/20)
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図面34 第252次調査 縄文時代遺構配置図(1/125)
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図面35 第252次調査 SK904J～915J土坑・SU5・6屋外埋莞実測図
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図面36 第252次調査 SU5・6屋外埋壺- SK904J - 907J ・g15J土坑・PJ-46・51・58・69～71小穴・Ⅲb-Ⅲc層・遣構外出土遺物
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図面37 第252次調査 SK904J・908J土坑・Ⅲb層出土遺物
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図面38 第252次調査 歴史時代遺構配置図(1/125)
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図面39 第252次調査 Sl357住居実測図(上)・ 遺物接合図(下)
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図面40 第252次調査 81357 (A期・B期)住居出土遺物(1)
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図面41 第252次調査 Sl357 (A期・B期)住居出土遺物(2)
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図面42 第264次調査 縄文時代遣構配置図(1/200)
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図面43 第264次調査 S1365J～367J住居実測図
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図面44 第264次調査 S1366J・367J・370J住居・SK988J・989J土坑実測図(1)
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図面45 第264次調査 S1366J・367J・370J住居・SK988J・989J土坑実測図(2)
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図面46 第264次調査 S1366J住居遺物接合図
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図面48 第264次調査 Sl371 J・372』住居実測図
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図面49 第264次調査 S1373J住居・SK990J・991J土坑・SD205溝実測図
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図面50 第264次調査 81365J・366J住居出土遺物(1)
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図面53 第264次調査 S1366J住居出土遺物(4)
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図面54 第264次調査 Sl366J住居出土遺物(5)
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図面55 第264次調査 S1365J・366J住居出土遺物(6)
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図面56 第264次調査 S1366J・367J・371J住居・Ⅲb層・遺構外・SD205溝出土遺物
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図面57 第264次調査 歴史時代遣構配置図(1/200)
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図面58 第264次調査 SD205溝・遺構外出土遺物
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図面59 第140次調査 SS22・23集石・SK646J・649J～654J・666J・667J土坑実測図
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図面60 第140次調査 SK668J～676J土坑実測図
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図面61 第140次調査 SK677J～680J・682J・686J土坑・PJ-47・189小穴実測図
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図面62 第140次調査 SK666J・6703・680J土坑・遺構外出土遺物
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図面63 第140次調査 SS23集石・SK649J・678J土坑出土遺物
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図面64 第140次調査 SB42・70掘立柱建物実測図
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図版1 第251次調査 先土器時代検出遺構・出土遺物
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?版2図, 第251次調査 縄文時代検出遺構(1)
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図版3 第251次調査 縄文時代検出遺構(2)
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図版4 第251次調査 縄文時代検出遺構(3)
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図版5 第251次調査 縄文時代検出遺構 ー4、←
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図版6 第251次調査 縄文時代検出遺構(5)
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図版7 第251次調査 縄文時代検出遺構(6)
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図版8 第251次調査 縄文時代検出遺構(7)
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図版10 第251次調査 縄文時代検出遺構(9)

寒

一

・
-
h
■
E

鹸
組
神】

N

(み

′嘘ビ!=-

一

-

-

＾グ戸-

-

-

一

Q

～

廣ν3

1

t1

l,

T

ナ

一1

イ

2
1
ツ

冫、
-

ゴ
一
飄
゛
一
)
(

i

嚇J
～

番

-

ダ

-
-

乙.

-

2

Q..I1
i3い穎園絃

一

苧

-

丸
4.

ク1

ラ艷′一
夷1

-ナ
S

4.SK969J・968J・981J

、
鯉
ン
飄

ハ
[
1
゛
゜
゛

レ
醜
敲
)
ニ

9
甲
、
-

ダ
撃
(
・
′
″

費
7
1
C
9

ワ
詰
一
t

饗
法
饗
.

式
-

曳
、
輪
.
『
声
,
舅
し
・
.
7
′
ミ
′
,
・
鴎
シ

tt

賢ク
-

ら

〆ユ

L

ー

一

妙叱: pミ一 V翳・}メ゛

全景(南から)

hフー8

『1

-

4

3.SK967J

一
ー

声

一

?砂き

1

-

ー

二ぢ;′゛
4
写
゜
♂

一r
゛ンそ

ダ

′
・
′
F
r
馳

4
 
,
-

?
 
醪
"
求
r
′

I
●
t
式
E
-

)
゛
剛
“
・
ト
(

1
,
1
譬
,
旙
)

ゞ

本

゛.

5.SK971J・970J 全景(東から)

・1

詣
h
へ
・

一

冫、 ～ 〆

?泌゛
品番ζ)鰺

゛
 
、
1
1
賛

-204--

― ■ ■ I■ ■酊I― ■ 1
Llli 日― 1 1 I1 巳目y ■ ■ 「―0■11d ■ h ■ ロ ■冒 1!1





図版12 第251次調査 縄文時代出土遺物(1)
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図版13 第251次調査 縄文時代出土遣物(2)

1

『

〒
JE21

1
『

一
ー

1 -

-

図面11-4

Ⅲb層

]E19

声

ト

1

一

1

2

図面且-3

Ⅲb層

JE20

1

ネ

Ⅲb層

JE22

1

諭繋

:?冫妥
振

),1

一

1★1考

l,\・
i

r

}4 閤V
r1
p

一
一一

l

1・

賑
P

1
1ト・←二゛

r
L
―

一一一

1Y
1j

r
1辻一;娠..

衿〈
メ9N

-

p

図面10?7i
SK974J

JE17

[1
!=プ1N悶4′

図面11-1
SI362J

JE16

一
ー

,イ娠晧}.
ai)%l;'.
1 1仲

いシ
54

図面11-2

Ⅲb層

JE18

1・

・
奈
弟
F
悟
?

噌:

1?1

l

-

図面10-6

SI362J

JFO6

-

j4-(4・〆(1竺』癲講ムー*':wt:i!Ali
【、 閣駒跡両l7ζ{Iiiil!"

h

′硼■園誕こ七鵡{,.瑠閣馳鉢Ⅷfilt'.iil
-訳卿 t:)

ザ

?竃
k

i,:!,t '411.(li

k ー

履
儲
甑
ナ

F喝h5

11'.

瑠11111'

1

--
一

1 二―
―

『 一

一
一

図面10-10

Ⅲb層

JE23

t

J;

隼
゛

)

一一

k
レ

r

?O

が1

.1,

f

豐

1,

(
)

へ
四n

1

巴

9

[
 
h

て1

1

一

一一一

4.-
a

1
a

ゞ

一

ρ

ー

ラ

―

\

図面11-14

SI362J

AGO2

「コ
彎

ぐ7
図面11-8

l野9J
DBO1

,鵠

5ム
(

l

1
ゞ
轟
-

ト

号

赤

I:

ブ

か,

《

I,

▼〆

1
自
)

トゝ

覧▼

1

ク

J1

ゞ

?1
-

ら
h

?i・

イ

―

1

I

1

ケ
く
戸
C
ぶ
?

[
U

ら

ト
リ

b

呼

〉

3

1

ネ

癲

ν

γ

タ
S
l
昂
4
亀

プ

眉
q

;
2

ゆ
鳴
.
j

N

f!

ー

′
r
♂
 
〆
♂

―

T
』
-

瓢

一

きiち

!
G

曳
I
▼

―

T

-

I

1
7
1

4

乞

一

図面11-13

SI362J
AG01

r

「r」

r

-
へr

r

L
k
-
-

一

図面11-12

表土

DEO4

1

勉
テ

i

電

11
L

?

覧
一

I,1

一

ー

罫

】

l

2

リ為

r

rl

1

戸ゝ1

11

シ
1
E゛a")中

ダ

C・
1ζ

ら
》

v
,
-

1
6
3

V
5
連
t
橿
考

ー

な
謎
粂
t

奮
辺
声
r

J
-

?q

4
調
4
h

1

?1

1」

伽)

U-
寥

ζ
・5?
-

コ

“翼
1
嘩
4

【 -

ぐ
d一

)
キ
1
一
一
ウ

濠
h
均

キ

～

1

#}

噂J
『

一

-

脳社N

一

ト

遁
I
l
"

ノ

-

ゝ,

～
σ

範
1
,
゜
 
"
1
?
・
-

噛
-

゛
負
膵
体
張
陣
h
ジ
H
e
ト

酬・?

凋
s
I
こ
 
,
1
闇

『
1
 
゛
噛

図面11-6

Ⅲb層

JG02

▲
1111鴫1夢11図面11-5

Ⅲb層

JG01

一

饗
じ】

-

1
-【

1
東
誌表

一

一

一一

一

r
S他゛K;

ゞ.

一

失ゞ
t1竺

1】 6
h

\

頌視狂′11 賑、V

咎?

珊

1 町
し イ\嘔

?ネ1

ル1
1)1t1

1
1
1
1

9 都:》・?,▼
「,I島1

リ

一

―

- .?

-

図面11-10
SI362J

DE01

図面11-17

SK921J

ASO2

ー h

一
〕

図面11-16

SK929J
ASO4

r〒
一

』

V

ら笑

ゝ嘩
1～ ′:。晶tiツ

老

a

k
1

A
り
通

一

-

1
)
′
5

一

図面11-15
SI362J

AG03
図面11-18

SK962J

AS03

-207-

■■門■■■
■ ■■―■■■■■■■■■ 一

1回旧■V■■ 験

■ 1ネ mmmn
1 副 mmmI■■■■■ ■
レ
LI PP 曙l11艷 「1
1・Lコ l ■ ■1 引 曜1 11― 1 l. 4

― ( ■ ハ1 引 1 ■1I1 『 ■ ■
P ■ 引;1 l I l j1:ltl― リ ー

1 馴■ 引 ■ 、! 1 l ■. J 1 W b1 冒 L
jシ二 i 1 咀 1 1

】喝 『配さ l U ― ―■ ― ―[町

1』 1 1 1 !i:i:! 画嘩 1シC デ動
1 1 1 j 鴨“l 1 1I

、k喝
S 11:

1く 『 i ■園 u1:■s ― Ⅰ 口

― v4 1 E ― ― 1 i孟 ■ 自
U 』 L τ1′1 對 1.■謬 a諌 tii1 ― 11 1園I ■ ■ ■1 ― ら

■ ヲ膨 11 l 1. I1 ■

■ 遁1F14国 【葡. ■ ■
Ⅰ 1楓ffil
■ ■■■■
1・ 1 ■■1

1鵬I■

1這 11



図版14 第251次調査 縄文時代出土遺物(3)
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図版15 第251次調査 歴史時代検出遺構(1)
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図版16 第251次調査 歴史時代検出遺構(2)
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図版17 第251次調査 歴史時代検出遣構(3)
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図版19 第251次調査 歴史時代検出遺構(5)
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図版21 第251次調査 歴史時代出土遺物(2)
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図版22 第251次調査 歴史時代出土遺物(3)
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図版23 第251次調査 歴史時代出土遺物(4)

゛1 1毅兄.1

2′芽・;,,七a鞭亀

-

4鉱冫～・゛
-

遣
?く

1諺5r゛
一

1

4
へら々曖ね

′Y′゛鴨4

-

1
V
豐

は攬i]
;ダ薊覗:

1

▼J
一

～

厳藩蔦VOゴ丸1

・(聡絽ヘ★:

～

ニr'y 西譜墳
-a

1
1

ノ

?辱?

k 一

..1.一で)?雪

1 1

1
1

-

1

1縛,
年
L
裡
一
゛
(

ハ

?禰赫
9≧4請
i4、ゞ 一 a

h烏越
1,く→J
もi遣

q青奈嫡瘉? h咬1

λ真ノ  j番

二′ツ%哀?尋〆セ卑″
七シhデr二

))・喝虹,、ッ
錘簡泳糾酬セN,.

・9ゞ

-

?・hムー?》ミ・aカ a年1〒号

番?ヤ

ゝζ)ラ
コd..鴨

一 Pへ・

一
-

幽嘘1ぺ・ノ?

一

1

ト1

a

4―哄(

一

一

騒グ?
1

ぐ

t
覧1

Δ

1勺 図面31-1

SI356

KCO5

賢

イ
F

シート、.
(?

ベ

辷唆忍
h.
ぎ恍

へV
呵響リ

?ゞ:
S

′ρ會:S1滅
鳶;雪荒 〆1,知{.,」 {k?

=1幻ア1
1掌1でr牟為鳶ル轟鍼飴鎧仕恕剪掻l
′1?一?゛二、.、、一一、,1!:1-=5;→i石竺),,、矢歩。セ、.ユ,一

λ尤慧温礪女駿ピ゛zL !へ7饗P?

゛し騒頂■喀纜41
下ぺで:

本一諭ご)六m欽塑!面鋳議醪逼
″り獄蛇〒1丁!シ(p?碕粱よ〆～、

゛1鍮浦
-゛も≧奪錘5ミ5

可]艷キ.″7で凋■1プ―峡シ喝

?を. ～

ト 一

ギ- a1;

汽 〜

沌
介4

萬桃・

く,,ぞ1私
-

-覧嵯一ヱ
遣

「
」

-

『Δ遣
旨

4●
r

1
,
―φ′・

′
\

一
-

一

瞠〒号鞘1午?ト

1;二

4合

〆 図面32-4

攪乱

PK35

1C
A

醜?:
ー?l設は

醒

G・

一

―肉τ―τ5↓1

、4シ9;′

r,

Ⅰ彊飽馳ご施L
種鑓

F
j駅τ町冫禮

I鵞11;1飄':z",:lご
藩脊

醗嘱隘砿縁萼蓬,

号へ)L 〒1d

図面31-4

SI356

KD13

ヘラ書き(不明)

h

〉b躬
一

91

ー

-

M冫楽
フ1J

℃

一考゜
々:
灸煙

・′1

yレeや

イ?
イ―?

々

7
1
?
゛
.
,
1
 
?
 
ら
?
 
求
?
、
“
 
、
.

N:

h

L

炉殉腎萎k唯吋壇
;」
一

1

1
駒

′像
,真粘
ラZ振.恥も・

皆

影[?j″゛?一紛.
ー

真

辛濡馳
1

寥
号
苛
゛
4
&

1
与
l
栽
デ

正 就
謀 U1叱?

1

11
1
1
1
1
1
 
ご
圓
v

)

-

軽L ネ

??噌-.

ム

ト―ちl

h

1
)

71

ー

濾砿λ藻減.・

几 霞懸語?・.:イ・.
2二己嘩畿

2丁3祐
P

一

7
J

L
[

ζ
知、

ち き゛、?へ1.

l

憧・
6q}

々外,
心

く
・1写V茸

q
fF 一

4器・

謬辺h・、・論鱈透゛;・,
.7論起2
・詞慢1〆?ラ＾- 1

ー

・}

1

」
k

1 号
一

( ア

1
1

ツμ

(

1讐懲
7

ト1

1～

ー ツ
1 4

L 1図面32-3

SI356

MMO21ー

雪

一

J
r

ゼ

一
Vj

f神

へ

浄一門
一

一 ?

Iダ

}h1

ー一一
bリヘ ?西女J

ー

′?、 ?・ 図面32-7

表土

KC07

シダ類の圧痕Q二S:二。ぎ;騒駅循二今ミ]一
國昼イ}″、′-7′
恣報ν渠三

一

令
礒

社
-

)

ロ 屓 1′・?室
kり

云
璽,シ篭 氾 η

a
～

邸

:浸愉約あト
町

畿
か閣#
鳴コ

h↓
♂

騙P玖
嘴

γ

\

Sン
一

\

ツ
～2t

4

1
4

な

′憲

一

図面32-8

攪乱

KEO1

(、

一

図面32-6

攪乱

KCO6

押印「父」

番

1

t

-217-



図版24 第252次調査 先土器時代検: 遺構出
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図版25 第252次調査 縄文時代検出遣構(1)

l
冒
-

1j

6

1-J

一

n

【]
r

-

1.調査区東半部全景(西から)

1

～

(・93Tl ?ム41騨暉イ・〉1(・〉:

1

;声÷※Jきlロ
一

j

隋1、

ゴ

l

一

-

-

一

C
ー 釡F〒瘍-7゛へ′〉

ぐ

;1r?〉11〈中〉-

S・κ:{・〆

晩5
'《・>.:41κ

(?〉:x・κ

コこf
り・フ・I11デ雫

一

1

一

―

賑

-

口

繍

鵠,珈

\

一

一一
-
一

- 一

ー
・】P-

1レ

Q或?(外 :<:'Q':く?〉: :〈・?亡・1ゞ

1

謔
・)′ 4レ

-

・句レ4圀V・
一

1

I謬
葎
一

2.調査区東半部遺物出土状況(西から)

ロ哄

,桑一

一

3.調査区西半部全景(東から)

一

i-$釈レ 7・゛1\ ′- ?:!、テビ諺?

』
l

――P叫t1軸,鴎ha▲-'?;τ!′I1・8.{.lb、

ヨ暉■2雪喫■4}レ,′:1イγ・′ドz:・ 1テ1曙

～?・で?℃一″J 一声暉艷
テ

―47 ソ1艷1二

一

9粒1ク4年eぱ

彎デでツつ。:
) 鳴、、ト 一

((こ葛閤罰
4.調査区西半部遺物出土状況(北から)

陣

l

l

51

～

?4

=疹ぐP亀塩望i″.写

謙 一
へよ

一
一 訪;

転号ヨ麺h1一

真

雪

咽―

尋 :t1
(
1 〔コ %

1々,

酌

1
1

一
1

3

)鵠岨
[」,/
翼 1■―■■?

L

ふ 二ト)

1
薊

一
へk

L範X:
′-ノC

5.調査区西半部延長区全景(北から)

―

薯

)
1d

一

-

一

l

f4

一

1
が

J

A
屠会

グ躬
1 1

一

1・1
ー

御2

ゞ八 彎賢む1
一

ー

L

1

6.SU5 遺物出土状況(北から)

ゞ

b

-
自-? =

一
一 -

-

一

一

\

一

一
ー

―

l

～4鴎萼諷二i栢ユ,
―

ノ

一

～ ー

j

」

1

ゞl1

-

-

一

J

～

4,
～

1鳴」b―

一〆

ψ 一

b,、8
浄一▼
\

転
直

冫

1

一 ～

7.SU5・6 遺物出土状況(北から)

薯
一 =

一
-

一
一

一

へ - 育

一
N!

-
)り晰

-

一

1

)

一

r 一

L浚頴
※気

1

ー

1
-

一一

イ
ー

一 - シ

8.SU5 東西土層断面(北から)

????a

ー

一
・

―53

ペ・

\

-21ト

-



図版26 第252次調査 縄文時代検出遺構(2)
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図版28 第252次調査 縄文時代出土遺物(1)
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図版29 第252次調査 縄文時代出土遺物(2)
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図版31 第252次調査 歴史時代出土遺物
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図版33 第264次調査 先土器時代検出遺構・縄文時代検出遣構(2)
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図版34 第264次調査 縄文時代検出遣構(3)
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図版35 第264次調査 縄文時代検出遺構(4)
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図版36 第264次調査 縄文時代検出遺構(5)
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図版37 第264次調査 縄文時代検出遺構(6)
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図版38 第264次調査 縄文時代検出遺構(7)
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図版39 第264次調査 縄文時代出土遺物 (1)
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図版40 第264次調査 縄文時代出土遺物(2)
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図版41 第264次調査 縄文時代出土遺物(3)
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図版42 第264次調査 縄文時代出土遺物(4)
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図版43 第264次調査 縄文時代出土遺物(5)
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図版44 第264次調査 縄文時代出土遺物(6)
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図版48 第140次調査 縄文時代検出遺構(2)
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図版49 第140次調査 縄文時代検出遺構(3)
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図版50 第140次調査 縄文時代検出遺構(4)
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図版51 第140次調査 縄文時代検出遺構(5)
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図版52 第140次調査 縄文時代検出遺構(6)
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図版53 第140次調査 縄文時代検出遺構(7)
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